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芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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増 築 管 理 棟 _建 具 表 1

増 築 管 理 棟 _建 具 表 2
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既 存 基 礎 図

既 存 宿 泊 棟 _外 部 仕 上 表

既 存 宿 泊 棟 _内 部 仕 上 表

既 存 宿 泊 棟 _既 存 1階 平 面 図

既 存 宿 泊 棟 _既 存 2階 平 面 図

既 存 宿 泊 棟 _既 存 立 面 図

既 存 宿 泊 棟 _既 存 断 面 図

既 存 宿 泊 棟 _既 存 矩 計 図

改修後1階平面図・増築棟平面図

改修後2階平面図・増築棟平面図

改 修 後 増 築 棟 平 面 図

全 体 立 面 図

既 存 宿 泊 棟 _展 開 図 1

詳細図 1(新規土間図・手摺図)

詳 細 図 1(新 規 土 間 図 )

既 存 宿 泊 棟 _展 開 図 2
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既 存 宿 泊 棟 _展 開 図 4
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特 記 仕 様 書 3

特 記 仕 様 書 4

特 記 仕 様 書 5

特 記 仕 様 書 6

特 記 仕 様 書 7

敷 地 求 積 図

既 存 配 置 図

新 規 配 置 図

増 築 宿 泊 棟 _仕 上 表

増 築 宿 泊 棟 _平 面 ・ 立 面 図

増 築 宿 泊 棟 _矩 計 図 1

増 築 宿 泊 棟 _矩 計 図 2

増 築 宿 泊 棟 _展 開 図 1

増 築 宿 泊 棟 _展 開 図 2

増 築 宿 泊 棟 _展 開 図 3

増築宿泊棟_建具キープラン図

増 築 宿 泊 棟 _建 具 表

増 築 宿 泊 棟 _伏 図

増 築 宿 泊 棟 _耐 力 壁 1

増 築 宿 泊 棟 _耐 力 壁 2

増 築 宿 泊 棟 _耐 力 壁 3

増 築 管 理 棟 _平 面 図

増 築 管 理 棟 _仕 上 表
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既 存 宿 泊 棟 _既 存 建 具 表 1

既 存 宿 泊 棟 _既 存 建 具 表 2

既存宿泊棟_既存2階建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ図

既存宿泊棟_新規1階建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ図
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既 存 宿 泊 棟 _屋 根 詳 細 図 -2

外 構 図

外 部 撤 去 写 真 1

外 部 撤 去 写 真 2

既 存 宿 泊 棟 _既 存 1階 撤 去 図

既 存 宿 泊 棟 _既 存 2階 撤 去 図

既 存 宿 泊 棟 _内 部 撤 去 写 真

既 存 宿 泊 棟 _内 部 撤 去 写 真 2

土 間 斫 り 範 囲 図 (配 置 図 )
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土 間 斫 り 範 囲 図 (平 面 図 2)

サ イ ン 図 1
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構 造 設 計 標 準 仕 様

鉄 骨 構 造 標 準 図 (1)

鉄 骨 構 造 標 準 図 (2)

基 礎 伏 図 ・ 屋 根 梁 伏 図 1:1 0 0

基 礎 リ ス ト 1:4 0

1 : 1 0 0軸 組 図

1:5 0

1 : 5 0

1 : 5 0鉄 骨 架 構 詳 細 図 (2)

鉄 骨 架 構 詳 細 図 (1)
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１３　　指定撮影会社

・G-ECSパイル工法（杭材料は認定条件に適合するもの）

２ ． 仮 設 工 事

３ ． 土 工 事

４ ． 地 業 工 事

Ⅱ　 建築工事仕様

１ ． 一般共通事項

項 目 特　 記　 事　 項

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK特 記 仕 様 書 １

　 ２　 場所打ちコンクリー

　 １　 監督職員事務所

　 ２　 工事用水

　 １　 埋戻し及び盛土

　 ２　 建設発生土の処理

　 １　 既製コンクリート 杭

　 地業

ト 杭地業

　 ３　 砂利地業

　 ３　 技能士

　 ４　 工事実績情報の登録

　 ５　 建築材料等

　 ６　 特別な材料の工法

　 ７　 発生材の処理等

　 ８　 施工図等の取扱い

　 ９　 設備工事との取合い

　 ２　 電気保安技術者

　 完成図等

　 完成写真

　 １　 適用基準等

構内既存の施設　 ※利用できない ・ 利用できる（ ※有償　 ・ 無償）

・ １号 ・ ２号　 　 ・ ３号 ・ ４号 ・ ５号 　 ・

　 監督職員事務所の規模

・ 構外搬出適切処理 ・ 構内指示の場所にたい積 ・ 構内指示の場所に敷きならし

※現場説明書による

・ Ａ種 　 ※Ｂ種　 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種

　 １ 　 共　 通　 仕　 様

　 ・

・ リバース工法

・ オールケーシング工法（ 孔内の水張　 ※行う　 ・ 行わない）

（ ピット 下を除く ）

設計基準強度　 　 ※Ｆ 0＝２２５ ㎏／㎝2　 　 　 ・

種類

堀削工法　 ・ アースドリル工法（ ※安定液使用　 ・ 無水堀削）

鉄筋の種類　 　 ５章鉄筋工事の鉄筋の種類による

コンクリート の種別　 ・ Ａ種 ・ Ｂ種

※再生クラッシャラン　 ・ 切込み砂利及び切込み砕石

・ （ 財） 日本建築センター等により評価された工法

○　 　 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

　 ２ 　 特　 記　 仕　 様

　 （ １） 項目は、 番号に○印の付いたものを適用する。

　 （ ２） 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、 ※印の付いたものを適用する。

・ 印と※印の付いた場合は、 共に適用する。

　 （ ３） 特記事項に記載の( .  .  )内の表示番号は、 建築工事共通仕様書の当該項目、 当該図又は当該表を示す。

　 （ ４） 製造所名は、 五十音順とし「 株式会社」 等の記載は省略する。 また（ 　 ） 内は製品名を示す。

１２ 　 　 設計ＧＬ

　 鉄筋工事（ ・ 鉄筋施工） コンクリート 工事（ ・ 型枠施工）

　 防水工事作業・ 合成ゴム系シート 防水工事作業・ シーリング防水工事作業〕 ）

　 石工事（ ・ 石材施工） 　 タイル工事（ ・ タイル張り） 　 木工事（ ・ 建築大工）

　 屋根及びとい工事（ ・ 建築板金・ スレート 施工）

　 金属工事（ ・ 内装仕上げ施工〔 鋼製下地工事作業〕 ） 　 　 左官工事（ ・ 左官）

　 内装工事（ 内装仕上げ施工〔 ・ プラスチック系床仕上げ工事作業・ ボード仕上げ

　 工事作業・ 表装〕 ） 　 　 　 植栽工事（ ・ 造園）

本工事に使用する建築材料等は、 設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。

ただし、 同等のものとする場合は、 監督職員の承諾を受ける。

なお、 「 評価名簿による」 と特記されたものについては、 建設大臣官房官庁営繕部監修

建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、 当該製品の指定工法による。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、 発注者に移譲するものとする。

設備機器の位置、 取合い等の検討できる施工図を提出して、 監督職員の承諾を受ける。

下記のものを監督職員に提出する。 ただし、 原版は撮影業者の保管とする。

分類・ 規格 撮影箇所数 部数 原版の大きさ（ ㎜）

・ モノクローム

・

・ カラー

・

※現場説明書による　 ・ 構外搬出適切処理

　 保全に関する資料の部数　 　 ※１部　 　 ・

・ 全紙パネル

・ カラースライド

　 鉄骨工事（ ・ とび） 　 ブロック， ＡＬ Ｃパネル， 押出成形セメント 板工事

　 （ ・ ブロック建築・ ＡＬ Ｃパネル施工） 　 防水工事（ 防水施工〔 ・ アスファルト

※キャビネ判 

※キャビネ判 

　 他に外観正面１カット （ カラーキャビネ判） のみ５枚

※適用する

※適用する

※作成する

　 適用工事種別

 外部（ 　 ） 内部（ 　 ）

 外部（ 　 ） 内部（ 　 ）

 外部（ 　 ） 内部（ 　 ）

 外部（ 　 ） 内部（ 　 ）

 ※２  ・

　  ※２  ・ ６

　  ※１ ・

 ※１  ・

 ・

　 ※１００×１２５以上

　 ※１００×１２５以上

　 ・  

　 ※２４×３６以上

　 ・

１０

１ １

※行う　 　 ・ 現場説明書による

　 建具工事（ ・ サッシ施工・ ガラス施工） 　 　 　 塗装工事（ ・ 塗装）

「 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（ 最新版） 」 による。

・

・　 ＣＤ－Ｒの保存のうえ２部（ １部は設計用）

・

(1. 3. 3)

(1. 5. 2)

(1, 1, 13)

(1. 7. 1) (1. 7. 2) (1. 7. 3) (表1. 7. 1)

(１) 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、原則として①による。ただし、やむおえず②による場合は、①とみなす。

① 国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「 公共建築工事標準書(建築工事編)(最新版)」 (以下、 「 標仕」 という。 )

② 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事共通仕様書(最新版)」(以下、「共仕」という。)及び「公共建築工事

標準仕様書(最新版)対応追補」(以下、「追補」という。)並びに建築物解体工事共通仕様書（最新版）

Ⅱ 建築工事仕様
1　適用範囲

2　疑義

本工事の設計図書に関する疑義は、工事契約前に質疑応答書をもって確かめておくものとする。

本特記仕様書は、各共通仕様書及び補足事項に記載なき事項を特記するものであり、各工事において、他の工事との関連ある

事項は、工事の記載事項を参照する。

設計図書に記載なくとも、意匠上、構造上、設備上、施工上当然必要と認められるものは、係員の指示に従い施工するものとする。

(表2.3.1)

(3.2.3)(表3.2.1)

(3.2.5)

(4.3.1)(4.3.2)

(表4. 5. 1)

(4. 5. 3)

(4. 5. 4)

(4. 5. 4)

(4. 6. 3)

(4. 6. 6)

Ⅰ　 工事概要

１ ． 工事場所

２ ． 敷地面積

３ ． 工事種目

計画建物：

仕　 様　 書

４ ． 工事範囲

ただし、 他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

・ 「 ３． 工事種目」 のうち 　 の工事範囲は下記表のとおりとする。

　 ※「 ３． 工事種目」 全を工事範囲とする。

　 ２

　 ３

　 ４

　 ５

　 ６

　 ７

　 ８

　 ９

　 １０

　 １１

　 １２

　 １３

　 １４

　 １５

　 １６

　 １７

　 １８

仮 設 工 事

土 工 事

地 業 工 事

鉄 筋 工 事

コンクリート 工事

鉄 骨 工 事

ｺﾝｸﾘー ﾄﾌ゙ ﾛｯｸ･ALCﾊ゚ ﾈﾙ

･押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

防 水 工 事

石 工 事

タ イ ル工事

木 工 事

屋根及びとい工事

金 属 工 事

左 官 工 事

建 具 工 事

　 ２２

　 ２３

　 １９

　 ２０

　 ２１

カーテンウォール工事

ﾕﾆｯﾄ及びその他の工事

塗 装 工 事

内 装 工 事

舗 装 工 事

排 水 工 事

植 栽 工 事

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

なし

工事範囲全て

　２４

工事範囲全て

工事範囲全て解 体 工 事

工事範囲全て　２５ 雑 工 事

杭長（ｍ）及び種別 継手数 セット数 備考

(4.3.2～4.3.5)　 施　 工　 法

　 先端部形状　 　 ※開放形　 ・ 閉そく 平たん形

　 杭頭の切断方法　 　 ※切断しない　 　 ・

(4.3.2)

(4.3.7)

杭径（㎜）

φ267.4

φ216.3

φ267.4

φ216.4

P1

P2

P3

P4

10

19

11

5

6.0m

6.0m

5.47m

5.47m

※G-ECSパイル杭

なし

特に指定無し

なし

　４　床下防湿層 施工箇所　 ※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

構造図による　５　地盤改良

・建築工事標準詳細図（国土交通大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・建築鉄骨設計基準（建設大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・敷地調査共通仕様書（建設大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・鉄筋コンクリート構造配筋要領（建設大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

山梨県笛吹市芦川町鶯宿１７６０

3,740.00㎡(1131.35坪)

鉄骨造、木造

延床面積　宿泊棟: 66.660㎡

　管理棟: 54.818㎡

　活動スペース棟:199.140㎡

　既存宿泊棟:348.639㎡　 　敷地内延床面積:669.257㎡

 外部（40）内部（80）

※図示 ・設計ＧＬ＝　※図示ではあるが最終決定は現場指示

NO
D-02

　３　工事用電力

　４　仮設足場 ※枠組み足場

なし

工事範囲全て

工事範囲全て

　完成図の原図サイズ　 ※現場説明書による　・Ａ３ ２部（１部は設計用）

構内既存の施設　 ・利用できない ・利用できる（※有償　・無償）

・設ける ・設けない

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



５ ．

６ ． コ ンク リ ート 工事

７ ．

８ ．

９ ． 防 水 工 事

コ ンク リ ート ・ Ａ Ｌ Ｃ ・ 押出成形セメ ント 板工事

10． 石 工 事

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK特 記 仕 様 書 ２

・ ウレタン防水（ ㈱ダイフレックス、 脱気絶縁複合防水工法ＤＤ－10同等、 十年保障付）

　 ４　 混和材料の種別

　 ５　 普通コンクリート の

　 　 　 設計基準強度

　 　 　 張り（ ＭＣＲ工法）

　 ６　 型枠（ せき板） の種別

　 ７　 せき板面の気泡緩衝材

　 ２　 セメント の類別

　 ３　 砕石及び砂利の種類

　 ブロック

　 ３　 押出成形セメント 板

　 １　 アスファルト 防水

　 ２　 合成高分子系

　 　 　 ルーフィ ングシート

　 　 　 防水

　 ３　 塗膜防水

　 ４　 シーリング

　 １　 天然石張り

　 ２　 テラゾ張り

　 ３　 壁の石張り工法

　 ４　 床及び階段の石張り

　 １　 建築用コンクリート

　 ２　 ＡＬ Ｃパネル

　 １　 施工管理技術者

　 ２　 鋼材の材質

　 ３　 高力ボルト

　 ４　 溶接部の試験

　 ５　 耐火被覆

　 ６　 アンカーボルト の

　 　 　 保持及び埋込み工法

　 ７　 柱底均しモルタル工法

　 ８　 鉄骨の製作工場

　 ９　 溶融亜鉛めっき

　 １　 鉄筋の種類

　 ３　 鉄筋のかぶり厚さ

　 ４　 既製コンクリート 杭

　 　 　 の杭頭補強

　 ５　 帯筋

　 ６　 最上階柱頭補強

　 ７　 壁開口部の補強

　 ８　 梁貫通孔の補強形式

　 ９　 圧接完了後の試験

　 ２　 鉄筋の継手

　 １　 レディ ーミ クスト

　 　 　 コンクリート の類別

・ 外壁パネル

外部建具周囲・ 外壁目地 　 Ｃ種

御影石　 25ｍｍ（ 床見切り） 本磨き

・ 高炉セメント Ｂ種

　 普通ポルト ランドセメント の品質は、 Ｊ Ｉ ＳＲ５２１０に示された規定の他、 次の規定

　 に適合しなければならない。 ただし、 無筋コンクリート に用いる場合を除く 。

　 7d

 28d

水和熱

全アルカリ

塩　 　 　 素

352J/g以下

402J/g以下

0. 02% 以下

0. 75% 以下

施工箇所設計基準強度　 Ｆ 0（ ㎏／㎝2）

・ Ｂ（ ※コンクリート 中のアルカリ総量 Rt=3. 0kg/ｍ3 以下）

帳壁及び塀

施工箇所

・ 屋根パネル

・ 床パネル

取付け工法（ 種別）

・ 間仕切パネル

※厚物（ 厚さ３５㎜以上）

・ 外壁

・ 間仕切り

・ 薄物（ 厚さ３５㎜未満）

種類　 ※無石綿ﾀｲﾌ゚

表面形状

　 ※無し

　 ・ 有り（ 　 ）

　 製造所

　 製造所

施工箇所

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ただし、 特定フロンを含まないもの。

れんが　 　 　 　 　 ※見え隠れ部分は市販品のれんが又は、 市販品のれんが形コンクリート

　 　 　 　 　 　 　 　 ブロックとする。

　 　 　 　 　 　 　 　 ※適用しない

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 適用する（ ※押出成形セメント 板　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

製造所

　 ・ Ｓ－２

　 ・ Ｓ－３

　 ・ Ｓ－４

　 ※２ . ０・ 　

　 ※１ . ２・ 　

　 ※２ . ０・ 　

　 ※１ . ５・ 　

施工箇所種別

　 ・ シルバー

　 ・ カラー

　 ※非歩行

　 ・ 軽歩行

種別

　 ・ Ｘ －１

　 ・ Ｘ －３

　 ・ Ｙ －１

　 ・ Ｙ －２

施工箇所 仕上げ塗料塗り

脱気装置

　 　 ・ 設ける　 材種（ 　 　 　 　 　 　 ） 　 設置数量（ 　 　 　 　 箇所／㎡）

　 　 壁及びその他の石材　 　 ※　 １等品　 ・ 　

　 　 床用石材　 　 　 　 　 　 　 ※　 ２等品　 ・ 　

種類 産地・ 名称 仕上げの種類施工箇所

　 　　 　 工法

　 　 ・ 乾式工法

　 　 裏面及び裏打ち処理　 　 ※行わない　 　 ・ 行う（ ・ 裏面処理の場合小口共）

　 　　 　 工法

　 　 ・ 内壁空積工法（ ※あと施工アンカー横筋流し工法　 ・ あと施工アンカー工法）

　 　 ・ 乾式工法

施工箇所 　 厚さ（ ㎜）

厚さ（ ㎜）

　 ・ Ｓ－１

　 　 ドレインパイプ　 　 　 　 ※ステンレスＳＵＳ３ ０４　 　 ・ 　

内壁石張り　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (10. 4. 3) (10. 5. 3)

　 　 裏打ち処理　 　 　 　 　 　 ※行わない　 　 ・ 行う

床石張りの裏面処理　 　 　 　 ※行わない　 　 ・ 行う　

　 ※表８ ． ３． １及び下表による

※Ⅰ類　 　 　 ・ Ⅱ類

※Ａ

※混和剤　 　 　 ・ 混和材

塗装の有無　 　 　 ※無　 　 　 ・ 有

気泡緩衝材の種別　 　 　 　 　 ※難燃性ポリエチレン気泡シート

施工箇所　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※図示　 　 　 　 　 ・ 　 　 　

　 　 種別

種類　 ※無石綿ﾀｲﾌ゚ (ﾀｲﾌ゚ Ⅱ)

耐火性能

（ 　 　 ）

工法表面形状施工箇所 厚さ（ ㎜）

（ 　 　 ）

耐火性能

種　 別

※Ａ１－２

・ Ａ－２

・ Ｃ－２

・ Ｅ－１　 ・ Ｅ－２

アスファルト 　 　 ※３種　 　 ・ ４種

断熱工法の断熱材　 厚さ（ ㎜） 　 ※２５　 ・ 　

立ち上がり部の乾式保護材

下表以外は、 表９． ５． １による

シーリング材の種類（ 記号）施工箇所

石の品質

表面仕上げ　 　 ※本磨き　 　 　 ・ 　

種石の種類　 　 ※大理石　 　 　 ・ 　

外壁石張り

　 　 ・ 外壁湿式工法（ ※流し筋工法　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

石の厚さ（ ㎜）

屋内のワックス掛け　 　 　 　 ※行う　 　 　 　 ・ 行わない

石の種類・ 表面仕上げ

使用分類仕上げ塗料塗り

使用箇所

・ 放 射 線 試 験

・ マ ク ロ 試 験

試験箇所 試験方法

 ・ 図示

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 耐火板張り　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示

無収縮モルタルの製造所　 評価名簿による

・ 監督職員の承諾する製作工場

　 建設大臣が認定した製作工場のうち、 下記の条件を満足するもの。

（ １） 契約電力　 　 　 　 （ 　 　 　 ） ｋ ｗ以上（ デマンド契約した場合はこの７０％で可）

（ ３） 建築士　 　 　 　 　 １級（ 　 　 ） 名以上　 　 　 　 　 ２級（ 　 　 ） 名以上

（ ４） ＷＥＳ８１ ０３　 １級（ 　 　 ） 名以上　 　 　 　 　 ２級（ 　 　 ） 名以上

 普通ボルト

材　 　 料 備　 　 考 亜鉛めっきの種別

 Ｂ種

 Ｃ種

（ ５） ＮＤＩ ＵＴ 　 　 　 Ⅲ種（ 　 　 ） 名以上　 　 　 　 　 Ⅱ種（ 　 　 ） 名以上

・ 超音波探傷試験

（ ２） 超音波探傷器（ 　 　 ） 台以上又は放射線透過試験装置（ 　 　 ） 台以上

　 素地ごしらえは、 Ｊ Ｉ ＳＨ９１２４溶融亜鉛めっき作業標準による。

※適用する　 　 　 ・ 適用しない

※ト ルシア形高力ボルト 　 　 　 ・ Ｊ Ｉ Ｓ形高力ボルト 　 　 　 ・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト

ＡＯＱＬ 　 　 ※４ ． ０％　 　 　 ・ ２． ５％

検査水準　 　 ※第６水準　 　 　 ・ 　 　 　 　

 ※7. 6. 11(b)による

・ Ａ種　 　 　 ※Ｂ種　 　 　 ・ Ｃ種

・ Ａ種　 　 　 ※Ｂ種　 　 　

※｢溶接作業判定基準｣に適合する製作を行う製作工場又は建設省告示第１１０３号に基づき

・ 耐久上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

※かぶり厚さは目地底から算定する。

　 柱、 梁、 壁及び庇などの外気に接する打放し面

施工箇所 5. 3. 2(b)の値に加える寸法（ ㎜）

・

・

・ Ａ形　 　 　 ※Ｂ形　 　 　 ・ 図示

※行う　 　 　 ・ 行わない

一般壁　 　 ※Ａ形　 　 　 ・ Ｂ形　 　 　 ・ 図示

耐震壁　 　 ※Ｂ形　 　 　 ・ 図示

※Ｈ形　 　 　 ・ ＭＨ形　 　 　 ・ Ｍ形

※超音波探傷試験　 　 　 ・ 引張試験

補強コンクリート ブロック造　 　 ※16(Ｃ種)普通ブロック　 ・ 16(Ｃ種)防水ブロック

種類の記号 規格等

試験の種別

厚さ（ ㎜）単位荷重（ Ｎ／㎡）種類

種類の記号 呼び名（ ㎜）

　  ※１０　 　 　 ・ 　 　 　

 算出はJI SR5210ポルト ランドセメント （ 低アルカリ形） による。

 ・ １ １７７　 　 ・ １９６１

 ・ ６ ３７

 ・ ９ ８１

 ・ ２ ３５４　 　 ・ ３５３０  ・ １００　 ・ １５０

 ※Ｂ　 ・ 　 　

 ・ Ｂ・ Ｃ・ Ｄ・ Ｅ

 ※８． ４． ５による

 ※　 有り

 ・ 　 無し

 ※　 無し

 ・ 　 有り

 ・ ３ ５・ ５０・ ６０

 ・ ５ ０・ ６０

 ・ ６ ０

 ・ ３ ５・ ５０・ ６０

 ・ ５ ０・ ６０

 ・ ６ ０

 ・ Ａ種

 ・ Ｂ種

 ・ Ｂ種

 ・ Ｃ種

 ※フラット パネル

 ・ デザインパネル（ 図示）

 ・ タイルベースパネル

 ※フラット パネル

 ・ デザインパネル（ 図示）

 ・ タイルベースパネル

 ※フラット パネル

 ・ デザインパネル（ 図示）

 ・

　 ・ シルバー　 ・ カラー

　 ・ Ｘ －２

コンクリート 増打ち厚さ　 　 ※１０㎜　 　 　 　 ・ ２０mm　 　 　

基礎・ 基礎梁

所要性能（ 区分） 　 ・ ３０分耐火（ 　 　 　 ） 　 　 　 ・ １時間耐火（ 柱・ 梁　 ）

種　 別　 　 　 　 　 　 ・ ラス張りモルタル塗り　 　 　 ・ 耐火材吹き付け　 　 ロックウールｔ =25ｍｍ

※構造図による

※構造図による

 ・ １００　 ・ ３７　 ・ ５ ０

(5. 3. 4)

(5. 3. 5)

(5. 2. 1) (表5. 2. 1)

(5. 4. 9)

(5. 3. 7) (図7. 1)

(5. 3. 7) (図4. 2)

(5. 3. 7) (図2. 2)

(5. 3. 7) (図1. 1)

(表6. 1. 1)

(6. 3. 2) (6. 16. 2)

(6. 3. 3) (6. 5. 4)

(6. 4. 1) (6. 4. 3)

(6. 3. 5)

(6. 9. 3)

(7. 2. 1)

(7. 1. 4)

(7. 2. 2) (7. 12. 5)

(7. 6. 11)

(7. 6. 11) (表7. 6. 2)

(7. 9. 2)

(表7. 10. 2)

(表7. 10. 1)

(7. 1. 3)

(7. 12. 3)

(8. 2. 2)

(8. 3. 2)

(表8. 4. 2) (表8. 4. 3) (8. 4. 2)

(8. 5. 2) (表8. 5. 1) (表8. 5. 2)

(9. 2. 2)

(9, 2. 2)

(9. 2. 5)

(表9. 4. 1)

(表9. 5. 1) (表9. 5. 2)

(9. 6. 2) (表9. 6. 1)

(10. 2. 1)　

(10. 2. 1)

(表10. 2. 2)

(10. 3. 3) (10. 5. 3)

(10. 6. 2)

(10. 1. 5)

(表10. 2. 1) (表10. 2. 2)

(9. 2. 2) (9. 2. 3) (表9. 2. 3)～(表9. 2. 8)

※Ｈ形　　　　　・　

　捨コンクリート

土間コンクリート

鉄 筋 工 事 (構 造 図 参 照 ) 鉄 骨 工 事 (構 造 図 参 照 )

　５　その他 ・セラミックタイル

Ｄ１６以下

Ｄ１９以下・ＳＤ３４５

呼び名１９㎜以上の柱、梁の主筋　・ガス圧接　・重ね継ぎ手(Ｄ１９以下)

※普通ポルトランドセメント

※２１０（21-15-25）

・１８０（18-15-25）

・２１０（21-15-25）

・ＳＤ２９５Ａ
・ＳＳ４００

・ＳＳ４００

・ＳＴＫ４００

・ＢＣＲ２９５

・ＳＮ４９０Ｃ

・ＳＮ４９０Ｂ

・ＳＳＣ４００

大梁

小梁、ＧＰＬ、スプライムＰＬ

Ｐ柱

Ｃ柱

内ダイアフラム

胴縁

NO
D-03

 Ａ種  外部階段

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



・

タ イ ル 工 事

木 工 事

屋根及びと い工事

金 属 工 事

左 官 工 事

11．

12．

13．

14．

15．

16． 建 具 工 事

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK特 記 仕 様 書 ３

２　 壁タイル張りの工法

３　 陶磁器質タイル型枠

　 　 先付け工法

１　 木材の品質

２　 樹種

３　 集成材

４　 防ぎ処理

５　 床板張り

１　 長尺金属板葺き

２　 折板葺き

３　 とい

１　 ステンレスの表面

２　 アルミ ニウム及び

アルミ ニウム合金の

３　 鉄の亜鉛めっき

４　 軽量鉄骨天井下地の

５　 手すり及びタラップ

６　 金属成形板張り

７　 アルミ ニウム製笠木

８　 フッ素樹脂塗装鋼板

１　 防火材料

２　 モルタル塗り材料

１　 アルミ ニウム製建具

２　 網戸

３　 鋼製建具

４　 鋼製軽量建具

５　 鋼製軽量自閉装置付

６　 ステンレス製建具

７　 自動ドア開閉装置

８　 木製建具

９　 建具用金物

　 　 仕上げ

表面処理

　 　 補強

　 　 引き戸

　 　 　 ガラス

１　 陶磁器質タイル

３　 床コンクリート の

直均し仕上げ

４　 仕上塗材仕上げ

４ 　 仕上塗材仕上げ

・

タイルの種類

内装タイル　 ※壁タイル接着剤張り　 ・ 積み上げ張り

外装タイル　 ・ 密着張り

タイルの試験張り　 　 　 ※行わない　 　 　 ・ 行う

材　 　 料　 　 　 ※塗装溶融亜鉛めっき鋼板（ 板厚（ ｍｍ） 　 ※０． ６　 ・ ０． ８）

軒先面戸板　 　 ※有り　 ・ 無し

断熱材　 　 　 　 ※有り（ 種別　 　 　 　 　 　 　 厚　 　 　 ｍｍ） 　 ・ 無し

耐火性能　 　 　 ※３０分耐火　 ・ 無し

※表12. 2. 3による

※12. 2. 1による　 　 ・ 市販品

種　 　 類

※ＨＬ 程度

・ ２Ｂ程度

・

施　 工　 箇　 所

種　 　 別 施　 工　 箇　 所

種　 類 材料の種別 表　 面　 処　 理

・ 手すり

・ タラップ

※ステンレスSUS 304

・ 鉄 亜鉛めっき　 　 外部　 ※Ｃ種

※ステンレスSUS 304

・ 鉄

のあるもの。

吸水調整材

・

外部に面する建具

種　 別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込(mm) 施工箇所

・ Ａ種 Ｓ－４ Ａ－３ Ｗ－４ ７０

・ Ｂ種

・ Ｃ種

Ｓ－５

Ｓ－６ １００Ｗ－５Ａ－４

屋内建具

防虫網

網の種別　 ※ステンレス製　 ・ ガラス繊維入り合成樹脂製　 ・ 合成樹脂製

型　 　 式　 ※外部可動式　 ・ 固定式

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット 性能値

※適用する　 ・ 適用しない

製品の寸法許容差（ ただし書きの建具）

品質規格

※建築工事共通仕様書による　 ・ 製造所標準仕様による（ 製造所　 評価名簿による）

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット 性能値

製品の許容寸法差（ ただし書きの建具）

表面仕上　 　 ※ＨＬ 仕上げ　 ・ 鏡面仕上げ

曲げ加工　 　 ※普通曲げ　 　 ・ 角出し曲げ

開閉方法 センサの種類

※スライディ ングドア

・ 光線スイッチ　 　 　 ・ 音波スイッチ

※熱線スイッチ　 　 　 ・ 光電スイッチ

かまち戸の樹種　 かまち（ 　 　 　 　 ） 　 鏡板（ 　 　 　 　 ）

ふすまの上張り　 ※新鳥の子程度又はビニル紙　 　 ・ 鳥の子

マスターキー　 　 ※作成する　 　 ・ 作成しない

建具金物の種類

種　 類 品質・ 規格

モノロック

本締まり付きモノロック

シリンダ箱錠

シリンダ本締まり錠

ドアクローザー

ピポット ヒンジ

ヒンジクローザー

フロアヒンジ

・ 合わせガラス

品　 種 構成種類

材料板ガラスによる種類 種　 類

品　 種 色　 調

※フロート 合わせガラス

・ 網入り磨き合わせガラス

・ フロート 板合わせガラス

・ 熱線吸収、 フロート 板合わせガラス

・ 網入り磨き、 フロート 板合わせガラス

・ 網入り磨き、 熱線吸収板合わせガラス

※フロート 強化ガラス

・ 熱線吸収板強化ガラス

※型板強化ガラス・ 型板強化ガラス

・ 熱線吸収板ガラス

※熱線吸収フロート 板ガラス ・ ブルー　 　 ・ グレー　 　 ・ ブロンズ

・ グレー　 　 ・ ブロンズ

・ 代用樹種を適用しない箇所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 鏡面仕上げ

亜鉛めっき　 　 内外部　 ※Ｃ種

表面処理　 ※Ｂ－１　 ・ Ｂ－２（ ※ﾌ゙ ﾗｳﾝ系　 ・ ﾌ゙ ﾗｯｸ　 　 ・ ｽﾃﾝｶﾗー ）

表面処理　 ※Ｃ－１　 ・ Ｃ－２（ ※ﾌ゙ ﾗｳﾝ系　 ・ ﾌ゙ ﾗｯｸ　 　 ・ ｽﾃﾝｶﾗー ）

※製造所標準製作規定寸法許容差による　 ・ 表16. 3. 3による

※適用する（ ※Ａ－３ ・       　 　 ） 　 ・ 適用しない

※製造所標準製作規定寸法許容差による　 ・ 表16. 3. 3による

型　 　 式　 　 　 ※重ね形　 　 ・ はぜ締め形　 　 ・ かん合形

　 内部　 ※Ｅ種

防水剤（ 防水モルタル塗りの混入剤）

・ 熱線吸収網入磨き板ガラス

※研磨無し　 　 　 ・ 　

※ＨＬ 程度　 　 　 ・ 鏡面程度　 　

・ 　

　 役物： 標準曲がりの役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　 　 　 ※行わない　 　 　 ・ 行う

　 　 　 　 　 　 ・ マスク張り

　 製造所

　 伸縮調整継手　 　 　 ※設けない　 　 ・ 設ける（ 施工箇所は図示）

　 屋外の天井ふところが１． ０ｍ未満の補強

　 ※14. 4. 4（ ｇ ） による補強　 　 ・ 図示

施工箇所 形状寸法
きじ 役物 色

磁器 せっ器 陶器 有 無 標準 注文

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

釉薬

無釉 施釉

・ ・ ・

小口タイル　 　 二丁掛タイル

種類

タイルシート 法

桟木法

タイル型枠先付け面のせき板適要タイル

6. 9. 3〔 材料〕 （ ｂ ） （ ３）

6. 9. 3〔 材料〕 （ ｂ ） （ ３）大形タイル

品名 規格・ 品質

※集成材 ※一般材

・ 構造用集成材

・ 造作用集成材

※１等　 ・ ２等

※たも　 ・ なら　 ・ しおじ

・

・

・

※１等　 ・ ２等

※１等　 ・ ２等・ 化粧梁造作用集成材 ・

芯材の樹種

フローリング及び縁甲板張り床

　 床板　 　 　 　 　 　 ※フローリング（ 18. 5. 2による） 　 ・ 縁甲板（ ※ひのき　 ・ 　 　 　 ）

　 下張り用床板　 　 ※無し　 　 　 ・ 有り（ ※合板張り　 ・ 板張り）

屋根葺形式 材　 　 　 　 種 板厚（ ㎜）

鋼管製といの防露　 　 ※表13. 5. 5による

掃除口　 　 　 　 　 　 　 ※有り　 　 ・ 無し

表面処理方法

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

種　 別

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種

・ Ｅ種

施　 工　 箇　 所

・ Ｆ 種

型　 状 製　 法 材　 種 寸法(mm) 表面処理

・ ロール

・ 押出し

※プレス

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・ Ｂ－１種

・ Ｂ－２種（ 　 ）

・

・

・ スパンドレル形

・ パネル形

厚さ(mm)

種　 類 板厚(mm) 表面処理 固定間隔 備　 考

１． ５

２． ２

３． ０

※Ａ－１又は

Ｂ－１種

・ Ｂ－２種

（ 　 　 ）

・ １００形

・ ２５０形

・ ３５０形

・ 図示

　 ※１． ３ｍ程度

　 ・

　 隅角部及び突当たり部等の

　 役物は本体製造所の仕様に

　 よる。

※屋内の壁及び天井の仕上げ材は、 防火材料又は建築基準法に基づく 基材同等の認定表示

製造所　 ※監督職員の承諾する製造所

製造所　 ※監督職員の承諾する製造所

・ マット スイッチ　 　 ・ 電子マット スイッチ

模鍵錠

※フロート 板強化ガラス

板厚 ２． ０図示による

１０

評価名簿による

・ 網入型板ガラス ・ 型板硝子　 ｔ =4. 0ｍｍ

畳敷き ※畳下床板　 　 　 　 ※有り（ ※合板張り） 　 　 　 　 　 　 ・ 無し

・ 大ホール　 　 ラバー付フローリングｔ =12ｍｍ（ 永大産業： ダイレクト タフ同等品）

・ アルミ 押出型材スパンドレル（ アサヒ金属㈱ＡＳ115同等品）

※表６． ２． ４による

種　 類 呼び名 仕上げの形状等

・ 砂壁状　 　 ・ 着色骨材砂壁状

・ 砂壁状　 ・ ゆず肌状　 ・ さざ波状

・ ゆず肌状　 ・ さざ波形　 ・ 凹凸状

・ ゆず肌状　 ・ 凸部処理　 ※凹凸模様

耐候性　 ※３種

　 　 溶媒　 ※水系　 ・ 溶剤系

　 　 樹脂　 ※アクリル系

・

外観　 ※つやあり　 ・ つやなし

・ メタリック

防水形の増塗り材　 ※行う

砂壁状

平たん状

・ 薄付け仕上塗材

・ 複層仕上塗材

・ 軽量骨材仕上塗材

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 内装薄塗材Ｅ

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

・ 防水形外装薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓ

・ 内装薄塗材Ｗ

・ 複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材Ｓｉ

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材ＲＳ

・ 吹付け用軽量塗材

・ こて塗り用軽量塗材

上塗材

砂壁状じゅらく

砂壁状

京壁状じゅらく

・ 可とう形複層塗材

・ 防水形複層塗材ＣＥ

・ 防水形複層塗材Ｅ

・ 防水形複層塗材ＲＳ

・ 挟まれ防止機能付

・ 太陽光発電パネル（ シャープ多結晶合わせガラス同等品）

　 たも

・ 強化ガラス： スクールテンパライト

寸　 　 法　 　 　 山高（ 85） ｍｍ　 　 山ピッチ（ 　 　 ） ｍｍ

5

・ 断熱材入り金属性パネル（ アイジー工業） 同等

・ 複層塗材ＲＥ

備考
（ 同等品）

(11. 2. 1)

(表11. 3. 2)

(12. 2. 2)

化粧単板の樹種

(12. 2. 9)

(表12. 7. 1)

（ 13. 2. 2） （ 表13. 2. 1） （ 13. 2. 3）

(13. 3. 2) ( 13. 3. 3)

(表13. 6. 1)

(14. 2. 1)

(11. 2. 2) (表11. 4. 1)

(14. 2. 2） （ 表14. 2. 1）

(14. 2. 3) (表14. 2. 2)

(14. 8. 2) (14. 8. 3)

(14. 6. 2) (表14. 2. 1)

(14. 7. 2) (表14. 2. 1) (表14. 7. 1)

(14. 7. 3)

(15. 2. 2)

(15. 3. 1)

(15. 5. 2) (表15. 5. 1)

(表16. 2. 1)

(表14. 2. 1)

(表14. 2. 1)

(16. 2. 3)

(16. 3. 4) (表16. 3. 3)

(16. 3. 2) (表16. 3. 1)

(16. 4. 2)

(16. 5. 4)

(16. 5. 4) (16. 3. 4(b) )

(16. 5. 5)

(16. 8. 2) (表16. 8. 2)

(表16. 6. 3)

(16. 6. 2)

(16. 7. 4)

(表16. 7. 1)

(16. 13. 2)

行う箇所

（ガリバリウム鋼鈑）　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 （板厚（ｍｍ）　※　　　　・　　　）

・Ｂ－２種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系・ﾌﾞﾗｯｸ・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・Ｂ－１種（無着色）

・焼付塗装

・０．８

材　　種　　　※配管用鋼管　・硬質塩化ビニル管　・ステンレス管　・カラーGL鋼板

・塗壁　（フッコー：CITTA同等）

製造所

・スイングドア

・ダブルスライドドア

NO
D-04

玄関 150角

専門工事業者は製造所の指定業者とする

製造所

嵌合式角桟瓦棒葺
カバー工法、横葺

嵌合式立平葺、

※カラーガルバリウム鋼板

塗装溶融亜鉛めっき鋼板 ※０．４

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



D-05

塗 装 工 事

17． カーテンウォール工事

18．

19． 内 装 工 事

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK特 記 仕 様 書 ４

　 　 　 ウォール

　 １　 メタルカーテン

　 ２ ＰＣカーテンウォ－ル

１ 　 防火材料

２ 　 塗装業者

３　 素地ごしらえ

４　 床用塗料塗り

５ 　 防塵用塗料塗り

張り

１ 　 ビニル床シート

張り

３　 帯電防止床タイル

５　 合成樹脂塗り床

２　 ビニル床タイル張り

４ 　 ビニル幅木

フイルム

ドアー

　 　 　 ガラスとめ材

　 軽量シャッター

　 重量シャッター

　 ガラス用

　 オーバーヘッド

被着体の組合せ

※　 上記以外のシ－リング材の種類は表９． ５． １による

ガラス

耐久性による区分主成分による区分記号

ガラス

石、 タイル

ガラス金属

シ－リング材の種別

シ－リング材及びガラス取付材料

　  ・ 　

　  ※１６． ２． ３のアルミ ニウム製建具の材料による

設計図書による規定の他、 特記無き事項は（ 社） 日本建築学会Ｊ ＡＳＳ１４による。

※　 表２２． ２． １による

※適用しない

・ 製造所標準製作規定寸法許容差による

・ 適用する　 （ 種類： 　 　 　 　 　 厚さ（ mm） ： 　 　 施工箇所　 ※図示）

・ 適用する　 （ 施工箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※適用しない

製品の寸法許容差

断熱材

構造用ガスケット

 カーテンウォール材料の種類

 　 ・ 小型パネル組み合わせ方式（ ・ ノックダウン方式　 ・ ユニット 方式）

 　 ・ スパンドレル方式

 　 ・ パネル方式

 　 ・ バックマリオン方式（ ・ 単純２辺支持構法　 ・ ＳＳＧ構法）

 　 ・ 方立方式

・

※アルミ ニウム製

種 類

 カーテンウォールの方式

規 格 等

性能値　 ※建築基準法施行令第８７条及び建設省告示第１０９号に定められた風圧力に

　 塗装材料（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 焼付け方法（ 　 　 ） コ－ト （ 　 　 ） ベ－ク・ Ｄ種

　 無着色

　 色彩等

耐風圧性能

アルミ ニウムの表面処理

 ※　 ブラウン系　 ・ ブラック　 ・ ステンカラ－　 ・ 　

・ Ａ－１種　 ・ Ｂ－１種

・ Ａ－２種　 ・ Ｂ－２種

　 　 　 　 　 対して安全であること。

・ 正圧　 　 ｋ ｇ ／㎡以上及び負圧　 　 　 ｋ ｇ ／㎡以上に対して安全であること。

種別

製造所

映像調整　 　 　 　 適用は１６章建具工事の１１項ガラスによる

耐火性能　 　 　 　 ※適用しない　 　 　 　 　     ・ 適用する（ 　  　 時間、 施工箇所： 図示）

設計用震度　 　 水平方向（ ＫH） ※１． ０　  ・  

気密性　 　 　 　 　 ・ Ａ－３　 　 ・ Ａ－４　 　 ・  

　 　 　 　 　 　 　 垂直方向（ ＫV） ※０． ５　  ・  

耐震性能

水密性　 　 　 　 　 ・ Ｗ－４　 　 ・ Ｗ－５

※　 上記以外のシ－リング材の種類は表９． ５． １による

断熱材　 　 　 　 　 　 　 ※適用しない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 適用する　 （ 種類： 　 　 　 厚さ（ ㎜） 　 　 施工箇所　 ※図示） 　 　

製品の寸法許容差　 　 ※表２２． ３ ． １による

・ ファスナ－部

・ パネル目地部

　 　 　 　 　 対して安全であること。

コンクリ－ト の種類及び品質

 ※２２． ３． ２による

設計図書による規定の他、 特記無き事項は（ 社） 日本建築学会Ｊ ＡＳＳ１４による。

耐火材料

表面仕上げ　 　 　 　 　 ※（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　

カ－テンウォ－ル板間目地

取付け用金物の表面処理（ 鉄の亜鉛めっき） 及び材質

シ－リング材料

耐風圧性能

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 製造所標準製作規定寸法許容差による

性能値　 ※建築基準法施行令第８７条及び建設省告示第１０ ９号に定められた風圧力に

　 　 　 　 ・ 正圧　 　 ｋ ｇ ／㎡以上及び負圧　 　 ｋ ｇ ／㎡以上に対して安全であること

　 コンクリ－ト の種類

 ・ 下表による（ ただし、 下表以外は２ ２． ３． ２による）

所要スランプ（ ｃ ｍ）

記号 主成分による区分 耐久性による区分

施工部位 種別 規格等

施工箇所 シ－リング材の種別

設計基準強度（ Ｆ ｏ ）

※　 上記以外はカ－テンウォ－ル製作所の仕様による

ＰＣ版打込み金物 

ＰＣ版打込み取付ボルト ※　 ステンレスボルト

２次ファスナ－ ※　 Ｅ種　   ・  

取付ボルト ※　 Ｅ種　 　 ・  

※　 Ａ種　 　 ・  

※　 Ａ種　 　 ・  

※　 Ａ種　 　 ・  

レベル調整ボルト  ※　 Ｅ種　 　 ・  

※　 Ｅ種　 　 ・ 　

※　 Ｅ種　 　 ・ 　 　

※　 Ａ種　 　 ・  

内部 外部金物種類及び部位

鉄骨鉄筋コンクリ－ト 造

構造種別 層間変位量(ｈ ＝支点間距離) 状態

鉄骨造　

鉄筋コンクリ－ト 造

　  ※部材の脱落、 ガラスの破損及び

　  　 主要部材に有害な歪みが起こら

　  　 ない。 シーリングは補修程度　  ※±（ １／２００ ） ×ｈ 以上

　  ※±（ １／１００ ） ×ｈ 以上

主要部材のたわみ

支点間距離（ h） 状態

・ ４ ｍを超える

たわみ量

※４ ｍ以下 　  ※各部の破損、 残留変形　 有害

　  　 な変形が起こらないこと

　  ※±（ １／１５０ ） ×h 

　  　 かつ絶対量２０ ｍｍ以下

鉄筋　 　 　  ※　 ＳＤ２９５Ａ　 ・ 　

・ 取付ブラケット

耐震性能

設計用震度　 水平方向（ ＫH） 　 　 ※１． ０　 ・  

　 　 　 　 　 　 垂直方向（ ＫV） 　 　 ※０． ５　 ・  

鉄骨鉄筋コンクリ－ト 造

鉄骨造

鉄筋コンクリ－ト 造

構造種別 層間変位量（ ｈ ＝支点間距離） 状態

 　 ※部材が損傷せず、 破損脱落もし

 　 　 ない。 ガラス等の破損もない。

 　   シーリングは補修程度 　 ※±（ １／２００） ×ｈ 以上

 　 ※±（ １／１００） ×ｈ 以上

亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別

種別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

鋼製の建具及び、 ２液形ポリウレタンエナメル塗り、 常温乾燥形ふっ素樹脂

エナメル塗りの場合

Ａ種、 Ｃ種以外

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

施工部位及び塗料種別

せっこうボード及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

表示のあるもの。

※日本塗装工業会の会員　 　 　 ・ 監督職員の承諾する業者

※屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、 防火材料又は建築基準法に基づく 基材同等の認定

材　 　 質

仕上種別

材　 　 質

仕上種別 コーティ ング（ ローラー刷毛塗り）

ウレタン樹脂系塗料（ ※標準色　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

水性アクリル系樹脂塗料（ ※標準色　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

※平滑仕上げ　 ・ 防滑仕上げ

プライマー塗りのうえ主剤２回塗りとし、 総塗布量は０． ５ Kg/㎡以上とする

主材２回塗りとし、 総塗布量は０． ２ ５Kg/㎡以上とする。

種　 　 別

塗 布 量

塗 布 量

種類 記号 色柄 厚さ（ ｍｍ）

工法　 　 　 ※熱溶接工法　 　 　 ・ 突付け（ 施工箇所　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ※発泡層のないもの

　 ・ 発泡層のあるもの

　 ・

　 ・

　  ※ＮＣ ・  　  ※無地　 　 　 　 ・ マーブル柄

　  ※柄物　 　 　 　 ・ 無地　

※

種類 記号 厚さ（ ｍｍ） 備考

ＣＴ

ＣＴ Ｓ

ＨＴ

・

・

種類 仕上げの種類

・ エポキシ樹脂塗り床材 ※薄膜流し展べ仕上げ

・ 厚膜流し展べ仕上げ

・ 樹脂モルタル仕上げ（ 　 平滑　 　 ・ 防滑）

・ 防滑仕上げ

※コンポジショ ンビニル床タイル（ 半硬質）

・ コンポジショ ン床タイル（ 軟質）

（ 　 平滑　 　 ・ 防滑）

※平滑仕上げ　 　 ・ 防滑仕上げ　 　 ・ つや消し仕上げ

高さ（ ｍｍ）

種類　 　 　 ※コンポジショ ンビニル床タイル

厚さ　 　 　 ※２ｍｍ　 　 ・ ４． ０ 又は４． ５ｍｍ

性能　 　 　 体積抵抗値（ Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｋ６９１１による） 　 　 １． ０×１０ 9Ω　 以下

・ ５ｍｍ

・ 熱線反射板ガラス

品種 反射被膜面 色調 映像調整

・ ブルー　 　 ・ グレー

・ 行う

・ 倍強度ガラス

材料板ガラスによる種類 色調

・ 倍強度熱線吸収板ガラス

寸法（ ｍｍ） パターン色調 防火認定

・ 乙種防火

建具の種類 材種

アルミ ニウム製

鋼製及び軽量鋼製

ステンレス製

名称 種類 張り面 性能等

第２種

品質　 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ａ５７５９による

・ ブロンズ　 ・ シルバー

・ グレー　 ・ ブルー　 ・ ブロンズ　 ・ 　

ただし， 防火戸は建築基準法に基づく 防火性能認定品とする。

飛散防止率　 Ｄ１

　 内面・ 高性能熱線反射ガラス

※熱線反射ガラス

※倍強度フロート 板ガラス

・ ガラスブロック　 　 　 ※Ｊ Ｉ Ｓ　 Ａ５２１２による

・ 乳白　 　 　 ・ カラー（ 　 　 　 　 ）

※クリア　 　 ・ 熱線反射 ※無し

※行わない※内面・ 外面

※シーリング材　 　 　 　 　

※シーリング材　 　 　 　 　

・

※ガラス飛散防止フイルム ※内張り　 ・ 外張り

※シーリング材　 　 ・ ガスケット （ Ｆ Ｉ Ｘ 部はシーリング材）

板ガラスの組み合わせ品　 種

・ 複層ガラス

・ 断熱複層ガラス

・ 日射熱遮へい複層ガラス

スラット の形状

ガイドレール等

セクショ ン材

収納形式

ガイドレール

・ ファイバーグラスタイプ

※　 手動式　 　 ・ 上部電動式（ 手動併用）

※　 インターロッキング形　 ・ オーバーラッピング形

開閉形式

※　 鋼板製・ ステンレス製ＳＵＳ３０４ （ 厚さ１． ５ｍｍ）

開閉方式

・ スタンダード形　 　 ・ ローヘッド形　
・ ハイリフト 形　 　 　 ・ バーチカル形

・ 鋼板製　 　 　 　 　 　 ※ステンレス製ＳＵＳ３０４

※スチールタイプ　 　 ・ アルミ ニウムタイプ

※バランス式　 　 　 　 ・ チェーン式　 　 　 　 ・ 電動式

１４

１３

１５

１２

１１

(16. 13. 2) (表16. 13. 1)

(16. 11. 4)

(16. 11. 2)

(表16. 11. 2)

(16. 12. 2)

(16. 12. 2)

(16. 12. 2)

(16. 12. 3) (表16. 12. 1)

(17. 2. 2)

(17. 2. 3) (表17. 2. 1)

(17. 2. 2)

(17. 2. 3) (表14. 2. 1)

(17. 1. 3)

(17. 1. 3)

(17. 1. 3)

(17. 1. 3)

(14. 2. 3) (表14. 2. 2)

(17. 3. 2) (9. 5. 2)

(17. 1. 3)

(19. 4. 2) (表19. 4. 1～表19. 4. 7)

(19. 2. 2)

(19. 2. 2)

(19. 2. 2)

(19. 2. 3)

(19. 2. 2)

(18. 2. 4) (表18. 2. 3) (表18. 3. 4)

( 18. 2. 7) (表18. 2. 7)

(17. 1. 3)

※Ｂ種　・Ａ種（施工箇所：男子WC,女子WC,給湯室）

※２．０

３．０

　６０　　　・７５　　　・１００　　　・３００

※

※

※２・０

・弾性ウレタン塗り床材

NO

・ホモジニアスビニル床タイル

・ナイロン100%シーグラス

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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１４

１３

材　 質　 　 アルミ ニウム製（ ・ 額縁タイプ　 ・ 目地タイプ）５

(20. 2. 5)

タイプ２（ 無石綿）

９ ． ５（ 準不燃） 　 １２ ． ５（ 不燃）

ユニッ ト 及びその他の工事20．

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK特 記 仕 様 書 ５

６　 せっこうボード

その他のボード張り

７　 吸音材

８　 フローリング張り

９　 壁紙張り

　 畳敷き

　 カーペット 敷き

１　 耐震スリット

２　 止水板

３　 階段滑止め

４　 階段手すり

５　 フリーアクセス

　 　 フロア

６　 ト イレブース

７　 ブラインド

８　 カーテン

９　 カーテンレール

　 　 　 及び

　 　 　 カーテンボックス

　 　 　 ホワイト ボード

　 　 　 ライニング材

　 　 　 耐火物

　 く つふきマット

天井点検口

　 キャスタブル

　 煙突用成形

　 床点検口

　 かぎ箱

　 ブラインドボックス

　 黒板及び

　 表示標識

　 鋼製書架及び物品棚

種類 記号 厚さ（ ｍｍ） 、 規格等

ＤＲ

９ ． ５（ 準不燃） 　 １２ ． ５（ 不燃）

９ ． ５（ 準不燃） 　 １２ ． ５（ 準不燃）

９ ． ５（ 不燃）

Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｋ６９０３による　 厚さ１． ２

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

・ ジョ イント セメント

－

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｄ

－

－

・ 凹凸タイプ（ ※12　 ・ 15　 ・ 19　 ・ 　 　 ）

１ ２． ５（ 不燃） 幅４４ ０程度

模様（ ※柾目　 ・ 板目） 専用下地材付き

・ １５　 　 ・ ２０　 　 ・ ２５　 　 ・ 　

・ １５　 　 ・ ２０　 　 ・ ２５　 　 ・ 　

0. 8Ｆ Ｋ

※フラット タイプ９（ 不燃）

※フラット タイプ（ ※９ 　 ・ １２　 ・ 　 　 ）

・ 凹凸タイプ（ ・ 12　 ・ 15　 ） （ 不燃）

※アクリル系シーリング材

９ ． ５（ 不燃） 　   １２ ． ５（ 不燃）

　 ※なら　 ・ ひのき

種類 記号

紙 織物 ビニル 化学繊維 無機質

防火性能の級別 品質等

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

施工箇所 壁紙の種類

※ロックウール吸音ボード１号 ＲＷ－８

厚さ（ ｍｍ）

※１級　 ・ 　 　 級

※１級　 ・ 　 　 級

※１級　 ・ 　 　 級

※１級　 ・ 　 　 級

※１級　 ・ 　 　 級

※１級　 ・ 　 　 級

　  ※２５　 　 ・ 　

種別 樹種 工法

・

仕上塗装

　 ・ 　 ・

　 ※釘どめ工法（ Ｃ種） 　 ※有　 ・ 無

　 ・

　 ・・ 　 ・ 　 ・ラバー付合板フローリング　 ｔ =12ｍｍ

※天然木化粧複合フローリング

※永大産業（ ダイレクト タフ同等品）

なら 接着工法 ワックス

仕上表参照

適用箇所 種別

表１２ ． ５． １による床組

ポリスチレンフォーム床下地

・ Ａ種　  　 ※Ｂ種　  　 ・ Ｃ種　  　 ・ Ｄ種

※Ｃ種　  　 ・ Ｄ種

１０

１１

・ タフテッドカーペット

・ タイルカーペット

・ 織じゅうたん

　 　 種別　 　 　 　 ・ Ａ種　 　 　 ・ Ｂ種　 　 　 ・ Ｃ種

　 　 パイル形状　 ・ カット パイル　 　 ・ ループパイル　 　 ・ カット 、 ループ併用

　 　 色柄　 　 　 　 ※単一色（ 無地） 　 ・ 柄物（ 標準品）

　 　 帯電性　 　 　 人体帯電圧　 　 ３Ｋｖ 以下　 　 　 　 　 ・ 　

パイル形状 パイル長（ ｍｍ） 工法 帯電性

・ カット パイル　

・ マルチレベルループ

・ レベルループパイル

・ カット 、 ループ併用 　 ・

　 ※　 　 ４  ・ 　

　 ※４～６ ・ 　

　 ※５～７ ・ 　 　 ※全面接着工法 　 人体帯電圧

　 　 ※３Ｋｖ 以下

　 　 ・  

　 ・ グリッパー工法

パイル形状 種別

・ カット パイル

電気抵抗値（ Ω）

※適用しない　    　 ・ １０ 9Ω　 以下※Ａ種　 　 ・ Ｂ種

(19. 4. 3) (表19. 3. 2～表19. 3. 3)

・ 図示による

・ ウエノシステック： マト ロン同等品

・ ループパイル

種類

・ 押出法

・ 吹付硬質ウレタン

厚さ（ ㎜）施工箇所 品質等

－

　 フォーム断熱材

 （ 現場発泡断熱材）

　 ポリスチレン

　 フォーム

　 保温板

※２種ｂ 　 　

※３種ｂ 　 　

（ 皮付き） 　

　 ・ 一般部

　 ・ 土層接地スラブ下面

　 ・

　 ※断熱材補修部分

　 ・ 一般部

　 ・

　 製造所　 監督職員の承諾する製造所

　 ※２５

　 ・

　 ※２５

　 ・

　 ※１５

　 ・

　 特定フロンを使用しない

　 もの

　 もの

　 ※難燃３級　 ・ 　

　 特定フロンを使用しない

構造形式 パネル部の

総厚さ（ ｍｍ）

表面材種

厚さ（ ｍｍ）

仕上げ

　 ※鋼板　 　 　　 ・

表面仕上げ材質 性能 備考

・ 硬質塩ビ製

幅（ ㎜）

製造所　 　 評価名簿による

製造所

方　 　 向

・ 垂直方向

・ 水平方向

タイプ 耐火性能 防水性能

目地

目地材

目地寸法(mm)

外壁（ 幅×深さ）

 　 シーリング材（ 見え掛かりのみ）

 　 ※２０×１０　 　 　 ・  

 　 ※完全（ 全貫通型） スリット

内壁（ 幅×深さ）

　  ・ 耐火型

　  ・ 非耐火型

　  シーリング材（ 内外とも）

　  ※２０×１０　 　 　 ・  

　  ・ 有り

　  ・ 無し

形状　 　 ・ 差込式　 　 ・ 据置式　 　 ・ 壁張り式

製造所

幅(mm)　 　 　 　 約３５

形　 　 　 状　 　 ビニルタイヤ入り

材　 　 　 種　 　 ステンレスＳＵＳ３０４

　 　 　 　 　 両踏フラット エンド　 ・ 無　 ※有（ ・ ステンレスＳＵＳ３０４ 　 ※ビニル製）

取付け工法　 　 ※接着工法　 　 　 ・ 埋込み工法

・ ビニル製ハンドレール（ 幅　 約５０mm）

表面仕上げ材の品質・ 規格等は、 １８章内装工事による

スロープ及びボーダー　 　 　 　 　 ※　 製造所の標準仕様　 　 　 ・ 図示

コンセント 等の取付け対応　 　 　 ※　 製造所の標準仕様（ コンセント 本体は別途設備工事）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コンセント の箇所数は図示

配線用取り出し用開口　 　 　 　 　 ※　 対応品又は工場加工品（ 施工箇所は図示）

空調用吹き出しパネル　 　 　 　 　 ※　 無し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 有り　 （ ※固定式　 ・ 可変式　 ： 施工箇所は図示）

製造所　 　 　 　 評価名簿による

施工箇所 構法 設定高さ(mm) 表面仕上げ材適用地震時水平力

　 ・ パネル構法

　 ・ 溝構法

　 ・ パネル構法

　 ・ 溝構法

　 ・ パネル構法

　 ・ 溝構法 　 ※　 ５０未満

　 ・

　 ※　 ５０未満

　 ・

　 ※　 ５０未満

　 ・ １００ 　 ・ １． ０Ｇ

　 ・ ０． ６Ｇ

　 ・ １． ０Ｇ

　 ・ ０． ６Ｇ

　 ・ １． ０Ｇ

　 ・ ０． ６Ｇ

　 ・ タイルカーペット

　 ・ 帯電防止ビニル床タイル

　 ・ タイルカーペット

　 ・ 帯電防止ビニル床タイル

　 ・ タイルカーペット

　 ・ 帯電防止ビニル床タイル

・ ステンレス（ SUS304）

足形状　 　 　 　 ※　 幅木型　 　 ・ 足金物型

製造所　 　 　 　 評価名簿による

製造所

形式 ひだの種類装置

片引 電動引分 ひも 手引

・ ・ ・ ・ ・

名称品質

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

形式 スラット の材種 スラット の幅(mm)

・ 　 縦形 　  ・ 　 ８０  　 ・ １００　 ・ 　 アルミ スラット 　 　  ・ 　 クロススラット

・ 　 市販品（ アルミ ニウム製　 　 押出し型材）

・ 　 図　 示

衝突防止表示　 　 ※　 図示（ 市販品　 ※ステンレス製　 径約３０mm　 ・ 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 無し

製造所　 　 評価名簿による

工　 法　 　 　 　 ※こて押さえ

最高温度　 　 　 ※４００℃

材　 質　 　 　 　 ※粘土　 　 　 　 ・ アルミ ナセメント

　 　 　 色　 彩　 　 ※Ｂ－１　 ・ Ｂ－２（ ※ブラウン系　 ・ ブラック　 ・ ステンカラー）

材種　 　 ※アルミ ニウム製　 　 　 　 　 　 ・ ステンレス製

形式　 　 ・ 片引き　 　 　 ・ 引分け（ ※暗幕用は３０ ０mm以上の召合せの重掛けとする）

　 　 　 溝幅×深さ（ 　 　 ） mm　 ※９０×１５０　 ・ １５０×８０　 ・ １２ ０×８０　 ・  

誘導標識、 非常用進入口表示等は市販品とし、 その他は共通詳細図による。

製造所　 　 監督職員の承諾する製造所

製造所　 　 　 　 監督職員の承諾する製造所

材　 質　 　 アルミ ニウム製（ 受け枠　 ※アルミ 製　 ・ ステンレス製）

製造所　 　 評価名簿による

市販品

市販品

材質　 ・ 塩化ビニル製（ コイル状　 ステンレス製受枠） 　 ・ 硬質アルミ ニウム製（ 受枠とも）

形　 式　 　 ・ ３０組用　 　 　 ・ ６０組用　 　 　 ・ １ ２０組用　 　 　 ・  

　 　 　 ・ ビニル製（ ステンレス製受枠） 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ステンレス製（ 受枠とも）

種類

・ 鋼製書架

・ 鋼製物品棚

規格等 耐荷重による種類

　  Ｊ Ｉ ＳＳ１０３９の規格による

　  Ｊ Ｉ ＳＳ１０４０の規格による

　  水平荷重Ⅰ又は水平荷重Ⅱ

　  ※１種　 ・ ２ 種　 ・ ３種

種　 類 備　 考寸　 法(mm) 色　 彩

・ ホワイト

　 ボード

・ 黒　 板 　 ※焼付け

　 ※ほうろう

 　 ※緑　 ・ 黒

　  ※緑　 ・ 黒

　  ※白

　  ※白

　 ※曲面・ スクリーン付引分け

　 ※曲面・ スクリーン付引分け

１９

１

１８

１０

１１

１２

１３

１４

１６

１７

表面仕上げ材　 ・ メラミ ン樹脂化粧板（ 標準色　 アルミ 製コーナーエッジ付）

事務室

・ スチール

　 ・ 　 アルミ ニウム合金・ 　 横形 　  ・   ２５  　 ・ 　 　

(19. 7. 2) (表19. 7. 1)

(表9. 6. 1)

(表19. 7. 1)

(19. 5. 2～19. 5. 7) (表19. 5. 1～表19. 5. 4)

(19. 8. 2)

(表19. 6. 1)

(19. 4. 3) (表19. 3. 1)

(表19. 3. 1)

(19. 3. 4) (表19. 3. 4)

(20. 2. 2)

(20. 2. 6)

(19. 9. 2)

(20. 2. 12)

(20. 2. 14)

(20. 2. 14)

(20. 2. 8)

(20. 2. 11)

(20. 2. 10)

(20. 2. 11)

・硬質せっこうボード ＧＢ－Ｒ－Ｈ

・６ ・４

・ポリエステル樹脂化粧合板

・ 40　 　 ・ 60

・メラミン樹脂化粧板

・化粧せっこうボード

（木目）

・化粧せっこうボード

・強化せっこうボード

・シージングせっこうボード

・せっこうボード

・ロックウール化粧吸音板

（軒天井用）

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

・断熱木毛セメント板

・難燃木毛セメント板

・吸音用穴明き石コウボード

・耐水石コウボード

９．５

　１２．５

・グラスウール１０Ｋ 　 ※１００

　（※0.5）

　・焼付塗装

　　樹脂焼付け

　※メラミン樹脂又はアクリル

・スタッドパネル式

・スタッド式

※パネル式　　　

品質　　ＪＩＳＡ６５１２によるもの又は評価名簿によるもの

市販品

※アルミニウム製

　・アルマイト処理品

　※焼付け塗装品

　※塗装品

　・木目調

準不燃品
※２００

・１００

※３００

・１００

標準品とする。

とし、製造所の

回り縁は樋付き

畳下地　　　　　　　　　厚さ（ｍｍ）　　　※４０　　　・６５　　　・８０

フローリング類　　　　　厚さ（ｍｍ）　　　※８０　　　・９５　　　フォーム床下地材

１５　ポリスチレン

　浴室天井材

　可動間仕切

１２　断熱材

施工箇所

事務所

機械浴槽 浴室用カーテン

※　450角(30箇所) ・600

NO

※天井グラスウール２４Ｋ、ｔ=100敷込み

※　集成材クリアラッカー仕上げ（市販品　径　約４５mm）

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



３１

21．

舗 装 工 事

排 水 工 事

室内空気中の化学物質

の濃度測定

監督員が指定する室の揮発性有機化合物室内濃度を、 厚生労働省が標準的方法として示した検査方法で測定し、

定める指針値以下であることを確認し、 報告すること。

測定対象室        

測定対象室        

22．

23．

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK特 記 仕 様 書 ６

　 流し台ユニット

　 　 屋内掲示板

　 移動間仕切

　 　 　 注意喚起用床材

　 誘導用及び

　 敷地境界石標

　 旗竿

　 旗竿受金物

　 フェンス

　 屋外掲示板

　 車止め支柱

　 ブロック系舗装

　 排水性舗装

 　 ９　 透水性舗装

６ 　 路盤材料

４　 路床土の支持力比

２　 遮断層及び凍上抑制

　 　 層の材料

３　 路床安定処理用材料

　 　 試験

５　 路床締固め度の試験

１　 盛土に用いる材料

 　 ７　 アスファルト 舗装

 　 ８　 コンクリート 舗装

　 　 １　 排水管

　 　 ２　 排水桝 及び ふた

　 ３　 埋戻し土

　 ４　 浸透管 及び 浸透桝

　 １　 樹木の植栽基盤整備

　 ２　 植込み用土

　 ３　 土壌改良材

　 ４　 支柱材

　 ５　 幹巻き用材料

　 ６　 芝張り

　 調理実習台

　 フード

　 総合案内板

　 室名札

　 ピクト サイン

　 埋込み消火器ボックス

　 階数表示板 ＡＢＳ樹脂製、 153ｘ 81ｘ 20　 （ ㈱新協和： ＳＫ－602、 同等）

　 笠　 竪 スチール製メラミ ン焼付け、 400ｘ 877ｘ 590　 （ 山崎㈱： Ｙ Ａ－31Ｌ －Ｉ Ｄ、 同等）

　 ※市販品

　 ※優良住宅部品

・ 水切り棚

・ つり戸棚

・ コンロ台

・ 流し台

規格・ 品質等適用内容寸法（ Ｌ ＝　 mm）種類

２ １

表面の材質　 　 ※塩ビ発泡シート 張り　 　 　 ・  

２ ２

 　 ・ 壁紙張り

　  ・ 焼付け塗装

　  ・ 壁紙張り

 　 ・ 焼付け塗装

　  ※鋼板

　  ・  

　  ・  

　  ※鋼板

遮音性能による区分

・ 　 遮音タイプ

施工箇所表面材 表面仕上げ厚さ(mm)

製造所　 　 評価名簿による

表面仕上げの壁紙張りの品質は１８章内装工事による

材種　 　 　 　 　 ・ メラミ ン樹脂化粧板張り（ 芯材： 集成材） 　 ・ 人工大理石（ 品質　 ※図示）

屋内　 　 　 　 　 ※塩化ビニル製　 　 　 　 　 ・ 磁器又はせっ器質タイル（ ※３ ００　 ・ 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 ・ レジンコンクリート 製

形　 　 　 式　 　 　 　 　 ※テーパー型　 　 　 ・ 同一断面型

地上高さ（ ｍ） 　 　 　 ・ ６　 　 　 ・ ８        ・ １０ 　 　 　 ・ １２

操作方法　 　 　 ※ハンドル式　 　 　 　 ・ ロープ式

固定方法　 　 　 ・ 埋込式　 　 　 ・ ベース式　 　 　 ・ バンド式

製　 造　 所

※ビニル被覆エキスパンドフェンス　 　 ・ 樹脂塗装メッシュフェンス　 　 ・ 鋼管フェンス

製　 造　 所

照明器具　 　 　 　 ※有り　 　 　 　 ・ 無し

製 造 所

施　 　 錠　 　 　 　 ※有り　 　 　 　 ・ 無し

屋外　 　 　 　 　 ※レジンコンクリート 製　 ・ 磁器又はせっ器質タイル（ ※３ ００　 ・ 　 　 　 ）

奥行き（ mm） 　 ・ 約４５０　 　 ・ 約６００

・ 　 Ａ種　 　 　 ※Ｂ種

材　 　 　 種　 　 　 　 　 ステンレス製ＳＵＳ３０４

材　 　 　 質　 　 　 　 　 ※アルミ ニウム合金製

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

ステンレス製（ 上下式鎖内蔵型） 　 径１１４． ３mm　 ｔ ＝２． ５mm　 　 Ｈ＝ＧＬ ＋７００mm

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※　 スプリング付　 　 　 ・ スプリング無し

３０

・ 　 一般タイプ 40 ホール

アスファルト 混合物の抽出試験

アスファルト 混合物

　 　 　 ・ 改質アスファルト Ⅱ型　 　 ※改質アスファルト Ⅰ型

下記以外 ＰＫＲ－Ｔ １

ＰＫＲ－Ｔ ２

 アスファルト 混合物の抽出試験

適用時期

タックコート 用ゴム入りアスファルト 乳剤の種類

種 類

※行わない　 　 ・ 行う

※行わない　 　 ・ 行う

冬　 期

・ コンクリート 平板舗装

 ※普通平板（ Ｎ） 　 ・ カラー平板（ Ｃ）

目地材

 ※３００角  ※６０  ※砂

 ・ モルタル

種 類

・ インターロッキングブロック舗装

 ・

 ・ 植生ブロック

 ※標準ブロック  車道部　  ※８０  ・  

 歩道部　  ※６０  ・  

 ※標準品

色彩及び表面加工等

 ※８０　 ・ １００

種 類

・ 舗石舗装

※小舗石（ 花こう岩）

・

施工方法 規格品

 ・ 透水性ブロック

※８０ ～１００　 ・ 　

・

※うろこ張り

・

※２等品

種 類 寸法(㎜) 厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

 ・ 洗出平板（ Ｗ） 　 ・ 擬石平板（ Ｓ）

 製造所　 　 　 ※監督職員の承諾する製造所

 　 　 　 　 　 　 ・  

　 １１

　 １０

・ Ａ種　 　 ・ Ｂ種　 　 ・ Ｃ種　 　 ・ Ｄ種

・ 遮断層 ※川砂、 海砂又は良質な山砂　 　 ・ 　 　

・ 凍上抑制層 ※切り込み砂利　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　

※添加材料による安定処理　 　

・ クラッシャーラン（ Ｃー４０） 又はクラッシャーランスラグ（ ＣＳー４０）

　 種類　 　 　 ・ 普通ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ　 　 　 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＢ種

※行う

※行う（ ※乱した土　 　 ・ 乱さない土）

　 添加量　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｋｇ ／ｍ3

※再生クラッシャーラン（ ＲＣー４ ０）

　 　 　 　 　 　 ・ 生石灰（ 　 　 　 ） 　 　 　 ・ 消石灰（ 　 　 　 ）

カラー舗装の着色骨材　 　 ・ 有色骨材（ 焼成） 　 　 ・ 着色骨材（ 樹脂被覆）

再生加熱アスファルト 混合物の種類

アスファルト 　 　 　 　 ※再生アスファルト 　 　 　 　 ・ スト レート アスファルト

　 シールコート

　 アスファルト 混合物の抽出試験

※行わない　 　 ・ 行う（ 施工範囲　 　  　 　 　 ）

※行わない　 　 ・ 行う

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

・ カラーアスファルト 舗装

※アスファルト 舗装 　 ※顔料混入加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　 　 　

　 ・

　  ※無し　 ・ 有り

　  ※無し　 ・ 有り

区分

表層

基層

　 ※一般地域

　 ※密粒度アスファルト 混合物（ １３）

　 ・ 粗粒度アスファルト 混合物（ ２０）

　 ・ 寒冷地域

　 ※密粒度アスファルト 混合物（ １３Ｆ ）

　 ・ 細粒度アスファルト 混合物（ １３Ｆ ）　 ・ 細粒度アスファルト 混合物（ １３）

早強セメント

注入材料

厚さ試験

溶接金網

※使用しない　 　 　 　 ・ 使用する

※低弾性タイプ　 　 　 ・ 高弾性タイプ

※有り　 　 　 　 　 　 　 ・ 無し

※行わない　 　 　 　 　 ・ 行う

材 種

※遠心力鉄筋コンクリート 管

・ 硬質塩化ビニール管

管の種類 管形状（ 接合方法）

※ＶＰ　 　 ・ ＶＵ

※外圧管（ ※１種 ・ ２種） 　 Ｂ形（ ゴム接合）

 鋳鉄製マンホールふた

種 類 適用荷重

　 ・ Ｔ －　 ２用

　 ・ Ｔ －　 ６用

　 ・ Ｔ －２０用

 製造所　 　 　 評価名簿による

・ 簡易気密形（ パッキン式） 　 ・ 中蓋付密閉形

・ 水封形　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 密閉形（ テーパー・ パッキン式）

・ グレーチングふた

 ・ ステンレス製

形 式 種 類 適用荷重 ﾒﾝﾊ゙ ﾋー゚ ｯﾁ 上面形状

 ※ 細 目

 ※ 普通目

 ※ 凹凸形

 ※ 平 形

 ・  凹凸形

・ Ｔ -２０ 用

・ Ｔ -１４ 用

・ Ｔ -６ 用

・ Ｔ -２ 用

・ 歩行用・ 溝ふた用

・ 桝ふた用

・ かさ上げ用

・ Ｕ字溝用

※受枠付き

・

ボルト 固定

※無し

・ 図示

材 質

 ・ 鋼製

 ・  細 目

 製造所　 　 　 評価名簿による

 ※Ｂ種

　 製造所

　 工法Ｄ種以外の工法で、 現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、 計画地盤高からを

有効土層とする。 ただし、 計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、 計画地盤高まで植込み

※現場発生土の良質土　 　 　 　 　 ・ 客土（ ※畑土　 ・ 黒土）

※幹巻き用テープ　 　 　 　 　 　 　 ・ わら 及び こも

※杉の焼丸太　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 竹

種類　 　 　 　 ※こうらい芝　 　 　 ・ 野芝

客土　 　 　 　 ※行わない　 　 　 　 ・ 行う（ ※畑土　 ・ 黒土）

 　 施工箇所　 　 　 　 ※植込み部分　 　 　 　 ・ 図示

※行う（ ※バーク堆肥（ ５０㍑／㎡） 　 　 ・ 　 　 　 ）

・ １２ｍ以上

・ ７～１２ｍ

・ ７ｍ未満

・ 芝、 地被類

樹木の樹高 工 法

※Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

・ Ｄ 種

整備範囲

・ 葉張りの範囲

※植込み部分

・ 図示

※植栽範囲※Ｂ 種　 ・ 　

 ※行う

有効土層の厚さ(㎝)

（ 樹高７ｍ以上）

 　 ※１００ 　 ・ １２０　 ・ １５０

 　 ※８０　 　 ・ １００

 　 ※６０　 　 ・ ８０

 　 ※２０

用土で盛土を行う。

※（ サンウェーブＧＳＦ シリーズ同等品）

枠の材質　 　 　 ※アルミ ニウム製　 　 ・ 1800ｘ 1200　 　 ・ 600ｘ 900

900ｘ 2400

ＳＵＳ製

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

(表20. 5. 1)(20. 5. 1)

(22. 2. 5)

(表22. 2. 2)

(22. 2. 5)

(22. 2. 5)

(22. 3. 3) (表22. 3. 1)

(22. 4. 2) (表22. 4. 1)

(22. 4. 3)

(22. 4. 4) (表22. 4. 6)

(22. 4. 5)

(22. 4. 6)

(22. 2. 3) (表3. 2. 1)

(22. 5. 3)

(22. 5. 3) (22. 5. 4)

(22. 5. 6)

(21. 2. 1) (表21. 2. 1) (21. 3. 3)

(21. 2. 2)

(21. 2. 3) (表3. 2. 1)

(23. 3. 2)

(23. 2. 3) (23. 2. 4)

(23. 3. 2)

(23. 3. 2)

(23. 3. 2)

(23. 4. 2)

(23. 2. 2) (23. 2. 3. ) (図23. 2. 1) (表23. 2. 2)

(22. 6. 6)

(表22. 7. 2)

(表22. 7. 3)

(22. 7. 6)

(22. 8. 3)

(22. 8. 3)

(22. 8. 3)

 　 ※１２００  ・ ９００

 ※６００(ＩＨクッキングヒター)・７００

・１２００ ・１５００ ・１８００

バックガード※有り・シロッコファン

 　トラップ付き

 　ステンレス製　※１段式

植 栽 工 事

・１２００・９００・６００・１５００ 　・ミニキッチン

(ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝＩ型)

　洗面カウンター

※設備

　(ミニ)キッチン

NO

ミニキッチン：Ｗ＝1,200（クリンプレティ/クリナップ同等品）

２０

5箇所

サイン図参照

サイン図参照

サイン図参照

D-07
芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



Ｓｔ製置型（杉田エース：ＵＦＢ-3Ｆ-ＷＨＴ）同程度６ヶ所

８　消火器ボックス

６　消火器・大型消火器

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK

24． 解 体 工 事

特 記 仕 様 書 ７

25. 雑 工 事

　１　ポ　ス　ト

２　ピクチャレール

４　屋外看板・屋内サイン

５　消火器ボックス

３　バリカー ５本

７　定礎

ステンレスPL 600×600 エッチング文字

型郵便受け　１ヶ所

１．建設副産物の処理については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律台147号）」

２．「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下、「建設リサイクル法」という。）

３．解体工事にあたっては、工事現場内で使用材料ごとに分別解体を行うこと。

４．施工者は、解体発生材の処理について「建設副産物適正処理推進要領」に基づき適正に処理

５．建設副産物のうち建設リサイクル法で特定しているもの以外の有用なもので原材料として利

６．本工事の施工者が関係法令に基づき必要となる諸官庁への手続きについては、もれなく行うこと。

７．施工者は、契約後速やかに施工計画書を提出するとともに、建設副産物の発生の抑制、再資

及び「同施行規則」に基づき、適正に再資源化等を行うこと。

及び「再生資源の利用に促進に関する法律（平成3年法律第48号）」に基づき適正に処理を行うこと。

すること。

用できるもの（以下､「再生資源」という）は、建設工事等の資材の材料として利用（以下

「再資源化」という。）できるようにすること。（鉄くず、アルミ、ガラス等）

源化及び減量化並びに適正処理について「再生資源利用促進計画書」を作成して、監督員の

承諾を受けること。

８．施工者は、解体工事の完成後、速やかに「再生資源利用促進計画」の実施状況を把握して

「再生資源利用促進実施書」に管理表（マニュフェスト）を添付して、監督員に提出すること。

９．解体建物及び解体工作物等の工事範囲は、地中内にある構造物（地中梁、基礎、配管類等）

まで撤去し、埋め戻し及び整地すること。ただし、利用する配管類は保存すること。

指定する場所まで運搬し、監督員の収納すること。

搬入している状況等は、入念に写真撮影しておくこと。また、中間処理施設から先の処理経

路についても適正に処理されているかが確認できる写真・契約書等の資料を監督員の指示に

より提出すること。

作業を中断して、速やかに監督員に報告し、指示に従うこと。(事前調査では飛散性の

アスベストは確認されなかった。調査報告を参照して解体工事を行うこと。

非飛散性及びみなしアスベスト含有の部材はリストを確認して適切に処理を行うこと。)

１０．ＰＣＢ入り機器類については、液漏れ等防止のため腐食しない容器に収容して監督員の

１１．分別解体の状況、材料ごとの運搬車への積み込み状況、運搬車が中間処理施設へ廃棄物を

１２．解体工事中に飛散性アスベストが含有されている恐れのある材料が確認された場合は、

１３．現場への搬入路は、破損のないよう留意し、もし破損した場合は速やかに復旧すること。

１４．工事関係者以外の者の現場への侵入防止や適切な場所に交通整理員を配置するなどして

解体工事現場内及び周辺道路の安全管理に十分配慮すること。

１５．有害物質等及び有害物質等含有物の撤去及び処理にあたっては、事前調査・事前措置を

行い関係法令等に従って適正に行うこと。

（関係法令等）

○廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

○労働安全衛生法・同法施行令・石綿障害予防規則　　　

○大気汚染防止法　

○ＰＣＢ廃棄物特別措置法（ＰＣＢ廃棄物ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進

に関する法律）

○フロン回収破壊法（特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律）

○ダイオキシン類対策特別措置法・同法施行令・廃棄物焼却施設内におけるダイオキシン

類ばく露防止対策要綱・環境庁ダイオキシン類に係る大気環境調査マニュアル

○建設リサイクル法（建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律）

１６．解体工事で発生が予想される騒音、粉塵、振動等については、事前にその内容を検討して

必要な措置を行うこと。なお、苦情等が発生した場合は、速やかに誠意をもって対応すること。

１７．暴力団等からの不当要求及び工事妨害の排除

(1)請負者は、工事の施工に当たり、暴力団等からの不当要求及び工事妨害を受けた場合

は、その旨を直ちに発注者に報告するとともに、所轄の警察署に届け出を行い、捜査

上必要な協力を行うこと。

(2)この場合において、工程等を変更せざるを得なくなったときは、速やかに発注者と協

議すること。

(3)請負者が(1)の報告等を怠った場合は、「山梨県建設工事に係る指名停止等措置要領」

に基づき、指名停止措置を行うこととする。

１８．請負者は、工事の施工にあたり、使用する車両及び建設機械等の燃料として、不正軽油を

使用してはならない。また、請負者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調

査に協力しなければならない。　

　　　

　　　

１９．工事関係提出書類等については「工事関係提出一覧表」（営繕課ホームページ掲載）を

２０．次の工事施工計画書を提出すること。

熟読し遺漏の無いように提出すること。

○総合施工計画書（総合的な計画をまとめたもの）

・工種別施工計画書（工種は監督職員の指示による）

　このなかで、使用材料・施工体制（下請け施工者の責任者等）も明らかにすること。

２１．環境対策及び再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法を書面等により、明確に

すること。（建設機械については、排ガス対策型の建設機械の使用を原則とする。）

２２．図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通大臣官房官庁営繕部監修

「建築物解体工事共通仕様書(共に最新版)」による。

２３．地中埋設物について、図面及び現地により、詳細に調査すること

２４．前面道路周辺の近隣住民の安全に十分に配慮すること。

２５．請負者は、本工事でリサイクルできない廃棄物（中間処理施設へ持ち込めないもの）は

県内最終処分場での優先処理に努めるものとする。

２６．請負者は、本工事で２５で処理する廃棄物及びメーカー等が回収する廃棄物以外の廃棄物

は、県内中間処理施設での優先処分に努めること。

２７．工事完成時に工事関係書類等を必要部数提出すること。（山梨県営繕課工事関係提出一覧

表に準じる）

２８．工事写真を完成（工事検査）時に提出すること。

ＡＢＣ粉末10型　５本

Ｓｔ製置型（杉田エース：ＵＦＢ-3Ｆ-ＷＨＴ）同程度５ヶ所

サイン図参照 

埋込型（杉田エース：Ｃ-Ｋ）　管理棟

NO
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1

2

3

4
5

6

7
8

9

10

11

12

13

14 15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29
30

31

32
33

×

高さ×底辺記号 倍面積

×

×

1

2

4

5

6

8

9

10

12

13

14

16

17

18

20

21

23

24

25

27

28

29

31

32

敷地面積

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

33

合 計

33

34

×

×

3,740.000

3,740.00

17
.2
81

1.
07
6

23.
113

34.164

5.
04
4

17.6
11

6.020

15
.7
10

3

7

11

15

19

22

26

30

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

×　　　1/2

7.694

1.157

7.810

3
2
.3

74

7.575

10.53
2

9.
62
8

3.
04
9

47.230

8.824

7.90
5

3.692

5.829

2.632
4.075

2.151

0.8771.583

2.
65
3
0.205

3.
17
3

10.
896

11
.2
12

0.978

45.912

3.
22
1

40.484

4.
43
8

26.934

1.
92
8

22.374

0.163

22
.4
81

23
.4
17

25
.7
16

27
.7
42

4.000

2.397

2.166

1.080

24
.6
54

41
.4

35

48.728

58.045

24.
642

55.872

56.481

18.8061
9.

6
37

21
.
66

0

23
.8
94

24
.9
1026

.9
87

28
.8
60

42.809

39.400

2.
90
0

3.500

×　　　1/2

×　　　1/2

17.281

24.654

32.374

41.435

41.435

34.164

39.400

42.809

47.230

28.860

26.987

24.910

23.894

21.660

19.637

17.806

7.905

17.611

47.728

54.872

55.481

57.045

11.212

22.481

23.417

25.716

27.742

57.045

45.912

40.484

26.934

22.374

2.999

2.653

 1.157

 7.694

 7.810

 7.575

10.532

 5.044

 9.628

 3.049

24.642

 8.824

 1.583

 0.877

 2.151

 4.075

 2.632

 5.829

 3.692

 6.020

15.710

 3.173

 1.076

10.896

 0.978

 4.000

 2.397

 2.166

 1.080

23.113

 3.221

 4.438

 1.928

 2.900

 0.163

 0.205

9.997

94.844

126.420

156.935

218.197

86.162

189.672

65.262

581.921

127.330

21.360

10.923

25.698

44.132

25.842

54.810

14.593

53.009

382.758

88.641

30.387

316.229

5.483

44.962

28.065

27.850

14.981

670.797

73.941

89.834

25.964

32.442

0.285

0.272

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO敷地求積図 1：300

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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M

M

M

M

M

M

M
M

M

支

支

Co

記
念
碑

記
念
碑

支

支

道路境界線

フェンス位置

フ
ェ
ン
ス
位
置

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

道路

道路

CB造倉庫

木造倉庫1

木造倉庫2

パイプ組倉庫

解 体 建 物

隣
地
境
界
線

既存宿泊棟

N

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：250【改修前】配置図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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支

記
念
碑

記
念
碑

支

支

道路境界線

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

道路

道路

隣
地
境
界
線

フ
ェ
ン
ス
位
置

フェンス位置

８

３

X1

Y3

X3

Y1

隣
地
境
界
線

増築管理棟

既存宿泊棟

増築宿泊棟

野外活動

活動スペース

薪割

スペース

薪棚

10,920

17
,7
00

6,
37
0

10,970

1,
51
0

4,
36
0

1,
47
0

N

庇

物置3台

手摺

4,080

5.5×3.5

5.5×3.5

テント張スペース

5.5×3.5

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：250【改修後】配置図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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外　部　仕　上　表 内　装　特　記

屋 根

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO

断 熱 材

軒 天

樋

外 壁 窯業系サイディングt16 通気工法

外 巾 木 モルタル補修

破 風 板

珪酸カルシウム板t6.0 AEP塗装（一部有孔ボード：有効開口0.232㎡以上確保）

笠 木

軒樋：カナメシャープ樋

外 階 段
モルタル補修

庇
逆勾配庇　D1500×L2000
（アルフィン：ＡＤ－Ｒ同等品）

床：フェノールフォームt50　外壁：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K t100　天井：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K t100

【増築宿泊棟】仕上表

ガルバリウム鋼板 0.6mm加工

30×220木製、カラー鋼板0.4mm鼻隠し板

D-12

耐水合板t12下地アスファルトルーフィング22kgの上嵌合式角桟瓦棒葺 W455
ｶﾗｰGL鋼板t0.4　KYﾜﾝﾀｯﾁ瓦棒（水勾配4/10）

ソフト巾木 H=60

特記：天井裏使用材料は全て Ｆ☆☆☆

　　：内装使用材料は全て Ｆ☆☆☆☆

共
通

収 納 CH=2450 ±0 シナベニヤt5.5 ゾーキンズリ シナベニヤt4.0 シナベニヤt4.0

ク ロ ー ク CH=2450 ±0 シナベニヤt5.5 ゾーキンズリ シナベニヤt4.0 シナベニヤt4.0 SUSパイプ

中棚

内　部　仕　上　表

階 床 壁 天井 廻縁床床高 巾木

1

天井高 備考 別途

±0

±0 ソフト巾木 H=60 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

PVC

PVC

前 　 室 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ベッドルーム

±0 ソフト巾木 H=60 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ PVC
ベッドルーム

合板t9.0上タイルカーペットt6.2

合板t9.0上タイルカーペットt6.2
（東リ：NT350同等品）

（東リ：NT350同等品）

合板t9.0上タイルカーペットt6.2
（東リ：NT350同等品）

Ｕ ・ Ｂ

±0 ソフト巾木 H=60 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ PVCCH=2450

±0 ソフト巾木 H=60 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ PVCCH=2450Ｗ Ｃ

合板t9.0上長尺塩ビシートt2.0

合板t9.0上長尺塩ビシートt2.0

脱衣洗面所 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

CH=2600

CH=2600

CH=2600

（4人）

（6人）

耐食鏡：600×800

洋服掛けフック

洋服掛けフック

1818サイズ

渡り廊下(床)

鼻先：磁器質ノンスリップタイル

ノーマッドマット スタンダード・アンバック/３Ｍ同等品

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



▽GL
▽1FL

▽最高高さ

▽最高軒高さ

▽最高高さ

(樋先)

(樋先)

(樋先)
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CHECK NO【増築宿泊棟】平面・立面図 1:100 / 1：150

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）

D-13

西 側 立 面 図

東 側 立 面 図

南 側 立 面 図

北 側 立 面 図増 築 宿 泊 棟



ﾓﾙﾀﾙ補修

外巾木：
鋼製束

大引：90×90

構造用合板t28

合板t9.0

大引：90×90

構造用合板t28

合板t9.0

ｿﾌﾄ巾木H60

天井：PBt9.5の上ビニルクロス 天井：PBt9.5の上ビニルクロス
廻り縁：PVC

水切：

鋼製既製品

D13

窯業系サイディングt16

外壁：

（通気工法）

梁：105×150（基本梁）

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ビニルクロス

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ベッドルーム

（３人）

ベッドルーム

（２人）

母屋：105×105

垂木：45×90＠455

アスファルトルーフィング22kg

野地板:耐水合板t12㎜

10

4

梁：105×150（基本梁）

軒天：珪酸カルシウム板t6.0AEP塗装

柱：105×105

D13＠200
ﾀﾃﾖｺ

タイルカーペットt6.2 タイルカーペットt6.2

D13

腹筋:D10@200

防湿シートt0.15，砕石t100

▽1FL

▽GL

▽最高軒高さ

束：105×105

破風板：

スロープ：モルタル刷毛引仕上

火打ち金物

断熱材：

庇：逆勾配庇　D1500×L2000

　　（アルフィン：ＡＤ－Ｒ同等品）

軒樋：

カナメシャープ樋

断熱材：ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt50

30×220木製

カラー鋼板0.4mm鼻隠し板

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24Kt100

断熱材：グラスウール24Kt100（界壁部分）

屋根:嵌合式角桟瓦棒葺 W455
ｶﾗｰGL鋼板t0.4　KYﾜﾝﾀｯﾁ瓦棒

断熱材：

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24Kt100

ｽﾀﾗｯﾌﾟ:D10@200

束振れ止め:90×33
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CHECK NO1：30【増築宿泊棟】矩計図１

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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1,
30
0

3,
00
0

梁：105×150（基本梁）

▽最高軒高さ

▽最高高さ

外階段：モルタル補修
土台：105×105

基礎パッキンH20
鼻先：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

鋼製束

野地板:耐水合板t12㎜

アスファルトルーフィング22kg

軒樋：

カナメシャープ樋

大引：90×90

構造用合板t28

タイルカーペットt6.2

合板t9.0

天井：PBt9.5の上ビニルクロス

ベッドルーム

（２人）

外壁：

（通気工法）

窯業系サイディングt16

10

4

束：105×105

防湿シートt0.15，砕石t100

▽1FL ▽1FL

▽GLﾀﾃﾖｺ
D13＠200

アスファルトルーフィング22kg

野地板:耐水合板t12㎜

笠木：アルミ既製品

屋根:ガルバリウム鋼板瓦棒葺

屋根:ガルバリウム鋼板瓦棒葺

断熱材：

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24Kt100
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0

15
0

15
0

4,
30
0

4,
80
0

6,
6
00

1
,8
00

6
00

10
0 5
0

7
50

300680

980

150

2,
20
0

2,275

220900

1,120

5
0
32
0
9
0 4
0

50
0

20
0

10
0 1
00 15
0

10
0

150 150

2,
6
00

4
00

Y1

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：30【増築宿泊棟】矩計図２
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3,9207,000

Ａ

OPEN OPEN

Ｂ

X1 Y3 Y2X2 Y1

Ｃ Ｄ

X1 Y1X2 Y3

床

巾　木

壁

天　井

備　考

石膏ボードt9.5下地の上　ビニルクロス

ベッドルーム（3人）

合板t9.0上タイルカーペットt6.2

ソフト巾木 H=60

石膏ボードt12.5下地の上　ビニルクロス
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CHECK NO1：50【増築宿泊棟】展開図１

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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床

巾　木

壁

天　井

備　考

石膏ボードt9.5下地の上　ビニルクロス

合板t9.0上タイルカーペットt6.2

ソフト巾木 H=60

石膏ボードt12.5下地の上　ビニルクロス

ベッドルーム（2人）
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CHECK NO1：50【増築宿泊棟】展開図２
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石膏ボードt9.5下地の上　ビニルクロス

合板t9.0上タイルカーペットt6.2

ソフト巾木 H=60

石膏ボードt12.5下地の上　ビニルクロス
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CHECK NO1：50【増築宿泊棟】展開図３
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19.69㎡27.69㎡

前室

1818洗面所
脱衣

WC

洗面所
脱衣

収納

WC

収納

1818

ﾍﾞｯﾄﾞﾙｰﾑ

(4人)

ﾍﾞｯﾄﾞﾙｰﾑ

(6人)

AW-1

1.60×2.2

1.60×2.2×1/2

1.60×0.55×1/2

AW-1，AW-2

1.60×2.2＋0.74×0.9

1.60×2.2×1/2＋0.74×0.9×1/2

1.60×0.55×1/2＋0.74×0.35×1/2

ベッドルーム（2人）：19.69㎡

採光：19.69×1/7＝2.813

＝3.52㎡＞2.813※OK

換気：19.69×1/20＝0.985

＝1.76㎡＞0.985※OK

排煙：19.69×1/50＝0.394

＝0.44㎡＞0.394※OK

ベッドルーム（3人）：27.69㎡

採光：27.69×1/7＝3.96

＝4.18㎡＞3.96※OK

換気：27.69×1/20＝1.385

＝2.09㎡＞1.385※OK

排煙：27.69×1/50＝0.554

＝0.56㎡＞0.554※OK
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CHECK NO1：100【増築宿泊棟】キープラン図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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※鍵は別々とする

1

AD AW

2

AW

1

1

WD WD WD WD

2 3 4

WD

4’

記　　号

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

記　　号

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

▽FL

付属金物一式

70㎜

付属金物一式

▽FL

前室　１ ベッドルーム　２ ベッドルーム(3人)・前室　２

▽CH

アルミ（カラー）

70㎜

16020

アルミ（ステンカラー）/樹脂

アルミ樹脂複合 引違い窓

FL4+A12+LowE3

水切り、クレセント、額縁：樹脂既製品、網戸

70㎜

アルミ（ステンカラー）/樹脂

アルミ樹脂複合 引違い窓

FL4+A12+LowE3

水切り、クレセント、額縁：樹脂既製品、網戸

ベッドルーム　２

07409

付属金物一式（ﾏｽﾀｰｷｰ：WD-1，2箇所対応）

引違ドア

付属金物一式

脱衣洗面所　２ ＷＣ　２

付属金物一式

片引き戸 片引きトイレドア

ラシッサ LAA：LIXIL同等品 ラシッサ LAA：LIXIL同等品

表示錠

ラシッサ LAA：LIXIL同等品

付属金物一式

クローゼットドア

収納　１ 収納　１

片開き戸

ラシッサ LAA：LIXIL同等品

付属金物一式

衝突防止マーク

強化ガラス6+A12+LowE3

ドアハンドル、シリンダー錠

サムターンシリンダー錠、ドアチェーン
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CHECK NO1：100【増築宿泊棟】建具表
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2
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CHECK NO1：100【増築宿泊棟】伏図
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平 面 図
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CHECK NO1：100【増築宿泊棟】耐力壁算出（求積図）

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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Ｙ方向の見付面積　（はり間）



平 面 図

（は） （ろ） （ろ） （ろ） （ろ） （ろ）

（ろ）

（は）

（ろ） （ろ）

（は）（ろ） （ろ） （ろ）

（ろ）

（に）
（に） （に）

（に）

（に）

（に）

（に）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

91 91121 136106

91

136 136

12191

12191

91 91

91

182

91

91

91
136

91

かど金物ＣＰ－Ｌ、又は、山形プレートＶＰ

長ほぞ差し込み栓打ち、又は、かど金物ＣＰ－Ｌ

短ほぞ差し、かすがい打ち

羽子板ボルトＳＢ、又は、短冊金物Ｓ（スクリュー釘あり）

羽子板ボルトＳＢ、又は、短冊金物Ｓ

（い）

（ろ）

（は）

（に）

（ほ）

15kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ15）

20kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ20）

25kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ25）

15kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ15）×2個

（と）

（ち）

（り）

（ぬ）

（へ） 10kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ10）

継手・仕口の仕様　又は、同等以上の接合方法

・柱頭、柱脚接合部仕様（平12建告第1460号表3）

造作材：松，杉，ひのき（代用樹種の使用可）

下地材：松，杉（代用樹種の使用可）

代用樹種：国交省標準仕様書 表12.2.2による

構造材：ひのき（代用樹種の使用可）

：45×90筋交い　壁倍率2.0

：45×90筋交い（たすき）　壁倍率4.0

土台：105×105

梁・頭繋：105×150（基本サイズ）

柱　：105×105

母屋：105×105＠910

小屋束：105×105

鋼製火打

樹種

凡例

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築宿泊棟】耐力壁算出（平面図）

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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耐力壁の種類
（S56建告1100）

筋交い　45×90

筋交い　45×90

2.0

2.0

Ｙ方向

ＯＫ ＯＫ

階数

階数

１階

壁量計算

必要壁量

地震力に対する必要壁量（㎝） 風圧力に対する必要壁量（㎝）

Ｘ方向 Ｙ方向

有効壁量（㎝）

Ｘ方向（桁行），Ｙ方向（はり間）

階数

（㎝）
存在壁量

側端部分（上） 側端部分（下） 側端部分（左） 側端部分（右）

Ｙ方向Ｘ方向

耐 力 壁 配 置 検 討

（㎝）
必要壁量

１階

２階

壁量比

壁量充足率

必要壁量
（㎝）

（㎡）
床面積

（㎝）
存在壁量

壁量比

壁量充足率

（㎡）
床面積

倍率

壁長 × 倍率×個数 ＝ 有効壁長

見付面積（㎡）　　　（㎝）

見付面積（㎡）　　　（㎝）

Ｘ方向（桁行）

壁長 × 倍率×個数 ＝ 有効壁長

見付面積（㎡）　　　（㎝）

見付面積（㎡）　　　（㎝）

Ｙ方向

判 定

Ｘ方向

必要壁量

Ｘ方向（桁行） Ｙ方向（はり間）

Ｙ方向（はり間）

１階

２階

床面積（㎡）　　　（㎝）

床面積（㎡）　　　（㎝）

筋交い　45×90 2.0

２階

 91 × 2.0 ×　2 ＝  364

106 × 2.0 ×　1 ＝  212

筋交い　45×90

筋交い　45×90

（たすき）

（たすき）

4.0

4.0

筋交い　45×90 2.0

121 × 2.0 ×　1 ＝  242

136 × 2.0 ×　3 ＝  816

合計　 合計　 合計　 合計　

136 × 2.0 ×　2 ＝  544

合計　　　　　 544

121 × 4.0 ×　2 ＝  968

 91 × 4.0 ×　2 ＝  728

3330

 91 × 2.0 × 2 ＝ 364
106 × 2.0 × 1 ＝ 212
121 × 2.0 × 1 ＝ 242
136 × 2.0 × 1 ＝ 272

合計　　　　　1090

 91 × 2.0 ×　3 ＝  546

136 × 2.0 ×　1 ＝  272

合計　　　　　 818

69.56 × 13 ＝  904.28 50.32 × 50 ＝ 2516.00 33.39 × 50 ＝ 1669.50
2516.00㎝ 1669.50㎝

3330>2516

17.39

17.39 × 13 ＝  226.07

17.39

17.39 × 13 ＝  226.07

17.39

17.39 × 13 ＝  226.07

17.39

17.39 × 13 ＝  226.07

182 × 4.0 ×　1 ＝  728

136 × 2.0 ×　1 ＝  272

818 ／ 226.07 ≒ 3.61 ＞ 1.0544 ／ 226.07 ≒ 2.40 ＞ 1.01090 ／ 226.07 ≒ 4.82 ＞ 1.0

 91 × 2.0 ×　7 ＝ 1274

136 × 2.0 ×　2 ＝  544

2546

2546>1669.5

 91 × 2.0 ×　3 ＝  546

合計　　　　 　818

818 ／ 226.07 ≒ 3.61 ＞ 1.0

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築宿泊棟】耐力壁算出

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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外　部　仕　上　表 内　装　特　記

屋 根

特記：天井裏使用材料は全て Ｆ☆☆☆

　　：内装使用材料は全て Ｆ☆☆☆☆

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO

断 熱 材

笠 木

内　部　仕　上　表

階 床 壁 天井 廻縁床床高 巾木

1

天井高 備考 別途

±0 ソフト巾木 H=60 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

PVC

PVC

±0 ソフト巾木 H=60 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ PVC

±0 ソフト巾木 H=60 PVC

±0 PVC

耐水合板t12下地アスファルトルーフィング22kgの上かん合式立平葺t4.0 W455
（水勾配1/10）

樋 軒樋：カナメシャープ樋

外 壁 窯業系サイディングt16 通気工法

外 巾 木 モルタル補修

（アルフィン：ＡＤ－Ｒ同等品）
逆勾配庇　D1300×L2000

玄 　 関 -50
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 帳場ｶｳﾝﾀｰ:木製t50mmｳﾚﾀﾝ塗装

下足箱:メラミン化粧合板製

（シーグラスt=5.0mm程度/アスワン㈱同等品）
モルタル金ゴテの上 ロボフロアー

玄関ホール・廊下

洗 濯 機 室 モルタル金ゴテの上 長尺塩ビシート 洗濯室:洗濯パン(設備)

管 理 人 室 モルタル金ゴテの上 長尺塩ビシート 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5 ミニキッチン L1200

シャワー洗濯室 ソフト巾木 H=60モルタル金ゴテの上 長尺塩ビシート 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
流し(LOS0705.LMAS075)設備工事
洗濯機パン 設備工事

±0 PVCソフト巾木 H=60モルタル金ゴテの上 長尺塩ビシート 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5Ｗ Ｃ

±0 PVCソフト巾木 H=60モルタル金ゴテの上 長尺塩ビシート 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5前 室

CH=2750

CH=2700
CH=2500 ピクチャーレール W2,600

-50CH=2500男 子 Ｗ Ｃ コンクリート金ゴテの上 塗床 塗床立ち上げ H=100
耐水PBt12.5の上

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5 PVC

-50CH=2500 コンクリート金ゴテの上 塗床 塗床立ち上げ H=100
耐水PBt12.5の上

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5 PVC女 子 Ｗ Ｃ

床：スタイロフォームt20　外壁：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K t100　天井：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K t100

甲板：ステンレスHL
耐食鏡：300×450　建築工事

耐食鏡：300×450　建築工事
化粧シート貼

化粧シート貼

【増築管理棟】仕上表

ガルバリウム鋼板t0.6

CH=2500

CH=2500

CH=2500

CH=2500

CH=2500

御影石立上げH=150

框：御影石　50×150

D-25

庇

渡 り 廊 下 (床 ) ノーマッドマット スタンダード・アンバック/３Ｍ同等品

コンクリート金ゴテの上 150角御影石
一部 化粧シート貼

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



XPN

宿泊棟

手摺

物置3台
LMDS-2215-BM/株式会社ヨドコウ

手摺

手摺

野外活動スペース

屋
根

ラ
イ

ン

手摺

流し台4台
BSM1-156L/株式会社ﾏﾙｾﾞﾝ

XPN

庇

屋根ライン

W2,000 1,500

800

3,
2
00

500

500

1,
20

0

5
00

1,200

帳場

下足箱

増築 活動スペース

増築 管理棟

4.97ｍ2

5.35ｍ2

13.04ｍ2

2.28ｍ2

廊下

洗

男子
便所

洗濯室
ｼｬﾜｰ

冷ＷＣ

前室

洗

玄関

管理人室

渡り廊下

便所
女子

1,720

1,500

1,500

1,720

3,220 7,280 300

10,500 1,100

1,550 10,500

15
,
00

0
1,

5
00

1,550 900

14,500 7,
00

0

1,150

6,300 6,500

1,625 1,625

2,
4
00

1,
55

0

1,820 1,365

1,
82

0

1,
06

0
1
,6

70 2,
7
30

7,
73
5

3
,1
8
5

2,
12

5
1
,0
6
0

7,280

3,185 4,095

1,970 1,215

1,100 2,085

3,185 4,095

7,280

6,
07
0

800

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【改修後】増築部分平面図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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庇

庇

庇

庇

1,200

2
,5
00

2
,8
0
0

3,
00
0

2,
8
00

4
,6
00

4,
60
0

2,000

1,200
3,200

東 側 立 面 図

東 側 立 面 図

北 側 立 面 図

南 側 立 面 図

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：150【増築管理棟】立面図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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既存土間コンクリートt150

壁：PBt12.5の上ベルビアン貼

壁：PBt12.5の上ビニルクロス

巾木：ソフト巾木H60

カウンター：集成材t50ウレタン塗装

玄 関 管理人室

天井：化粧石膏ボードt9.5

壁：PBt12.5の上ビニルクロス

既存土間コンクリートt150

笠木：ガルバリウム鋼板t0.6加工

野地板:耐水合板t12㎜

アスファルトルーフィング22kg

10
1

外壁：

窯業系サイディングt16

（通気工法）

軒樋：

カナメシャープ樋

水切：

鋼製既製品

断熱材：

火打ち金物 化粧梁：105×390（玄関のみ）

母屋：90×90 垂木：45×90＠455

束：90×90

ガルバリウム鋼板t0.4

外壁：

（通気工法）

窯業系サイディングt16

▽最高高さ

▽最高軒高さ

▽1FL

外巾木：
モルタル金ゴテ補修

コンクリート金ゴテ

カラークリート仕上

屋根:かん合式立平葺t4.0 W455

化粧梁表シ：OS拭き取り

▽GL ▽GL

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24Kt100

スタイロフォームt20

基礎コンクリートt150（D13＠200ﾀﾃﾖｺ）

防湿シートt0.15

モルタル金ゴテの上ロボフロアーt5.0

スタイロフォームt20

基礎コンクリートt150（D13＠200ﾀﾃﾖｺ）

モルタル金ゴテの上長尺塩ビシートt2.0

防湿シートt0.15

天板：集成材t30ウレタン塗装

メラミン化粧板仕上げ

天井：PBt9.5の上ビニルクロス
ピクチャーレール W2,600

断熱材：

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24Kt100

30
20
15

01
00

10
0

3
,0

00

1,
50

0

1,
2
00

90
0

9
00

35
0

10
5

2,
71
5

18
0

3
,0

00
1,

50
0

（
横

架
材

間
距

離
）

90
0

90
0

7
00

2
,5

00

25 375

400

600

1,
14

0
1,
4
70

90

2
,7
0
0

5
0

30
0

30
30

0
30

3
00

10
0 30

5
0

8
50

4,550 3,185 460

（樋先）

1
50

1
50

1
70

52
0

3,
5
20

5,
02

0

1
70

52
0

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：30【増築管理棟】矩計図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）

D-28



F

框：御影石 W150

框：御影石 W150

女子

廊下

玄関

帳場

下足箱

洗

便所
便所

男子

框：御影石 W150

ピクチャーレール W2,600

下足箱 36人分

廊 下

PBt12.5の上 カウンター

集成材t50ウレタン塗装

化粧梁：OS拭き取り

H1,140×L3,935

巾木:御影石 W100

化粧シート貼

天板:タモ集成材t=30

ウレタン塗装

メラミン化粧板

カウンター：タモ集成材t=50 ウレタン塗装

備考

天井

壁

巾木 ソフト巾木 H=60

石膏ボードt12.5の上 ビニールクロス貼

床

■廊下 仕上表

ピクチャーレール W2,600

洗濯室:洗濯パン(設備)

廊下:モルタル金ゴテの上 ロボフロアー シーグラスt=5.0mm程度/アスワン㈱

洗濯機室：モルタル金ゴテの上 長尺塩ビシート

玄関:コンクリート金ゴテの上 150角御影石

一部 床150角御影石立上げH=150

一部 化粧シート貼

石膏ボードt9.5の上 ビニールクロス貼

一部 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5

帳場カウンター:仕様は展開図参照 計算できません

下足箱:仕様は展開図参照

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

9
00

1,800

7,280

7,280

5,480 1,800

2,295 3,185

2
,2

00
3
00

2
00

2
,5

00

2,
70

0
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2
,
75

0

4,550

9
50

9
00

9
00

2,
75

0

4,550

9
0

1
,2

00
90

0
6
00

3030025 3030025

3,935

1
,1

90

1
,1
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5
0
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展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築管理棟】展開図1

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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2
,0

2
3

4
7
7

1,
00

0
1,

10
0

40
0

13.04ｍ2

管理人室

冷

床

巾木 ソフト巾木 H=60

壁 石膏ボードt12.5の上 ビニールクロス貼

天井

備考

■管理人室 仕上表

化粧石膏ボードt9.5

モルタル金ゴテの上 長尺塩ビシートt2.0

ミニキッチン L1200

2,
50

0

2
,5

00

4,095 3,185

90
0

90
0

70
0

4,095 3,185

展開方向

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：80【宿泊管理棟】展開図2

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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1,670

F

F

男子

洗

便所

4.97ｍ2

女子

便所

2.28ｍ2

甲板：ステンレスHL

男子便所

女子便所

床

巾木

壁

天井

備考

■男女トイレ 仕上表

コンクリート金ゴテの上 塗床

塗床立ち上げ H=100

化粧石膏ボードt9.5

甲板：ステンレスHL

耐水PBt12.5の上 着剤付き化粧シート貼

1,
20

0
1
,3

0
0

1,820

100

2,730

2,
46

0
40

2
,5

00
5
0

1,820 2,730

1,365

2,
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0
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2
,5
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5
0
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展開方向
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Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ
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Ｄ

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築管理棟】展開図3

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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ＷＣ

前室
5.35ｍ2

ｼｬﾜｰ

洗

洗濯室

洗濯機パン 設備工事

流し(LOS0705.LMAS075)設備工事

化粧石膏ボードt9.5

コンクリート金ゴテの上 長尺塩ビシートt2.0

コンクリート金ゴテの上 長尺塩ビシートt2.0

ソフト巾木 H=60

■管理人トイレ 仕上表

備考

天井

石膏ボードt12.5の上 ビニールクロス貼壁

巾木

床

備考

天井

石膏ボードt12.5の上 ビニールクロス貼壁

ソフト巾木 H=60巾木

床

■管理人シャワー洗濯室 仕上表

化粧石膏ボードt9.5

シャワーユニット 0808

2,085 1,060

2
,5

0
0

1,
3
00

70
0

5
00

2,
02

3
47

7
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2
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展開方向

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

1：100 NOCHECK

DATE

SCALE

MEMOTITLE

ITEM 【増築管理棟】展開図4

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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XPN

XPN

廊下渡り廊下

便所
女子

洗濯室
ｼｬﾜｰ

前室

玄関

管理人室

ＷＣ

男子
便所

1

AD

AD

AD

2

3

AD

4

1

AW

AWAW

AW

23

4

1

WW

1

WD

WDWD

WD

WD

23

4

5
1

TB

TB

2

管理人室：13.04㎡

AW-2

採光：13.04×1/20＝0.652

換気：13.04×1/20＝0.652

1.65×1.1

排煙：13.04×1/50＝0.261

1.65×0.4×1/2

＝0.33㎡＞0.261※OK

＝1.81㎡＞0.652※OK

1.65×1.1×1/2

＝0.91㎡＞0.652※OK

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築管理棟】建具キープラン図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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1 2 4

AD

1

AD

4

AD

2

AD

3

AW AW AW

3

AW

F F

F

記　　号

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

記　　号

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

▽FL

付属金物一式

70㎜

付属金物一式

付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式付属金物一式

アルミ（カラー）

70㎜

引違ドア

前室　１

アルミ（カラー）

70㎜

廊下　１

付属金物一式

ドアハンドル、サムターンシリンダー錠

両開きドア＋FIX

ドアハンドル、サムターンシリンダー錠

付属金物一式

男子便所　１

片開きドア＋ランマFIX

アルミ（カラー）

型板4+A12+LowE3

レバーハンドル、シリンダー錠

ＤＣ

女子便所　１

70㎜

片開きドア＋ランマFIX

アルミ（カラー）

型板4+A12+LowE3

ＤＣ

レバーハンドル、サムターンシリンダー錠（表示）

玄関　１

70㎜

アルミ（ステンカラー）/樹脂

アルミ樹脂複合 引違い窓

FL4+A12+LowE3

水切り、クレセント、額縁：樹脂既製品、網戸

16509

管理人室　１

▽CH

70㎜

アルミ（ステンカラー）/樹脂

アルミ樹脂複合 引違い窓

FL4+A12+LowE3

水切り、クレセント、額縁：樹脂既製品、網戸

16511

ｼｬﾜｰ洗濯室　１

70㎜

水切り、クレセント、額縁：樹脂既製品、網戸

アルミ樹脂複合 引違い窓

アルミ（ステンカラー）/樹脂

型板4+A12+LowE3

11907

ＷＣ　１

70㎜

水切り、クレセント、額縁：樹脂既製品、網戸

アルミ（ステンカラー）/樹脂

型板4+A12+LowE3

アルミ樹脂複合 横滑り窓

06007

ＤＣ、フランス落し、衝突防止マーク 衝突防止マーク

強化ガラス6+A12+LowE3 強化ガラス6+A12+LowE3

1,600740

2
,0

0
0

3
90

2
,4

60

70

740

2
,0

0
0

3
90

2
,4

60

70

1,650

1,
2
00

90
0 8

00

1,650

1,
00

0
1,

10
0

4
00

40
0

1,190

1
,3

00
70

0

1
,3

00
70

0

600

1,600 70 900

2,570

2,
20

0

2,
8
00

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築管理棟】建具表１

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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WD

1

WD WD WD WD

2 3 4

5

WW

1

TBTB

1 2

付属金物一式

記　　号

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

記　　号

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

▽FL

付属金物一式

ラシッサ LAA：LIXIL同等品

付属金物一式

ラシッサ LAA：LIXIL同等品

片開き戸

ラシッサ LAA：LIXIL同等品

サムターンシリンダー錠

付属金物一式付属金物一式付属金物一式付属金物一式

前室　１ 管理人室　１

片開き戸

ｼｬﾜｰ洗濯室　１

片開き戸 片開きトイレ戸

表示錠

ラシッサ ATL：LIXIL同等品ラシッサ ATL：LIXIL同等品

ＷＣ　１

廊下　１

片引き戸（Ｖレール）

管理人室　１

引分け窓

FL4

36

メラミン化粧合板

堀込引手、Ｖレール、戸車、鎌鍵

男子便所　１男子便所　１

トイレブース

メラミン化粧合板

脚金物，表示錠、ラバトリーヒンジ、帽子掛

付属金物一式

36

トイレブース

メラミン化粧合板

36

脚金物

780

2,
02

3

780

2,
02

3

780

2,
02

3

780

2,
02

3

2,
02

3

1,992 1,600

1,690

600 990

100

60
1
,9

4
0

2,
00

0

600

60
1
,7

40

1
,8

00

90
0

9
00

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築管理棟】建具表２

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）

D-35



土 台 伏 図 小屋伏図１ 小屋伏図２

土台：105×105

10
5
×
39
0

10
5
×
39
0

10
5
×
39
0

10
5
×
39
0

10
5
×
30
0

105×390

105×390

1
05
×
24
0

1
05
×
24
0

1
05
×
24
0

1
05
×
24
0

1
05
×
21
0

1
05
×
21
0

105×210

1
05
×
21
0

10
5×
2
1
0

105×105

火打ち金物

１階柱

特記なき梁は105×180
母屋：90×90＠910

垂木：45×90＠455

(化
粧
梁
)

(化
粧
梁
)

(化
粧
梁
)

(化
粧
梁
)

束　：90×90

9
62
.5

520

1,
06
0

2,
12
5

1,
0
60

1
,6
7
0

3,
18
5

1,
82
0

2
,7
30

3,
18
5

91
0

2,
7
30

91
0

1,100 870

1,970 1,215 4,095

1,820 1,365 4,095

7,280

680 2,505

31
5
7
90

210215 790

1,
25
5

1,215

8
20

2
,7
30

1,
82
0

3,
18
5

7,
7
35

4,
5
50

3,
18
5

1,820 1,365 4,095

7,280

1,100 870 1,215

3,185 4,095

2
,7
30

1,
82
0

3,
18
5

7,
7
35

4,
5
50

3,
18
5

1,820 1,365 4,095

7,280

1,100 870 1,215

3,185 4,095

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築管理棟】伏図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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▽FL

△GL

▽FL

△GL

10
0
1
,3
50

3,
15
0

4,
6
00

7,280

4
,6
0
0

7,735

1
00
1,
35
0

3
,1
50

床面積：56.31㎡

14.08㎡

14.08㎡ 14.08㎡

14.08㎡

23.73㎡

24.94㎡

1,
93
3.
8

1,
93
3
.8

7
,7
35

〃
〃

1,820 1,820〃〃

7,280

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100

Ｙ方向の見付面積　（はり間）

Ｘ方向の見付面積　（はり間）

【増築管理棟】耐力壁算出（求積図）

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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かど金物ＣＰ－Ｌ、又は、山形プレートＶＰ

長ほぞ差し込み栓打ち、又は、かど金物ＣＰ－Ｌ

短ほぞ差し、かすがい打ち

羽子板ボルトＳＢ、又は、短冊金物Ｓ（スクリュー釘あり）

羽子板ボルトＳＢ、又は、短冊金物Ｓ

（い）

（ろ）

（は）

（に）

（ほ）

15kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ15）

20kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ20）

25kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ25）

15kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ15）×2個

（と）

（ち）

（り）

（ぬ）

（へ） 10kN用引き寄せ金物（ＨＤ-Ｂ10）

（ろ）

（は）

（ろ）

（ろ）

（は）

（ろ）

（は）

（ろ）

（に）

（に）

（ろ）

（ろ）

（は） （ろ）

（に） （に）

（に） （に）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

（ろ）

継手・仕口の仕様　又は、同等以上の接合方法

・柱頭、柱脚接合部仕様（平12建告第1460号表3）

造作材：松，杉，ひのき（代用樹種の使用可）

下地材：松，杉（代用樹種の使用可）

代用樹種：国交省標準仕様書 表12.2.2による

構造材：ひのき（代用樹種の使用可）

：45×90筋交い　壁倍率2.0

：45×90筋交い（たすき）　壁倍率4.0

土台：105×105

柱　：105×105

鋼製火打

91

136

91

91

91

91

110 91

91 91

91

91

91

91

106

91

母屋：90×90＠910

小屋束：90×90

梁・頭繋：105×180（基本サイズ）

樹種

凡例

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築管理棟】耐力壁算出（平面図）

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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地震力に対する必要壁量（㎝） 風圧力に対する必要壁量（㎝） 必要壁量
階数

Ｘ方向（桁行），Ｙ方向（はり間） Ｘ方向（桁行） Ｙ方向（はり間） Ｘ方向 Ｙ方向

床面積（㎡）　　　（㎝） 見付面積（㎡）　　　（㎝） 見付面積（㎡）　　　（㎝）
必要壁量 １階

床面積（㎡）　　　（㎝） 見付面積（㎡）　　　（㎝） 見付面積（㎡）　　　（㎝）
２階

有効壁量（㎝） 判 定
耐力壁の種類

階数 倍率 Ｘ方向（桁行） Ｙ方向（はり間）
（S56建告1100） Ｘ方向 Ｙ方向Ｙ方向

壁長 × 倍率×個数 ＝ 有効壁長 壁長 × 倍率×個数 ＝ 有効壁長

筋交い　45×90 2.0

筋交い　45×90 2.0

筋交い　45×90 2.0
１階

壁量計算
筋交い　45×90（たすき） 4.0

ＯＫ ＯＫ

２階

耐 力 壁 配 置 検 討

Ｘ方向 Ｙ方向
階数

側端部分（上） 側端部分（下） 側端部分（左） 側端部分（右）

存在壁量
（㎝）

136 × 2.0 ×　1 ＝  272

床面積
（㎡）

１階
必要壁量
（㎝）

壁量充足率

壁量比

存在壁量
（㎝）

合計　 合計　 合計　 合計　

床面積
（㎡）

２階
必要壁量
（㎝）

壁量充足率

壁量比

56.31 × 13 ＝  732.03 24.94 × 50 ＝ 1247.00 23.73 × 50 ＝ 1186.50
1247.00㎝ 1186.50㎝

110 × 2.0 ×　1 ＝  220

 91 × 4.0 ×　2 ＝  728

 91 × 2.0 ×　5 ＝  910

1858

1858>1247
106 × 2.0 ×　1 ＝  212

91 × 2.0 ×　5 ＝  910

 91 × 4.0 ×　1 ＝  364

136 × 2.0 ×　1 ＝  272

1758

1758>1186.5

 91 × 2.0 ×　1 ＝  182

110 × 2.0 ×　1 ＝  220

 91 × 4.0 ×　1 ＝  364

合計　　　　　766

14.08

14.08 × 13 ＝  183.04

766 ／ 183.04 ≒ 4.18 ＞ 1.0

14.08

14.08 × 13 ＝  183.04

14.08

14.08 × 13 ＝  183.04

14.08

14.08 × 13 ＝  183.04

 91 × 2.0 ×　2 ＝  364

 91 × 4.0 ×　1 ＝  364

合計　　　　　 728

728 ／ 183.04 ≒ 3.97 ＞ 1.0

 91 × 2.0 ×　2 ＝  364

合計　　　　　 636

636 ／ 183.04 ≒ 3.47 ＞ 1.0

 91 × 2.0 ×　2 ＝  364

 91 × 4.0 ×　1 ＝  364

合計　　　　　728

728 ／ 183.04 ≒ 3.97 ＞ 1.0

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【増築管理棟】耐力壁算出

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）

D-39



▼FL▼GL

▲ BPL下 端

断面図1

断面図2

メタルラス下地モルタル金ゴテ

カラークリート金ゴテ仕上げ

既存コンクリート土間

コンクリート土間t150 目地切り3,000×3,000 

アルミ目地棒

キッチンパネルt3.0

軽量天井下地 ケイカル板6.0 見透かし貼 AEP塗装

窯業系サイディングt16.0 横張り

窯業系サイディングt16.0

窯業系サイディング t16.0

流し台4台
BSM1-156L/株式会社マルゼン

キッチンパネル t3.0

横葺W181：ｶﾗｰGL鋼板t0.4
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940
構造用合板t12

※屋根詳細図参照

横葺W181：ｶﾗｰGL鋼板t0.4
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940
構造用合板t12

※屋根詳細図参照

▼

基礎芯▼基礎芯

4,
10
0

3,
50
0

2
,5

003,
25

0

50

2,400

4
50

45
0

15
0

50
0

1
00

6,
50
0

3,
00
0

1
,5
0
0

9,
50

0
45

0 15
0

50

1,550 11,050

12,600 2,400

1,500 15,000

5,000

6,750 6,750

13,500

700

700

ウレタン塗装仕上げ

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【活動スペース】断面図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）

D-40



ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO詳細図
D-41

3
00

27
0

57
0

1
50

47
0

10
0

コンクリート金ゴテ
カラークリート仕上げ

コンクリート打放し補修の上AEP塗装

既存コンクリート

既存コンクリート

30
0

27
0

57
0

1
50

コンクリート金ゴテ
カラークリート仕上げ

コンクリート打放し補修の上AEP塗装

既存コンクリート

既存コンクリート

15
0

4
20

8
0

ポリエチレンフィルム t=0.15mm

砕石敷込:転圧

1,350

1：15

1,200

80
0

SUS 304 H.L.
45φ

仕切り手摺

45φ

下弦材 25φ

1,
1
00

SUS 304 H.L.

支柱 35φ

手摺

-1

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）

支柱 10φ @200



ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO
D-41

1：15 -2詳細図2

▽GL

67
0

御影石貼

モルタル金ゴテの上
タイルカーペット貼 框：御影石 W150

スタイロホームt=20mm

5
0

15
0

3
0

2
0

1
80

15
0 1
00

モルタル金ゴテの上

カラークリート仕上げ

御影石貼

管理人棟

玄関

4
70

57
0

20
15

0
3
0

10
0

1
00

タイルカーペット貼

既存土間コンクリート スタイロホームt=20mm

モルタル金ゴテの上

▽GL

モルタル金ゴテの上

管理人棟

玄関

▽GL

42
0

15
0

57
0

砕石敷込:転圧

カラークリート仕上げ コンクリート金ゴテの上
カラークリート仕上げ

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



9

100

6
0
0

100

9

16

9

100

10016

20
40

9

62

9

1
0
0

50

1
0
0

12

1
0
0

1
2

ｹﾗﾊﾞｷｬｯﾌﾟ： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

1
2

12

6
0
0

1
2

1
0
0

1
2

9

軒先

円周側面円周上部

妻側

C-100X50X20X2.3

1615

①  軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

三段水切り構造

天井：ｹｲｶﾙ板t6.0mm
目透かし貼AEP塗装

破風板：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt16

吊子@455

片棟唐草：屋根同材

@1820ごとに2C

胴縁:C-100X50X20X2.3

補強板:GL鋼板t0.8

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｳﾚﾀﾝ防水

20
82

② 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ： t16
③  高強度樋受金具：亜鉛ﾒｯｷｽﾃﾝﾚｽ @455
④  軒樋：ｶﾗｰGL鋼板t0.5
⑤  軒樋ｶﾊﾞｰ：ｶﾗｰGL鋼板t0.5

⑥  幕板水切り：ｶﾗｰGL鋼板t0.4
⑦  ﾄﾞﾚﾝ：ｶﾗｰGL鋼板75φ

⑧ 竪樋：ｶﾗｰGL鋼板75φ

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

構造用合板t12

横葺W181： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

横葺W181： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

胴縁：C-100X50X20X2.3

C-125X50X20X2.3

⑥

⑤

③

④

②

⑦

①

天井：ｹｲｶﾙ板 t6.0mm
目透かし貼AEP塗装

受金具@910
雪止：L-50X50X4(ﾄﾞﾌﾞﾒｯｷ)

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

構造用合板t12

横葺W181： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

⑧

@1820ごとに2C
母屋：C-100X50X20X2.3 @606

@1820ごとに2C
母屋：C-100X50X20X2.3 @606

片棟

母屋：C-100X50X20X2.3 @606

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

構造用合板t12

20

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

横葺W181： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

構造用合板t12

胴縁:C-100X50X20X2.3 @606
横葺W181： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

構造用合板t12

三段水切り構造

ｳﾚﾀﾝ防水

ｺｰｷﾝｸﾞ

補強板:GL鋼板t0.8 円周部見切り唐草：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

胴縁:C-100X50X20X2.3 @606

横葺W181：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

構造用合板t12

円周部見切り唐草：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

吊子@455

吊子@455

@1820ごとに2C

@1820ごとに2C

GL GL

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：5【活動スペース】屋根詳細図
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芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）





外 部 仕 上 表

屋　根

軒　天

カラー鉄板瓦棒葺き、アスファルトルーフィング22㎏、野地板＠12　、雪止めアングル：耐候性鋼L=50×50、L=300　チドリ配置

トップライト：ポリカーボネート性　900角　(アルミ枠・アルミ水切付)3ヶ所、(建設省告示101号適合品)

硬質木片セメント板　＠12 VP 目透かし＠900

外　壁
ラスカットボード＠9.0　モルタル金ゴテ　シリカ―系リシン吹付、ローラー押え

腰：杉板＠18　押縁下見張り＠176、木材保護塗料塗り(3甲斐)

コンクリート打放し

スノコ、ヒバ120×60　＠80、木材保護塗料塗り(3回)ぬれ縁

竪樋・軒樋

柱　型

建　具

化粧付柱　180×30杉材、木材保護塗料塗り(3回)

アルミ製サッシ見込70(ブロンズ色)、内部木製、スチール製サッシ見込86(OP塗)

ガラスを真空ガラスに入替え

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

断熱材付ガルバリウム鋼板によるカバー工法

軒天及び破風板撤去、

撤去

配管用鋼板　　竪樋：塩ビ製100φ　OP

既存撤去、新規新設

軒樋:カナメシャープ樋、縦樋:カラーGL鋼板t0.5

窯業系サイディングt16貼

基　礎

渡 り 廊 下

改修後

改修後

コンクリート打放し、モルタル補修の上、AEP塗装

床：ノーマッドマット(ケミタングルハード)t14.0mm

軒天一段ケイカル板AEP塗装、破風板キシラデコール塗装

付け柱:調整の上、縦胴縁として使用
現況の腰杉板撤去、その他、現況の上、構造用合板t3.0、縦胴縁、現場発泡ウレタンt25、構造用合板t9.0

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO【既存宿泊棟】外部仕上表 -

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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備 考

カーテン(備品)、カーテンレール

カーテン(備品)、カーテンレール

セキュリティボックス、壁掛け扇風機(各個室)

セキュリティボックス、壁掛け扇風機(各個室)

壁掛け扇風機(各個室)

既存撤去後　シャワーブース

ミラー600×1,600

ミラー600×1,600

ミラー1,200×900

ミラー600×2,000

カーテンレール

流し台新設、暖炉

ステンレス流し(撤去)

　　　但し、施工時期変更がある場合は協議し、負債金額の増減を行う

注１）内部天井補修はボード張替とし、想定数量20.5㎡とする

踏面:タイルカーペット(NT350)t6.2、蹴上:ウレタン塗装

ネダフォーム撤去の上、乾式２重床の上、合板t12.0

研修 兼　宿泊室

ベットルーム

ソフト巾木 H=100

ソフト巾木 H=100

ソフト巾木 H=100 PBt9.5の上、ビニールクロス貼PBt12.5の上、ビニールクロス貼

木胴縁、合板t4　(T.1)雑巾摺り

合板t5.5の上、長尺塩ビシート

木組床、合板t5.5　(T.1)

～

3,750

2,100

ノンスリップ

シャワーユニット 0912

ビニールクロス張り替え　一部換気扇部分フラット壁必要

長尺縁甲板張りの上、タイルカーペット(NT350)t6.2

↓

下地処理の上化粧シート貼

耐水PB12.5下地化粧シート貼

耐水PB12.5下地化粧シート貼

既存天井補修の上、AEP

既存天井補修の上、AEP

石膏ボードt9.0　AEP

既存天井補修の上、AEP

フレキシブルボード撤去の上、化粧石膏ボード貼

フレキシブルボード撤去の上、化粧石膏ボード貼

フレキシブルボード撤去の上、化粧石膏ボード貼

フレキシブルボードt6.0　目透かし　VP　910角

既存石膏ボード撤去の上、化粧石膏ボード貼

天井補修の上、AEP塗装上塗り

モルタル、タイル撤去の上、

モルタル、タイル撤去の上、

モルタル面はクラック部分パテ処理後、寒冷紗貼の上、AEP塗装

モルタル面はクラック部分パテ処理後、寒冷紗貼の上、AEP塗装

PB面はビニールクロス貼

PB面はビニールクロス貼

一部、クラック部分パテ処理後、寒冷紗貼の上、AEP塗装

ビニールクロス張り替え

ボード下地の上、AEP塗装

木胴縁、石膏ボードt12　AEP

モルタル面はクラック部分パテ処理後、寒冷紗貼の上、AEP塗装

モルタル面はクラック部分パテ処理後、寒冷紗貼の上、AEP塗装

モルタル面はクラック部分パテ処理後、寒冷紗貼の上、AEP塗装

一部、クラック部分パテ処理後、寒冷紗貼の上、AEP塗装
ｻｻﾗ、蹴上:OP塗装　　ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ取付

階　段

タイルカーペット(NT350)t6.2

長尺塩ビシート撤去の上、タイルカーペット(NT350)t6.2

長尺塩ビシート撤去の上、タイルカーペット(NT350)t6.2

耐水PBt12.5 ビニールクロス貼

木胴縁、ラスカットボードt9.0、モルタル金ゴテ　目地切VP
目地分れ VP H=100

脱衣室:長尺塩ビシート　張り替え

既存タイル上、モルタル金ゴテの上、長尺塩ビシート

既存タイル上、モルタル金ゴテの上、長尺塩ビシート

石膏ボードt9.0　AEP

フレキシブルボードt6.0　目透かし　VP　910角

フレキシブルボードt6.0　目透かし　VP　910角

石膏ボードt9.0　AEP

石膏ボードt9.0　AEP

石膏ボードt9.0　ビニールクロス貼り(準不)

合板t3.0　(T.1)

木胴縁、ラスカットボードt9.0、モルタル金ゴテ　目地切VP

木胴縁、石膏ボードt12　AEP

木胴縁、石膏ボードt12　AEP

木胴縁、ラスカットボードt9.0、モルタル金ゴテ　目地切VP

木胴縁、ラスカットボードt9.0、モルタル金ゴテ　目地切VP

木胴縁、石膏ボードt12　AEP

モルタル金ゴテ下地、ラバークッション付、長尺縁甲板張りt12.5

タタミt60敷込、ケヤキ柄縁甲板張り

均しモルタル下地、ネダフォームt65

モルタル金ゴテ、長尺塩ビ系シート　t2.0(ヨウセツ止め)

モルタル金ゴテ、長尺塩ビ系シート　t2.0(ヨウセツ止め)

踏込：モルタル金ゴテ、長尺塩ビ系シート　t2.0(ヨウセツ止め)

踏込：モルタル金ゴテ、長尺塩ビ系シート　t2.0(ヨウセツ止め)

踏込：モルタル金ゴテ、長尺塩ビ系シート　t2.0(ヨウセツ止め)

長尺塩ビシート　t2.0　張り替え

モルタル金ゴテ、長尺塩ビ系シート　t2.0(ヨウセツ止め)

石膏ボードt9.0　ビニールクロス貼り(準不)木胴縁、石膏ボードt12、ビニールクロス貼り(準不)

長尺塩ビシート撤去の上、ロボフロアt5.0(アスワン㈱)

長尺塩ビシート撤去の上、タイルカーペット(NT350)t6.2

モルタル金ゴテ、長尺塩ビ系シート　t2.0(ヨウセツ止め)

一部天井補修の上、AEP塗装上塗り

AEP塗装上塗り

木胴縁、石膏ボードt12　AEP

長尺塩ビシート　t2.0　張り替え

モルタル金ゴテ、長尺塩ビ系シート　t2.0(ヨウセツ止め) 石膏ボードt9.0　AEP

レベルクリート下地タイルカーペット(NT350)t6.2

レベルクリート下地タイルカーペット(NT350)t6.2

縁甲板張り撤去の上、

縁甲板張り撤去の上、

モルタル金ゴテ下地、ラバークッション付、長尺縁甲板張りt12.5

モルタル金ゴテ下地、ラバークッション付、長尺縁甲板張りt12.5

デッキプレートに不燃性現場発泡ウレタンt20 水性アクリル塗装

デッキプレートに不燃性現場発泡ウレタンt20 水性アクリル塗装

天井撤去の上、天井表し　/　梁OP塗装

天井撤去の上、天井表し　/　梁OP塗装

石膏ボードt9.0　AEP　木製格子天井(一部)

石膏ボードt9.0　AEP　木製格子天井(一部)木胴縁、ラスカットボードt9.0、モルタル金ゴテ　AEP塗装

PB面はビニールクロス貼

石膏ボードt9.0　AFP木胴縁、石膏ボードt12　AEPモルタル金ゴテ、長尺塩ビ系シート　t2.0(ヨウセツ止め)

男子・女子便所

ベットルーム

ベットルーム

↓

↓

研修室

研修室・宿泊室

↓

↓

洗　面

廊　下

(階段)

渡廊下

シャワー室及び脱衣室

改 修 前

前　室

OP

OP

OP

OP

OP

長尺巻き上げ

長尺巻き上げ

長尺巻き上げ

OP

OP

OP

腰壁：磁器質タイル貼り H=1000　色分けライン

腰壁：磁器質タイル貼り H=1000　色分けライン

ビニールクロス張り替えビニールクロス張り替え

木製棚

トップライト部：アルミ製ルーバー60角(木柄)

ジュラク柄ビニールクロス貼り(準不)(界壁は小屋裏まで)

(界壁は小屋裏までモルタル金ゴテ仕上)

木胴縁、ラスカットボード＠9.0、モルタル金ゴテ　AEP

～
～

OP　H=100

木　製

雑巾摺り

タタミ寄せ

OP　H=100

木　製

OP　H=100

木　製

モルタル金ゴテ

100角タイル

磁器質

OP　H=100

木　製

OP　H=100

木　製

OP　H=100

木　製

OP　H=100

木　製

OP　H=100

木　製

OP　H=100

木　製

防水モルタル金ゴテ、塩ビ製スノコ敷込

１階

２階

押　入

廊　下

食　堂

シャワー室

磁器質タイル50角タイル貼り

磁器質タイル50角タイル貼り

天　　井壁巾　　木

男子便所

女子便所

リネン

室　　名 床

3,750

2,100

2,450

2,450

2,400

2,400

2,400

2,450

2,300

3,600

2,400

2,400

2,400

2,450

天 井 高

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 前

改 修 後

改 修 後

階

磁器質

100角タイル

内 部 仕 上 表

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO【既存宿泊棟】内部仕上表 -
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３ ８７５

３ ８７５

Ａ

Ｂ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

ぬれ縁

研修室ﾍﾞｯﾄﾙｰﾑ ﾍﾞｯﾄﾙｰﾑﾍﾞｯﾄﾙｰﾑ ﾍﾞｯﾄﾙｰﾑ

ﾘﾈﾝ室 ﾘﾈﾝ室

廊下

洗面

ｼｬﾜｰ室

男子便所 女子便所

食堂

ｼｬﾜｰ室

既存建物

４ ６

研修室

2,550 2,250 125 900 7,200

2,400 4,800 2,400 8,100

7,200 7,200 3,300

17,700

1,800 3,600 1,800 1,800 3,600 1,800 3,300

2,
10
0

1,
60
0

2
,0
0
0

1,
5
00

3
,6
0
0

3
,6
00

7
,2
00

1
,8
00

7
,2
00

1,
50
0

17
,7
0
0

6,100

1,500

1,
80
0

NOITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK1：100【改修前】1階平面図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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３ ８７５

Ａ

Ｂ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

３ ８７５４ ６

押入

押入

押入

押入

吹抜 吹抜 吹抜吹抜 物入 物入

研修兼宿泊室 研修兼宿泊室

1,
70
0

1
,7
00

1,
70
0

2,
10
0

5
,1
00

7
,2
00

1
,8
00

3
,6
0
0

3
,6
00

1,
50
0

900 4,500 1,800 900 4,500 1,800

14,400 3,300

90
0

60
0

6
00

900 900 900

2,400 4,800 2,400 4,800 3,300 900600

19,200

2,
10
0

1,
70
0

3
,4
0
0

1
,8
00

7
,2
00

1,
50
0

17
,7
0
0

6
00

6
00

60
0

60
0

1,
80
0

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【改修前】2階平面図・1階屋根伏図
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69.12ｍ2

66.662

41.04ｍ2

食
器
棚

食
器
棚

冷

41.04ｍ2

暖
炉

8.64ｍ2
8.64ｍ2

18.36ｍ2 16.20ｍ2

0912 0912

３ ８７５

ﾘﾈﾝ室

廊下

Ａ

Ｂ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

洗面 洗面

ベットルーム

３ ８７５４ ６

SK

0912 0912

食堂兼研修室

ﾘﾈﾝ室

(7人) (7人)

ラウンジ TVTV
シャワー室 シャワー室

荷物置き場
貴重品
ロッカー

荷物置き場

ロッカー

W1,200
庇

渡り廊下

ベットルーム

男子便所 女子便所

手摺追加手摺追加

手摺追加

1,800 3,600 1,800 1,800 3,600 1,800 3,300

2,
1
00

1,
6
00

2,
00
0

1
,5
0
0

3,
6
00

3,
60

0

7,
20

0
1,

80
0

7,
20

0
1
,5

00

1
7,

70
0

1,
80
0

2,550 2,250 125 900 7,200

2,400 4,800 2,400 8,100

7,200 7,200 3,300

17,700

500

1,000

増築部(東側)

54.818
既存 宿泊棟(1階)

増築 宿泊棟

19.69㎡27.69㎡

前室

ﾍﾞｯﾄﾞﾙｰﾑ ﾍﾞｯﾄﾞﾙｰﾑ

1818洗面所
脱衣

WC

洗面所
脱衣

収納

WC

収納

1818

(6人) (4人)

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ

：壁付け扇風機 取付位置

品番・・SF-W151/siroca(仮)

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

2
,1

00

2,125 1,060

1,215

1
,3

65

2,125 1,060

910 1,215 910

6,370

10
,9

20

1
,8

20
7,

00
0

4,
72

5
91

0
1,

82
0

2,
10

0

1,510

Y3

Y2

Y1

X1 X2 X3

450
450

450 450

1,300

3,185

6,370

3,185

㎡271.053

㎡

増築部(東側) 面積

大屋根　面積

㎡

㎡

既存建物(2階) 面積

既存棟 延床面積

77.640

348.693

㎡

㎡

199.14

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【改修後】1階平面図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）

D-51

既存建物(1階) 面積

増築部(西側) 面積

N



27.54㎡ 27.54㎡

Ｇ

Ｆ

Ｄ

３ ８７５

吹抜 吹抜 吹抜吹抜 物入物入

Ｂ

Ｃ

３ ８７５４ ６

(5人)

ベッドルーム

(5人)
ベッドルーム

Ａ

荷物置き場 荷物置き場
ロッカー ロッカー

貴重品貴重品

手摺追加 手摺追加

90
0

6
00

60
0

900 4,500 1,800 1,800

14,400 3,300

2,
1
00

1
,7

00
3,

40
0

1,
80

0
7,

20
0

1
,5

00

1
7,

70
0

60
0

60
0

60
0

60
0

5,400

900 900 900

2,400 4,800 2,400 4,800 3,300 900600

19,200

3,
6
00

3,
60

0
1
,5

00

1
,4

65
81
0

1,
80
0

既存 宿泊棟(2階)

：壁付け扇風機 取付位置

品番・・SF-W151/siroca(仮)

●

● ● ● ●

● ●

● ● ● ●

Y1

Y3

450 450 450 450

6,370600 1,820

600

60
0

10
,4
6
5

90
0

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【改修後】2階平面図・1階屋根伏図
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N



XPN

宿泊棟

手摺

物置3台
LMDS-2215-BM/株式会社ヨドコウ

手摺

手摺

野外活動スペース

屋
根

ラ
イ

ン

手摺

流し台4台
BSM1-156L/株式会社ﾏﾙｾﾞﾝ

XPN

庇
W1,200

屋根ライン

手摺追加
1,500

600

800

2
,4

00

帳場

下足箱

増築 活動スペース

増築 管理棟

4.97ｍ2

5.35ｍ2

13.04ｍ2

2.28ｍ2

廊下

洗

男子
便所

洗濯室
ｼｬﾜｰ

冷ＷＣ

前室

洗

玄関

管理人室

渡り廊下

便所
女子

1,720

1,500

1,500

1,720

3,220 7,280 300

10,500 1,100

1,550 10,500

15
,
00

0
1,

5
00

1,550 900

14,500 7,
00

0

1,150

6,300 6,500

1,625 1,625

2,
4
00

1,
55

0

1,820 1,365

1,
82

0

1,
06

0
1
,6

70 2,
7
30

7,
73
5

3
,1
8
5

2,
12

5
1
,0
6
0

7,280

3,185 4,095

1,970 1,215

1,100 2,085

3,185 4,095

7,280

450

450

450

6,
07
0

800

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【改修後】増築部分平面図
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増築 宿泊棟 増築 管理棟渡り廊下既存 宿泊棟 活動スペース

OPEN

ｽﾛｰﾌﾟ

３ ４ ５ ６ ７ ８

X1 X3

XPN

60
0

9
,5

00

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：150【改修後】全体立面図

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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床

巾　木

壁

天　井

備　考

ベッドルーム（7人）

縁甲板張り撤去の上、

レベルクリート下地タイルカーペット(NT350)t6.2

既存木製H=100　OP塗装

モルタル面はクラック部分パテ処理後、寒冷紗貼の上、AEP塗装

天井撤去の上、天井表し　/　梁OP塗装

デッキプレートに不燃性現場発泡ウレタンt20 水性アクリル塗装

カーテン(備品)

カーテンレール、セキュリティボックス、壁掛け扇風機(各個室)

開口寸法 開口寸法 開口寸法

W411 H520 D280

３ ５

５ ３

Ａ

折り畳みテーブル

杉90×90 OS拭き取り

新規建具

木製ルーバー撤去

既存建具

木下地、
PB12.5+ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

木下地、
PB12.5+ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

貴重品ロッカー直付け 下地補強

３ ５

Ｂ

Ａ

ポリウレタン塗装
700×270×30

折り畳みテーブル

ﾘﾈﾝ室

ベットルーム

41.04ｍ2

(7人)

貴重品

ロッカー

シングルベット

カーテンレール

荷物置き場

610 610 610

1,
44

0

1,
44

0

7,200

2,250 2,700 2,250

2
,1

50

2,
15

0
2
50

2,
40

0

700 200

2
70

7,200

2,250 2,700 2,250

5,700

3,600 2,100

2,
15

0
1
50

2
,3

00

1
,4

20

1
,4

20
1
,4

20

1
,4

20

1
,4

2
0

1
,4

20

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：50【既存宿泊棟】展開図1

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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床

巾　木

壁

天　井

備　考

男子・女子便所

(洗面部分)長尺塩ビシート　t2.0　張り替え

既存タイル上、モルタル金ゴテの上、長尺塩ビシート

長尺巻き上げ H=100

既存下地処理の上化粧シート貼

フレキシブルボード撤去の上、化粧石膏ボード貼

(洗面)既存石膏ボード撤去の上、化粧石膏ボード貼

ミラー600×1,600

ミラー600×2,000

洗面 洗面

男子便所 女子便所

16.20ｍ218.36ｍ2

SK

1
,1

00

Ｃ Ｄ Ｆ

４ ５ ４ ５

ＣＦ

新規建具ステンレスH.L. t0.6mm加工

ミラー2,000×600

ミラー1,600×600

Ｆ

４ ５

Ｄ

Ｃ

3,600 3,600

7,200

4,800

2,550 2,250

4,800

2,550 2,250

10
0

2
,4

0
0

2
,4

0
0

2,
40

0

2,
40

0

5,760 5,760

11,520

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：50【既存宿泊棟】展開図2

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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床

巾　木

壁

天　井

備　考

シャワー室

既存撤去後　シャワーブース

脱衣室:長尺塩ビシート　張り替え

ソフト巾木 H=100

耐水PBt12.5 ビニールクロス貼

フレキシブルボード撤去の上、化粧石膏ボード貼

ミラー1,200×900

シャワーユニット 0912

シャワー室

8.64ｍ2

8.64ｍ2

09120912 09120912

シャワー室

３ ４

３４ ５ ６

５６

ＤＣ

ＤＣ
化粧鏡 W1,200×H900

化粧鏡 W1,200×H900

４３ ５ ６

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

アンダーカウンター式洗面器

2,400 3,600

2,400 2,400

3,600 2,400

2
,4

0
0

2
,4

0
0

2,
40

0

2,
40

0

2,
40

0

2,
40

0

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：50【既存宿泊棟】展開図3
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ビニールクロス張り替え

床

巾　木

壁

天　井

備　考

食堂

長尺塩ビシート撤去の上、ロボフロアt5.0(アスワン㈱)

既存木製H=100　OP塗装

ビニールクロス張り替え

キッチンカウンター新設

暖炉 新設

建具既存利用 (改修後)塗装仕上げ

カーテンレール

カーテンレール

カーテンレール

６ ７ ８

ＣＤＦＧ

Ｃ Ｄ Ｆ Ｇ

６７８

６ ７ ８

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

69.12ｍ2

食
器
棚

冷

食
器
棚

暖
炉

700L
冷蔵庫食器棚 食器棚

ラウンジ

食堂

900 3,900 3,300
8,100

2,
30

0
1
,3

00
3,

60
0

2,
3
00

1,500 3,600 3,600
8,700

2,
30

0
2,

30
0

1
,3

00
3
,
60

0

3,300 4,800
8,100

3,600 3,600 1,500
8,700

扉：メラミン化粧板

金物：隠し丁番

プッシュ式

合板12.5mm

御影石t30mm

キッチンカウンター詳細図 1/20

可動式棚板

7
50

5
0

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：80【既存宿泊棟】展開図4
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床

巾　木

壁

天　井

備　考

ベッドルーム（5人）

ネダフォーム撤去の上、乾式２重床の上、合板t12.0

タイルカーペット(NT350)t6.2

ソフト巾木 H=100

ビニールクロス張り替え

ビニールクロス張り替え　一部換気扇部分フラット壁必要

セキュリティボックス、壁掛け扇風機(各個室)

(5人)

27.54㎡

ベッドルーム

荷物置き場
ロッカー
貴重品

開口寸法

開口寸法開口寸法開口寸法開口寸法

Ｂ Ａ Ａ Ｂ

３

３

折り畳みテーブル 新規建具

貴重品ロッカー直付け 下地補強
W411 H400 D280

３

Ｂ

Ａ

ポリウレタン塗装
700×270×30

折り畳みテーブル

シングルベット

既存建具2箇所 撤去(壁塞ぐ)

610

610610610610

5,100

5,400

2
,1

00

3
,7

50
8
0

3,
83

0

3
,7

50

5,400

2
,1

00

5,100

700200

2
70

700

2
70

50

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：50【既存宿泊棟】展開図5

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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0912 0912

シャワー室
8.64ｍ2

３ ８７５

1,800 3,600 1,800 1,800 3,600 1,800 3,300

ﾘﾈﾝ室

廊下

2,
10
0

1,
60
0

2
,0
0
0

1,
5
00

3,
60
0

3
,6
00

7
,2
00

1
,8
00

7
,2
00

1,
50
0

17
,7
0
0

男子便所 女子便所

洗面 洗面

18.36ｍ2 16.20ｍ2

ベットルーム

41.04ｍ2

8.64ｍ2

ラウンジ

69.12ｍ2

食
器
棚

食
器
棚

冷

既存建物(1階)

増築部(東側)

2,550 2,250 125 900 7,200

2,400 4,800 2,400 8,100

7,200 7,200 3,300

17,700
３ ８７５４ ６

41.04ｍ2

SK

0912 0912

シャワー室

食堂兼研修室

ﾘﾈﾝ室

ベットルーム

貴重品
ロッカー

貴重品
ロッカー

荷物置き場 荷物置き場

(7人) (7人)

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｂ

Ｃ Y3

Ａ

XPN

XPN

既存

既存既存既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存 既存

TB

1
TB

2

既存

1 2 1 既存

3 3

2

AD

既存既存

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

1

WD WD WD WD

WD

WD

WD

WD

WD WD

WD

WD

WD

WD

WD

WD

WD WD

WD

WD

建具

建具建具建具

建具

建具

建具

建具

建具

建具 建具

建具
建具

建具建具

※Ｗ寸法は
現場合わせ

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【既存宿泊棟】新規_1階建具キープラン
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３ ８７５

吹抜 吹抜 吹抜吹抜 物入

900 4,500 1,800 1,800

14,400 3,300

2,
10
0

1,
70
0

3
,4
0
0

1
,8
00

7
,2
00

1,
50
0

17
,7
0
0

6
00

6
00

60
0

60
0

1,
80
0

物入

5,400

既存建物(2階)

３ ８７５４ ６

900 900 900

2,400 4,800 2,400 4,800 3,300 900600

19,200

(5人)

ベッドルーム

27.54㎡

(5人)
ベッドルーム

27.54㎡

荷物置き場 荷物置き場
ロッカー ロッカー

貴重品貴重品

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｂ

Ｃ Y3

Ａ

既存既存

既存既存

4 4

5

5

5 5 5 5

5

5 5 5

WD WD WD WD

WD
WD

WD WD WD WD

WD
WD

建具建具

建具建具

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【既存宿泊棟】新規_2階建具キープラン
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リクシル室内ハンガー金物 同等品 リクシル室内ハンガー金物 同等品 リクシル室内ハンガー金物 同等品リクシル室内ハンガー金物 同等品

アルミ（カラー）

70㎜

引違ドア

衝突防止マーク

ドアハンドル、サムターンシリンダー錠（マスターキー）

付属金物一式（ﾏｽﾀｰｷｰ：WD-1，2箇所対応）

強化ガラス6+A12+LowE3

2,
00

0

1,600

1

1 2 3 4

AD

WD WD WD WD

メラミン化粧合板

36mm

型板ガラスt4

木製片引きハンガードア

有効開口

メラミン化粧合板

36mm

型板ガラスt4

木製片引きハンガードア

有効開口

メラミン化粧合板

36mm

型板ガラスt4

木製片引きハンガードア

有効開口

メラミン化粧合板

36mm

型板ガラスt4

木製片引きハンガードア

有効開口

シリンダー錠、その他付属金物一式 シリンダー錠、その他付属金物一式表示錠、その他付属金物一式 その他付属金物一式

引手、半自動、 引手、半自動、 引手、半自動、 引手、半自動、

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

記号/場所・個数

▽FL

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

記号/場所・個数

▽FL

シャワー室　２ 洗面　２ １階ベットルーム　２ ２階ベットルーム　２

廊下　１

※Ｗ寸法は現場合わせ

2,180

2
,1
9
6

2,
00

0
19

6

25 252525 900130(引残し)900130(引残し)

2,180

2
,1
9
6

2,
00

0
19

6

900130(引残し)

2,180

2
,1
9
6

2,
00

0
19

6

900130(引残し)

2,180

2
,1
9
6

2,
00

0
19

6

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【既存宿泊棟】新規_建具表1
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リクシル室内ハンガー金物 同等品

120

TB

1

TB

2

5

WD

メラミン化粧合板

36mm

木製片引きハンガードア

有効開口

サムターンシリンダー錠、その他付属金物一式

ガラリ、ロック、引手、半自動、

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

備　　考

金　　物

硝　　子

見　　込

材質・仕上

形　　式

姿　　図

記号/場所・個数

記号/場所・個数

▽FL

▽FL

男子便所　１ 女子便所　１

ベットルーム　２４

130(引残し) 610 25

2
,1

96

2,
00

0
19

6

1,600

60
1,

92
0

20

2,
00

0

60
1,

92
0

20

2,
00

0

20
1,

92
0

1,
90

5
15

60

2,
00

0

900

60
1,

92
0

20

2,
00

0

20
1,

92
0

950 600 950 600

1,550 1,570

20
120

1,
90

5
15

60

2,
00

0

3,240

×2×2

トイレブース

メラミン化粧合板

SUS巾木

40mm

トイレブース

メラミン化粧合板

SUS巾木

グレビティーヒンジ、帽子掛、頭ツナギ、表示錠

40mm

グレビティーヒンジ、帽子掛、頭ツナギ、表示錠

その他付属金物一式　サニティTB-GPRタイプ同等品 その他付属金物一式　　サニティTB-GPRタイプ同等品

600 600 950 600 830 20

800 1,550 1,550

3,900

20
100 220

2,093

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【既存宿泊棟】新規_建具表2
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軒先(改修前 ) 本棟 (改修前 )

本棟 (改修後 )ケラバ (改修後 )軒先(改修後)

ケラバ (改修前 )

450

2
2
0

ﾓﾙﾀﾙ壁

付柱

50

瓦棒

棟包み(撤去)

2
0

20

150

5
0

322

2
2
0

2
0

②
①

⑤

450

3
0

450

3
0

4
2

3
0

4
2

3
0

1
7
0

③

23
20

④

⑨

⑩

野地板t12

雪止め(撤去)

瓦棒葺 W450： ｶﾗｰ鋼板t0.4

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

10

4.0

ｹｲｶﾙ板 (撤去 )
住宅用塩ﾋﾞ樋 (撤去)

鼻隠し板(撤去 )

有孔ｹｲｶﾙ板 (撤去)

鼻隠し板 (撤去)

2
2
0

3
0

1
2

野地板 t12

瓦棒葺  W450： ｶﾗｰ鋼板t0.4

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

1
2

破 風板(撤去 )

ｹｲｶﾙ板 (撤去)

1
2

野地板 t12

瓦棒葺  W450： ｶﾗｰ鋼板t0.4

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg
10

4.0

10

4.0

②  軒先唐草： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

③  軒先水切り：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

④  鼻隠し板包み： ｶﾗｰGL鋼板 t0.4

⑤  鼻隠し板 30x220

⑦  軒樋：ｶﾗｰGL鋼板t0.5

⑧  軒樋 ｶﾊﾞｰ： ｶﾗｰGL鋼板t0.5

⑨  下端 ｶﾊﾞｰ： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

⑩  ﾄﾞﾚﾝ： ｶﾗｰGL鋼板75φ

⑪ 竪樋：ｶﾗｰGL鋼板75φ

⑥ 高強度樋受金具：亜鉛 ﾒｯｷｽﾃﾝﾚｽ @450

①  軒先補強： GL鋼板t1.0

⑦

⑥

⑧

1
2

雪止ｱﾝｸﾞﾙ： L-50X50X4(ﾄﾞﾌﾞﾒｯｷ)
受金具 @900

10

4.0

嵌合式瓦棒葺  W450： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt1.0 粘着ﾀｲﾌﾟ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ断熱材：XPS 3種 b t30

既存瓦棒葺 W450： ｶﾗｰ鋼板 t0.4

既存ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

既存野地板t12

ｹｲｶﾙ板

⑪

2
2
0

破 風板包み：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

ｺｰｷﾝｸﾞ

16

窯業系 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt16

30

71

4
2

3
0

通し吊子： GL鋼板t0.5

2022
1
2

▽

5

付胴縁 @450

新規破風板

450450450

嵌合式瓦棒葺 W450： ｶﾗｰGL鋼板 t0.4

改質 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt1.0 粘着ﾀｲﾌﾟ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ断熱材： XPS 3種 b t30

既存瓦棒葺  W450： ｶﾗｰ鋼板t0.4

既存 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

既存野地板 t12
ｹﾗﾊﾞ補強：GL鋼板t1.0

ｹﾗﾊﾞ唐草：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

3
5

5
0

透湿防水ｼｰﾄ

既存ﾓﾙﾀﾙ壁

既存付柱

嵌合式瓦棒葺  W450： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt1.0 粘着ﾀｲﾌﾟ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ断熱材：XPS 3種 b t30

既存瓦棒葺 W450： ｶﾗｰ鋼板 t0.4

既存ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

既存野地板t12

棟包み： ｶﾗｰGL鋼板 t0.4

下地：GL鋼板t1.0

1
2

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：5【既存宿泊棟】屋根詳細図-1

既存ｹｲｶﾙ板

ｶﾞﾗｽｳｰﾙ24K t=100

現場発泡ｳﾚﾀﾝ25m/m

D-68
芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



段差部(改修前)

段差部 (改修後 ) 壁取合い(改修後 )

壁取合い(改修前 ) 片棟(改修前 )

片棟 (改修後 )

本谷 (改修前 )

本谷 (改修後 )

2
0

120

20

5
0

雨押え

付桁

排煙窓

ｺｰｷﾝｸﾞ(撤去 )

2
2
0

3
0

3
0

4
2

3
0

4
2

3
0

23
20

3
0

1
2

破風板(撤去 )

3
0

3
0

4
2

野地板t12

雪止め(撤去 )

瓦棒葺 W450： ｶﾗｰ鋼板 t0.4

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

10

4.0

1
2

雨押え(撤去)

1
2

▽

付柱

1
2

10

4.0

野地板 t12

瓦棒葺  W450： ｶﾗｰ鋼板t0.4

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

野地板t12

瓦棒葺 W450： ｶﾗｰ鋼板 t0.4

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

10

4.0

本谷：ｶﾗｰ鋼板t0.4

野地板 t12

瓦棒葺  W450： ｶﾗｰ鋼板t0.4

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

3
0

1
2

ｹｲｶﾙ板 (撤去)

破風板(撤去)

有孔 ｹｲｶﾙ板 (撤去)

10

4.0

軒先補強：GL鋼板t1.0

軒先唐草：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

1
2

軒先水切り：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

雨押え：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

下地：GL鋼板t1.0

1
2

※注意！ 施工に先立っては改めて現地調査の上詳細決定のこと

片棟水切り：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

破風板包み： ｶﾗｰGL鋼板 t0.4

30

5
0

新規破風板

20
23

10

4.0

片棟唐草： ｶﾗｰGL鋼板 t0.4

片棟補強：GL鋼板 t1.0

1
2

新規本谷：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

雪止 ｱﾝｸﾞﾙ： L-50X50X4(ﾄﾞﾌﾞﾒｯｷ)
受金具  @900

嵌合式瓦棒葺 W450： ｶﾗｰGL鋼板 t0.4

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt1.0 粘着ﾀｲﾌﾟ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ断熱材： XPS 3種 b t30

既存瓦棒葺  W450： ｶﾗｰ鋼板t0.4

既存ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

既存野地板 t12

嵌合式瓦棒葺 W450： ｶﾗｰGL鋼板 t0.4

改質 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt1.0 粘着ﾀｲﾌﾟ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ断熱材： XPS 3種 b t30

既存瓦棒葺  W450： ｶﾗｰ鋼板t0.4

既存 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

既存野地板 t12

2
2
0

3
0

4
2

1
2

新規ｹｲｶﾙ板

嵌合式瓦棒葺  W450： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt1.0 粘着ﾀｲﾌﾟ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ断熱材：XPS 3種 b t30

既存瓦棒葺 W450： ｶﾗｰ鋼板 t0.4

既存ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

既存野地板t12

ふかし木下地

水切り： ｶﾗｰGL鋼板 t0.4

排煙窓

2
0

付柱切込み、水切り差込みの ｺ－ ｷﾝｸﾞ

4
2

3
0

10

4.0

▽

付柱

新規 ｺｰｷﾝｸﾞ

雨押え：ｶﾗｰGL鋼板t0.4

下地：GL鋼板t1.0

1
2

嵌合式瓦棒葺  W450： ｶﾗｰGL鋼板t0.4

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt1.0 粘着ﾀｲﾌﾟ

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ断熱材：XPS 3種 b t30

既存瓦棒葺 W450： ｶﾗｰ鋼板 t0.4

既存ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

既存野地板t12

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：5【既存宿泊棟】屋根詳細図-2
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ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO外構図 1：300

庇

薪
棚

薪
割

西側 増築建物

既 存 建 物

東側 増築建物

活動スペース

FL+50

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

757.68

制御盤

柳沢橋

汚

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

支

支

支

空( )

Co

記念碑

記念碑

759.08

759.15

751.87

752.32

752.82

753.95 754.45

754.01

753.93

754.11
754.32

755.16755.07

757.75

759.21

761.05 762.06

763.31

762.93
761.90

761.69
760.81

761.06

761.03

759.07

756.66

756.53
756.21

755.93

755.38

756.83

757.39

756.97

757.43

757.49

756.37
756.54

756.41

757.16

757.45

757.47

757.06
756.95

757.44

757.40

754.92
754.94

754.87754.96754.90

754.88
754.84 754.85

754.66

754.46

754.96

754.97

754.89

754.93

754.64

755.06754.67

754.99

755.98

754.79

759.40

756.83

757.36

760.96

755.00

755.04

754.56

754.58

762.15

761.88

762.84

751.82
753.44

753.36

754.89

750.50

750.46

750.51

752.40

751.37

750.81

748.62

750.77

763.98

道

758.23

756.59

754.26

M

四等
三角点

支

756.92
FL-1,080

FL±0

2
,5

00

7,000

1 2

2

4

5

3

1
2

3

7

FL±0

759.15

6

6

P

6

整地

物置基礎

石垣嵩上げ

■ 外 構 工 事 リ ス ト

1

2

1

2

3

4

5

8

9

10

6

7

■ 撤 去 工 事 リ ス ト

桜3本 撤去

庇 撤去

物置 撤去

11

12

13

整地

整地3

4

5

6

7

8

ﾌｪﾝｽ新設

看板新設

ｺﾝｸﾘｰﾄ高さに合わせて石垣嵩上げ

ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上げ

W2,500×H900 既存基礎使用

新設ﾌｪﾝｽ(≒70m):格子ﾌｪﾝｽH1,500 独立基礎

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃt120mm 溶接金網6φH100mm 物置固定

盛土の上、砂利敷t50mm整地(砂場)

FL+40

FL±0

FL±0
757.44

FL±0

FL±0

FL±0≒758.00

ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上げt150  D13縦横@200

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去の上、ｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げt150 D13縦横@200

D-70

金網ﾌｪﾝｽ≒10m 撤去

ﾌｪﾝｽ≒70m・基礎共 撤去

伐採木 撤去

電灯3台 撤去

ﾎﾟｰﾙ1本 撤去

4

4

4

6

7

7

7
8

既存ｻｲﾝ 撤去

9

5

M

M

M

M

10

10

12

13

14

9

15

木新設

イロハモミジ H=5,000 ※添木共木新設

ヤマボウシ H=5,000 ※添木共

⑧850φ、⑨1,100φ ウッドチップ敷

8 9

10

既存浄化槽 撤去

11

11

山留め

整地

浄化槽山留め

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）







３ ８７５

３ ８７５

Ａ

Ｂ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

ぬれ縁

研修室ﾍﾞｯﾄﾙｰﾑ ﾍﾞｯﾄﾙｰﾑﾍﾞｯﾄﾙｰﾑ ﾍﾞｯﾄﾙｰﾑ

ﾘﾈﾝ室 ﾘﾈﾝ室

廊下

洗面

ｼｬﾜｰ室

男子便所 女子便所

食堂

ｼｬﾜｰ室

既存建物

４ ６

研修室

N

食堂内家具・冷蔵庫等 撤去

ステンレス流し台 撤去

①間仕切り壁 撤去 ③サッシ 撤去

②②

③③③③

① ① ①

④ベット 撤去

④

④

④

④

④

④

④

④

床：ﾗﾊﾞｰｸｯｼｮﾝ付長尺縁甲板貼t12.5mm　撤去

⑤既存男子便所・女子便所

①

⑤⑤

天井・床・壁　全て撤去

※洗面台一式　撤去

床：塩ﾋﾞ製ｽﾉｺ敷込、長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0mm　撤去

※手洗い、便器、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ　撤去

②既存研修室・ﾍﾞｯﾄﾙｰﾑ

⑦

⑧⑧

⑦既存シャワー室

⑥入口壁・扉　撤去

⑨既存洗面室

⑦

・建具の網戸、ｶﾞﾗｽ　撤去

【共通】

天井：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5mm、木製格子　撤去

⑨

⑥ ⑥

※手洗い、ｶｰﾃﾝ、ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ、棚　撤去

⑧間仕切り壁　撤去

サッシ　撤去

壁：(腰壁H=1,000)磁器質100角ﾀｲﾙ貼　撤去

天井：フレキシブルボードt6.0　撤去

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【既存宿泊棟】内部撤去図 (1階)

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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３ ８７５

Ａ

Ｂ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

３ ８７５４ ６

押入

押入

押入

押入

吹抜 吹抜 吹抜吹抜 物入 物入

研修兼宿泊室 研修兼宿泊室

N

⑫

⑪ ⑪

⑬ ⑬

⑫ｻｯｼ　撤去

⑩既存研修室・宿泊室

床：ﾈﾀﾞﾌｫｰﾑt65.0mm、畳t60.0mm敷込　撤去

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼　撤去

天井：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼　撤去

⑪押し入れ　撤去

⑬吹抜：木製ﾙｰﾊﾞｰ　撤去

⑭床の間　撤去 ⑭ ⑭

⑩⑩

⑮建具撤去　撤去

⑫

⑮ ⑮

・建具の網戸、ｶﾞﾗｽ　撤去

【共通】

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：100【既存宿泊棟】内部撤去図 (2階)

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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野外活動

８

３

N

支

記
念
碑

記
念
碑

道路境界線

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

道路

道路

支

支

隣
地
境
界
線

フ
ェ
ン
ス
位
置

庇

4,080

物置3台

活動スペース

手摺

フェンス位置

5.5×3.5

5.5×3.5

テント張スペース

薪割

スペース

5.5×3.5

薪棚

増築管理棟

既存宿泊棟

X1 6,
37
0

10,970

Y3

X3

10,920

Y1

増築宿泊棟

17
,7
00

1,
51
0

4,
36
0

1,
47
0

：床斫り範囲

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：250土間斫り範囲図(配置図)

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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CHECK NO

●

●

●

基礎・基礎梁

基礎梁19

●

孔内水位

調査地番

位置図

支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

近隣デ－タの調査地番と

設計地番とは約　　ｍの距離

がある

備考

建設地

1

10

2

3

4

5

6

7

8

9

11

12

13

14

15

16

17

18

19

2.80

深 Ｎ 標準貫入試験土　質
度 値

モエン大壁工法

Ｘ方向ル－ト　3－（  ） Ｙ方向ル－ト　3－（  ）

構 造 設 計 標 準 仕 様
●適用は　　印を記入する。

1．建築物の構造内容 3．地　盤

(1) 工事名称
(1) 地盤調査資料建築場所

有 ( 敷地内 近隣) ボ－リング調査 平板載荷試験 水平地盤反力係数の測定●

液状化判定 現場透水試験 土質試験

無 （調査予定 有 無）

(2) 地盤調査計画

水平地盤反力係数の測定ボ－リング調査 静的貫入試験 標準貫入試験

土質試験 物理深査 平板載荷試験 試験掘（支持層の確認）

（基礎・杭の位置を明記する）(3) ボ－リング標準貫入値、土質構成

＊但し、Rグレード工場による場合、
・横向き姿勢によるF.P溶接部のUT検査は全数とする。

門塀 擁壁

増築計画 有 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 無(10) ●

(11)構造計算ル－ト

2．使用構造材料
＊

(1) コンクリ－ト

品質基準強度 調合管理強度設計基準強度 所要空気量スランプ適用箇所 種　類 cmＦｃ＝Ｎ／mm2 Ｆｑ＝Ｎ／mm2 Ｆｍ＝Ｎ／mm2 （%）
18普通捨 コ ン ク リ － ト 18Ｎ 18Ｎ 18Ｎ●

15普通 4.521Ｎ 21Ｎ 21Ｎ土間コンクリ－ト ●

15普通基礎・基礎梁 21Ｎ 21Ｎ 21Ｎ+S 4.5●

普通

普通

普通、 軽量

普通、 軽量

混 和 剤 AE減水剤

材齢 （　 28日 56日● ● ）呼び強度を保証する材齢、養生

養生 （　 現場封かん 現場水中● ● ）標準

● 単位水量は185㎏/ｍ3以下、単位セメント量は270kg/ｍ3以上とする
● 主要構造部、水セメント比は65％以下とする。

● (JASS5（2015年版）)調合管理強度 Ｆｍ＝Ｍａｘ（Ｆｃ，Ｆｄ）＋Ｓ Ｓ＝３～６

材齢２８日の調合強度Ｆは下記の両式を満足するものとする。

Ｆ≧Fｍ＋1.73σ　　　F≧0.85Fｍ＋3σ

(2) コンクリ－トブロック（ＣＢ）

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚 100 120 150 190

(3) 鉄　筋
種　　類 径 使用箇所 継手工法

重ね継手SD295A ●● D16以下 基礎・基礎梁

D16以下SD295B
異形鉄筋

ガス圧接継手SD345● D19以上 基礎・基礎梁 ●

4．地業工事D19以上

特殊継手高強度せん断補強筋

( ) (1) 直接基礎SR235丸　　鋼

●ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験堀 有 無溶接金網(JIS G 3551)

(4) 鉄　骨 載荷試験 有 無

種　　類 使用箇所 現場溶接 備　　考 (2) 杭基礎 支持層－　
鉄骨部材リスト有 無SS400 SM400 SN400B ●

杭　　種 材　　料 施 工 法 備　考
有 無SS400 SM400 SN400A.B.C ●●

）ＲＣ ＰＲＣ PRC （ Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 打ち込み有 無SM490A SN490B SN490C
国住指第　　-　号（ＰＨＣ Ｈ鋼 PHC Ａ種 Ｂ種 Ｃ種） 埋込み（プレボーリング根固め工法）有 無STKR400 STKR490 STK400 ●

建設省阪住指発　　号鋼管 摩擦杭 鋼材 　　　　　　ＳＳ400 ＳＫＫ400 ケーシング併用ケムン工法有 無●
　　 　　

（鋼管コンクリート　　　 　　　　　　SC SC80 SC105　 ） 　年　　月　　日有 無●SM490A SN490B SN490C 　　
SKK400　 SKK490　（ ）

有 無●SM490A SN490B SN490C
拡底杭場所打ち コンクリ－トＦｃ＝　　　Ｎ／mm2 オ－ルケ－シング 拡底杭鉄骨部材リスト有 無胴縁SSC400● ●
日本建築センタ－認定

スランプ＊使用箇所の詳細については別途詳細図による。 コンクリ－ト杭 リバ－スサ－キュレ－ション
　　第　　　　　号(5) ボルト

セメント量　　　　　　ｋＮ／m3　　　
ア－スドリル ミニア－ス 　　年　　月　　日● 高力ボルト ＊締付けが困難な箇所は、JIS形高力ボルト(F10T)を用いる

鉄　　筋　　　　主　筋 ＳＤ ＢＨ 深礎 手掘● ● ● ●普通:Ｆ10Ｔ　　特殊:Ｓ10Ｔ　　 認定品(　　　Ｍ12 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24)
　ＨＯＯＰ ＳＤ高力ボルトすべり係数試験 　要 　否● 機械掘ボルト（4.6)：JISB1051 ｛

Ｍ　12　　Ｍ　 高力ボルト導入張力確認試験 　要 　否 杭施工結果報告書杭仕様 施工計画書承認
● アンカ－ボルト

試験杭 （ 有・ 無） （ 打ち込み・ 載荷・　　埋込み　・　　埋込み根固め）

杭符号杭径（㎜） 長期設計支持力（KN/本） 杭の先端の深さ（ｍ） 本数 特記事項

頭付きスタッド

φ＝16　　   Ｌ＝　80mm　　　　使用箇所(　柱　　大梁　　小梁)＠300

φ＝ 19　　　Ｌ＝　80mm　　　　使用箇所(　柱　　大梁　　小梁)＠250
異形スタッド

（KSD490D)φ＝16　　   Ｌ＝　　　　　㎜　使用箇所(　柱　　大梁　　小梁)

(6) 屋根、床、壁
デッキ合成スラブＡＬＣ版　　　厚 50 、100、125、150

　　　

窯業系サイディング　　厚　16
　　　　　　

　　　　　　アイルーフ75　t1.0 GL鋼板型枠用デッキプレ－ト　　型式　　厚
　　　

特記なき限り、下記による

(3) 型　枠
5．鉄筋コンクリ－ト工事

表9.7　型枠存置日数 昭和46年建設省告示第110号（昭和63年改正建設省告示第1655号）
本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が

種 類 せ　き　板 支　　柱(1) コンクリ－ト 36Ｎ／ｍｍ2以下に適用し、鉄筋の材質はSD390以下に適用する。
部 位 基礎、梁側、柱、壁 スラブ下、梁下 スラブ下 梁下

● コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし､施工に関してはJASS5(2015)による。
セメント 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト● 短期 標準 長期 超長期耐 久 設 計 基 準 強 度  Ｆ ｄ

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントの種類
● セメントは､ＪＩＳ Ｒ5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。 普通ポルト

高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント ランドセメント● 調 合 計 画 は ､工 事 開 始 前 に 工 事 監 理 者 の 承 認 を 得 る こ と 。
Ａ種 Ａ種 Ａ種

高炉セメント
● 寒 中 ､暑 中 ､そ の 他 特 殊 コ ン ク リ － ト の 適 用 を 受 け る 期 間 に 当 る 場 合 は ､調 合 ､打 存置期間 Ａ種シリカセメント シリカセメント シリカセメント

の平均気温 シリカセメントＡ種 Ａ種 Ａ種ち 込 み ､養 生 ､管 理 方 法 な ど 必 要 事 項 に つ い て ､工 事 監 理 者 の 承 認 を 得 る こ と 。
Ａ種

● フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ － ト の 塩 化 物 測 定 は ､原 則 と し て 工 事 現 場 で （ 財 ） 国 土 開 発 技 コンク 15℃以上 ２ ３ ４ ６ ８ １７ ２８
術 セ ン タ ー の 技 術 評 価 を う け た 測 定 器 を 用 い て 行 い ､試 験 結 果 の 記 録 及 び 測 定 器 リート

5℃～15℃ ３ ５ ６ １０ １２ ２５ ２８の材令の 表 示 部 を 一 回 の 測 定 ご と に 撮 影 し た 写 真 （ カ ラ － ） を 保 管 し 承 認 を 得 る 。
(日) 5℃未満 ５ ８ １０ １６ １５ ２８ ２８

測 定 検 査 の 回 数 は ､通 常 の 場 合 ､１ 日 １ 回 以 上 と し ､１ 回 の 検 査 に お け る 測 定 試 験
設計基準強度の※コンクリートの 2は ､同 一 試 料 か ら 取 り 分 け て ３ 回 行 い ､そ の 平 均 値 を 試 験 値 と す る 。 ５．０Ｎ/mm 設計基準強度の５０％

圧縮強度 ８５％ １００％● 構造 体コン クリ－ トについ て ､現 場の圧縮 強度試 験供試 体（Ｊ ＡＳＳ 5Ｔ -603）は ､現 場
2

※　JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5 N/mm以上、長期及び超長期の場合水 中 養 生 ､ま た は 現 場 封 か ん 養 生 と し ､採 取 は 打 ち 込 み 工 区 ご と ､打 ち 込 み 日 ご と
2 2

　　は 10 N/mm 以上、また高強度コンクリートの場合は 10 N/mm以上。とする。

注）1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。ま た ､打 ち 込 み 量 が 1 50 m 3を 越 え る 場 合 は ､15 0 m 3ご と ま た は ､そ の 端 数 ご と に １ 回

を標準とする。尚、設計基準強度が27N/㎜ 2以上の場合は、打込み区画ごと、打込み日ごと、 注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。
かつ、100ｍ3又は、その端数ごとに1回以上とする。 注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。
1回 に 採 取 す る 供 試 体 は 、 適 当 な 間 隔 を お い た 3台 の 運 搬 車 か ら 必 要 本 数 を 採 取 す る 。 注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。
な お ､供 試 体 の 数 量 は ､特 別 指 示 な き 場 合 は ､１ 回 当 り ６ 本 以 上 と し ､そ の う ち 4週 用

注）5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。に ３ 本 を 用 い る 。
注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。● ポ ン プ 打 ち コ ン ク リ － ト は ､打 ち 込 む 位 置 に で き る だ け 近 づ け て 垂 直 に 打 ち ､コ ン

ク リ － ト の 自 由 落 下 高 さ は ､コ ン ク リ － ト が 分 離 し な い 範 囲 と す る 。 ボ ン プ 圧 送 に 注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えないよう
際 し て は ､コ ン ク リ － ト 圧 送 技 士 ま た は 同 等 以 上 の 技 能 を 有 す る 者 が 従 事 す る こ 　　　に行うこと。
と 。 な お ､打 ち 込 み 継 続 中 に お け る 打 継 ぎ 時 間 間 隔 の 限 度 は ､外 気 温 が ２ ５ ℃ 未 満 の
場合は150分以内、25°C以上の場合は120分以内とする。 6．鉄骨工事

(2) 鉄　筋
(1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

● 鉄 筋 は ､ J I S  G 3 1 1 2の 規 格 品 を 標 準 と す る 。 施 工 は J AS S 5 ( 2 0 1 5 )に よ る 。
● 日本建築学会「JASS6　 2015」鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

高 強 度 せ ん 断 補 強 筋 は ､J I S  G 3 1 3 7に 規 定 さ れ る Ｄ 種 １ 号 適 合 品 と す る 。
鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

● 鉄 筋 の 加 工 寸 法 ､形 状 ､か ぶ り 厚 さ ､鉄 筋 の 継 手 位 置 ､継 手 の 重 ね 長 さ ､定 着 長 さ は (2) 工事監理者の承認を必要とするもの
「 鉄 筋 コ ン ク リ － ト 構 造 配 筋 標 準 図 (1)(2)」 ま た は 「 壁 式 鉄 筋 コ ン ク リ － ト 構 造 配 筋 ● ● ● ●製 作 工 場 製 作 要 領 書 工 作 図 施 工 計 画 書

●標準図 (1)(2)」による。 認定または登録工場（　　　　　R　グレード以上　　　都登録　　　　　　　ランク）

●材 料規格 証明書 または 試験 成績書● Ｄ 19未 満 は ､す べ て 重 ね 継 手 と す る 。 継 手 （ Ｄ 19以 上 ） を ガ ス 圧 接 と す る 場 合 は ､日
● ● ●鋼 材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド

本 圧 接 協 会 「 鉄 筋 の ガ ス 圧 接 工 事 標 準 仕 様 書 」 に よ る 。
● ●社内検査表 溶接材料表9.4　鉄筋の継手

継手の位置等の設計条件による仕様・等級 (3) 工事監理者が行う検査項目
(注)鉄筋継手工法 (2) (1)以外の部位 鉄筋の径 使用箇所 （　　印以外の項目の検査結果については､工事監理者に報告すること）(1) 引張力最小部位

A 級 B 級 SA級 原寸検査 組立・開先検査 製品検査
●●□ 重ね継手 　 標準図による □ D（　　）以下16 建方検査 　　　　 　　　　

● ●● ●□ 圧接継手 □ 告示1463号第2項各号 □ □ D（　　）以下 (4) 接合部の溶接は下記によること
□ 溶接継手 □ 告示1463号第3項各号 □ □ □ D（　　）以下 東京都ア－ク溶接工事管理規準（建築構造設計指針第１２章）
□ 機械式継手 □ 告示1463号第4項各号 □ □ □ □ D（　　）以下 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要鋼（建築構造設計指針第１２章）

●注) (1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、 日本建築学会「溶接工作規準､同解説Ⅰ､Ⅱ ､Ⅲ､Ⅳ､Ⅴ ､Ⅵ､Ⅶ ､Ⅷ､Ⅸ」
● 日 本建 築学 会「 鉄骨 工事 技術指 針・ 工事 現場 施工 編」　 日本建築センター等の認定・認定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

　 使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 (5) 接合部の検査

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

●□　機械式継手および圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様
検査率又は検査数

　　書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者 検　査　箇　所 検　査　方　法 備　　考
社　内 第三者 工事監理者　　の承認を受ける。

％　　 ％ 　　 ％ 　　* ※平成12年建設省告示100 30● 完全溶込み溶接部 超音波探傷試験●□　ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け 個 個　　 　　 個 　　
第1464号第二号による

　　 　　　　覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。 　　　　　　● 　　 ％ 　　 ％外観（目視）検査 ％100 30 100 （目視及び計画）
●□　圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって承認された技量適格性証明書を工事監理

　　　　　　 　　 個 　　 個 　　 個マクロ試験・その他
＊第三者検査をもって　　者に提出し、承認を受ける。

　　　　　　　　第三者検査機関名 工事監理者の確認と●□　機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書を取得した定着金物
する

　　を用いる。 第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者又は工事施工者が､受入れ検査を

定着工法使用の際は、仕口内フープ及び定着長さ等の検討を各メーカーの技術評価に基づき 代 行 さ せ る た め に 自 ら 契 約 し た 検 査 会 社 を い う 。

行い、監理者の確認を得ること。
注１）　現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査を行う事。

(b) 検査
注２）　現場溶接部は､超音波探傷試験を100％行う事。

継手部の検査方法
● 高力ボルトの検査（検査結果は、後日工事監理者に報告すること）　各継手工法ごとの検査は平12建告1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋

●● 　要 　否軸力導入試験 　要 　否
継手協会の仕様書を参照のこと。

● 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。表9.5　継手の検査
● トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。継手方法 外観検査 引 張 試 験 超音波探傷試験

抜取り1検査ﾛｯﾄ当たり 抜取り1検査ﾛｯﾄ当たり (6) 防錆塗装
●●●1 ガス圧接 ■有　100　 ％ □有　□無　　　 ％　　　 個 □有　□無　　　 ％　　　 個30 防錆塗装の範囲は､高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外

抜取り1検査ﾛｯﾄ当たり 抜取り1検査ﾛｯﾄ当たり の部分とする。錆止めペイントは､　　　JIS　K5621､　　 JIS K5625、　　　JIS　K5674　　　を使用して

4つ星、2回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。2 溶　　接 □有　　　　％ □有　□無　　　 ％　　　 個 □有　□無　　　 ％　　　 個
● 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い､塗装は工場3 機 械 式 □有　　　　 ％ □有　□無　検査ロットごとに

塗 装と 同じ 錆止 めペ イン トを 使用 し２ 回塗り とす る。(ねじ節鉄筋継手等) 10個所
(7) 耐火被覆の材料

ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初のロットについては引張試験

も併用し、 1回の引張試験は 3本以上とする。（ 1ロットは同一作業班が同一日中に作業した
　　　　　　　　　　　　　

圧接箇所で 200箇所程度とする。）
7．設備関係●□　鉄筋の継手の試験・検査は、「要領」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関、

　　又は、これに準ずる法的試験機関で行うこと
● 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない､設ける場合は設計者の承認を得ること。

試験・検査機関名 （都知事登録　　　　　　号） ● 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。
□　鉄筋機械式接手は、接合する鉄筋のカプラー又はスリーブへの挿入長さの確保が重要である。

● 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1／ 3以下とし管の間隔を
　継手施工のプロセス管理は、鉄筋接手工事標準仕様書機械式継手工事（2017年）（日本鉄筋継手協会） 管 径 の ３ 倍 以 上 か つ ５ ｃ ｍ 以 上 を 原 則 と す る 。

●に準じて行い、受入検査で外観検査の他に挿入長さを超音波測定検査（SVコーナーエコー法）に 建築設備は、施行令第129条の2の4の規定に基づき、国交告1447号に基づく転倒防止等その他の措置を講じること。

● 設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。又、地震力等に対して適切に支持されていること。よること。
● 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。超音波測定検査の検査ロットは同一作業班が同一日に施工した継手個所とし、その大きさは200個所

程度を標準とし、サンプルの大きさは検査ロッドごとに10個所とする。
8．その他□　鉄筋機械式継手の外観検査項目（受入検査）

ねじ節鉄筋継手（カプラーの外観、挿入マーク、挿入長さ、合わせマーク、グラウト材の充填） ● 諸 官 庁 へ の 届 出 書 類 は 遅 滞 な く 提 出 す る こ と 。

モルタル充填継手（スリーブの外観、挿入マーク、挿入長さ、モルタルの充填） ● 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

●端部ねじ加工継手（カプラー・固定ナットの外観、挿入長さ、固定ナットの締付け） 必 要 に 応 じ て 記 録 写 真 を 撮 り 保 管 す る こ と 。

高力ボルトすべり係数試験

定着長

□　型枠および支保工の存置期間は、昭63年建告第1655号に基づき下表による。●

・ベースプレート(490N級、t36）は、CO2ガスシールドアーク溶接による。

DW　　0.2ＫＮエレベ－タ 　 　 ホイスト　　　　ｋＮ　　人乗り（乗用）

Ｎ/㎡倉庫積載床用 受水槽　　　　ＫＮ　

(9) 付帯工事

法第20条第三号　

(4) 階　数
地下　　　階 塔屋　　　　階

(5) 構造種別

構造種別 該当層等 架構特徴等

□免振建物□鉄筋コンクリート造　　　（RC) 　　　　　階～　　階

□制震建物□鉄骨鉄筋コンクリート造　（SRC) 　　　　　階～　　階

● □塔状建物□鉄骨造　　　　　　　　　（S)

□ □

(6) 主要用途

(7) 屋上付属物

高架水層　　　ＫＮ キュービクル　　ＫＮ 広告塔 煙　突 太陽光発電設備 工作物

(8) 特別な荷重

●

●(2) 工事種別 新築 増築 増改築 改築

必要 必要としない(3) 構造設計一級建築士の関与　　　　

法第20条第二号　（　　RC造高さ20ｍ超　　　　S造　4階建以上　　　　木造高さ13ｍ超　　　　その他）

地上　1　階

　　　　　1階

BCR295 BCP235 BCP325

●

ABR400　　　M16　L＝320mm　ナット　(　　シングル､　　ダブル)

ABR400　　　M20　L＝400mm　ナット　(　　シングル､　　ダブル)
ABR400　　　M24　L＝480mm　ナット　(　　シングル､　　ダブル)
ABR400　  　M27  L＝540mm　ナット　(　　シングル､　　ダブル)

折版　H=150　t0.8

　支持層　－礫混じり砂層

※ベースパックアンカーボルトは、大臣認定仕様によること

構造設計標準仕様 N.S

● ●

深さ　S.GL－1.35　ｍ

●

小梁、GPL、スプライスPL、P柱

大梁・C柱

● 金属系サイディング　

● (G1P)梁

S-01

活動スペース屋根付

長期許容支持力度　80 KN／m2　（フーチング下面）

●

●

計画する位置でのボーリング調査結果とする

山梨県笛吹市芦川町鶯宿1760

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO

内ダイヤフラム厚は、接合する梁の最大厚の1サイズアップとする。

通しダイアフラム板材は、SN490C、　内ダイアフラム板材はSN490Bとする。

<柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合>

(注)f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長　(単位mm)２．溶接基準図１．一般事項

t＞柱フランジのプレート厚

θ＝75゜～105゜

2 ※t＞16mmの場合の溶接は、 3 ～ 5 とする。

2

t

④

θ

接しないこと

フランジが柱のＲに

2
側板に注意のこと

は溶接と添板の内

大梁が斜めの場合

内ダイヤフラム及び梁成が異なる場合

・柱が途中で折れる場合

※

※

1 ※t＞16mmの場合の溶接は、 3 ～ 5 とする。
〇

〇

・

④4
④
※3

①

①

3

※t＞16mmの場合の溶接は、 3 ～ 5 とする。1

3

①

①

4

①

①

①

7

4

4

①

①

①
Ａ

※
④ Ａ

①

①

4

平面詳細

7

4

①

※

①

①

4

①

4

①

4

①

① ④

①

④
④

①

④

Ａ－Ａ　断面図

Ｂ．Ｈ方式●回し溶接する

スカラップ部分は

1

Ｈ型

●

●

パス温度差(℃)

350以下

350以下

250以下

350以下40以下

30以下

40以下

40以下

入熱(KJ/cm)溶接材料

JIS Z 3211、3212、3214

YGW-11、15

YGW-18、19

JIS Z 3212、3214

YGA-50W、50P

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

490N級鋼

400N級鋼

鋼材の種類

鋼材種別による溶接条件

断面Ａ

２
５

以
上

２５以上
Ａ

4

7

7

7

柱の角のＲに接しないこと

内ダイヤフラムの場合は

平面詳細

t

回し溶接する
スカーラップ部分は

φ＝２０

ガス抜き

エンドタブが交互に

当たらぬこと

25以上かつ

①

7

4

4

1

内ダイヤフラム

※t＞16mmの場合の溶接は、 3 ～ 5 とする。

根巻の場合

1 ※t＞16mmの場合の溶接は、 3 ～ 5 とする。

80以
下

1
50
以

下

●

内ダイヤ　フラム

1
00

以
上

①
7

※はりフランジは、通しダイヤ

　フラムの厚み(t)の内部で溶

　接する事。Ａ　－　Ａ　断面図
（通しダイヤフラムの場合）ＢＯＸ型

溶接記号番号を○中に記入のこと

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※
※

その他、構造設計標準仕様書（使用構造材料）、鉄骨詳細図に従う

上下柱最大厚以上とする事。

ダイヤフラム厚は、接合する梁の最大厚の2サイズアップ、かつ、

（５）塗装

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

r

開先面
裏はつり側にする

仮付け溶接

下向F 立向V 横向H 上向O

＊スカラップは、(ハ）又は、（二）のいずれかとする。

（ハ）スカーラップ半径は30～35mmと、10㎜のダブルアールとする。

をいためない様に、養生を行なう

θ：開先角度

θ
G

裏当て金

r

r35

r10スカーラップ

r=30～35mm

スカーラップはr=20mmとする
但し梁成がD=150mm未満の場合の

（ニ）ノンスカラップ工法

（へ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

励行し、部材に確認マークをつける

（ホ）裏はつり
基準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て溶接監理者の確認を

かつ2t以上
35mm以上

G：ルート間隔 Ｓ

4

4.5

5

6

7

812

11

10

9

8

7

Ｂ

25

22

19

16

13

9

φ

寸法(mm)

Ｆ．Ｖ

8

5

5

L

9

9

6

t1

9

6

6

ＧＣ

G

45゜

35゜

45゜

θ

8

5

5

L

9

9

6

t1

9

9

6

Gθ

ＭＣ．ＮＧＣ

溶接姿勢

t＞19

12≦t≦19

6＜t＜12

tmm

6＜t＜19mm

F.V溶接姿勢

ｔ

F.V

ｔ≧19mm

溶接姿勢

ｔ

t>19

12<t≦19

   

t≦4

4

3

2

1

F.V

Lt1GθLt1Gθ

溶接姿勢

16≦t

12≦t＜16

6≦t＜12

tmm

GCMC NGC

6<t<19mm

F.V溶接姿勢

t

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

t＞16mm

F.V溶接姿勢

t

14～1611～138～107以下

t≦16mm

θ

溶接棒角度θは30゜～40゜とする

・9mm～16mmは１パス以上、19mm以上は２パス以上とする

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

S

t

プレートB

θφK形の場合

⑧

（４）フレアー溶接

35゜

35゜

L

25mm以上

LG
t1
t

θ=45°
f

R≦2

⑦

f=t/4

（裏はつり後溶接）

G=0～2

t2

a
1

5

平継手で板厚が異なるとき

a＞4mmの場合
削り面

t1t

・両側に補強隅肉溶接を付加する

（裏はつり後溶接）

G=0～2
⑥

R≦2

f

=45゜のとき4mmとする）
f≧0.5mm（ただし、t≧15mm

=60゜

・両側に補強隅肉溶接を付加する

・AAG( )内GCでF.Hの場合

⑤

G=0～2
θ

f

R≦2

f

1/3t

2/3t t
4＜t≦12

のど厚tmm 余盛の高さmm

f=t/4

T型突合せ継手余盛

=45゜(55゜)θ

④

G

θ

・補強隅肉溶接を付加する

25mm以上

L

R≦2

f

t
t1

f=t/4

・両側に補強隅肉溶接を付加する　AAG

f

tR≦2③

f

・θ=45゜
f=t/4

（平継手　T形継手）（３）完全溶込み溶接

②
=60゜θ

G=O

SS

D1

θ

t

D1

=60゜

t1 ・両側に補強隅肉溶接を付加する

R≦2

t≦t1

t/4≦S≦10mm

（使用箇所に注意）（２）部分溶け込み溶接　

①

s t1 s

s

t2
・軸力が加わる場合のSは母材と同厚と

余盛は(1+0.1S)mm以下とする

することが望ましい

・tはt1,t2の小なる方とする
・但し片面溶接の場合はS=tとする

（１）隅肉溶接

45゜

ガスシールドアーク半自動溶接(GC)

アークエアーカウジング(AAG)

アーク手溶接(MC)
セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接(NGC)

（ヘ）溶接棒乾燥器

（ホ）溶接電流を測定する電流計

（ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機

(c)溶接方法

（ハ）サブマージアーク溶接機一式
（ロ）アークエアーカウジング機（直流）

（イ）交流アーク溶接機　300A～500A

(b)溶接機器

溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

溶接技能者は施工する溶接に適応するJIS Z3801（手溶接）又はJIS Z3841（半自動溶接）の

(a)溶接技能者

(a)本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてならない
（３）高力ボルト接合

(c)高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

(b)鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(a)鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事管理者
の承認を得る

（２）工作一般

(c)社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

(b)適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

(a)構造設計仕様による

（１）材料及び検査

（４）溶接接合

(d)溶接姿勢

組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（イ）仮付位置

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

(e)

（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付不良 良 仮付不良 良

(f)溶接施工

Ⅰ ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

（イ）エンドタブ

エンドタブを取り付ける

）エンドタブの材質は母材と同質とする

NGC.GC:40mm以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

Ⅲ ）エンドタブの長さは、MC:35mm以上

Ⅱ

母材より10mm程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

又は工事監理者の承認を得る

Ⅳ ）ブレス鋼鈑タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

裏あて金の組立溶接は、JASS6、鉄骨工事技術指針に従い、適切な施工を行う
材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で

（ロ）裏あて金

6mm、半自動溶接で9mm以上とする

フランジ端部より外側に15㎜程度上確保でき、かつ、パスの数及び形状が確認できるものを標準仕様とする。
＊フランジ端部の溶接は、バックステップは禁止し、フランジ外側から溶接を始める事。

参考：EGアークタブ（旭化成建材）　等

8

8

56

9

99

6

6

45゜

35゜

45゜

8

8

56

9

99

9

6

121076s

t

45゜

35゜

35゜

鉄　骨　構　造　標　準　図　（１）

鉄骨構造標準図（1） N.S
S-02

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NON.S

（５）継手リスト
３．　継手規準図、その他

B1≦250 B1＝300 B1＝350(400)

B1 B1B1

B2 B2 B2 B2 B2 B2

B 1 B 2

羽子板ボルト 形鋼ブレ－ス
60150 ｌ

d 
長さ

175 70 １１ PL-6

d1 e2R
200 80外

PL
-(

1)
内

PL
-(

2)

外
PL

-(
1)

内
PL

-(
2)

外
PL

-(
1)

内
PL

-(
2)

e e1
S

e3e e 1
5

7p p 250N1 N1 N1 10045 PL-(1)l

p p

e t
 

eeL 10L L1
0

1
0

ee e 300 110 30ﾟ

p p

p p45

350 140 長さe e

Ne

d ＠
60
0 
 

170400
≒

d
1

e
2

R R
FB-65×9 中ボルトM16e1

e1
S

e3 P7150 70 140 70 (90)4040 (90) l4

t

A タイプ

A タイプ使用は
PL -(3)PL -(2) PL -(3)

柱D=250mm
PL -(2) （床剛性を考慮する合成床、合成梁のとき構造図を参照）（７）デッキプレート

以下とする
PL -(1)

梁との溶接およびコンネクター　PL -(1)

35以上35以上

1

B≦150 ｴ
ﾚｸ

ｼ
ｮﾝ

ﾋ
ﾟｰ

ｽ

B≦300

アークスポット溶接

4
16φ≒　@　200 (9) 頭付きスタッド (JIS 1198)

PL
 -

(1
)

PL
 -

(1
)

P
L 

-(
2)

PL
 -

(3
)

N2N2 P
L 

-(
3)

スタッド材の標準形状・寸法

e e

p p

eL Le10 1
0

ee スタッド材

p p

e e 形状1
溶接後の長さＬ頭径Ｄ 頭高さＴ軸径ｄ

呼び名
D

ｍｍ ｍｍ ｍｍｍｍ

T 13.0 22.0 10.04 50,80,100,130φ13mm 4
12.7 25.4 7.9

ee e e p p
B  タイプ 16.0 29.0 10.0

φ16mm 80,100,130d
C タイプ 水平ブレース 15.8 31.7 7.9L

10.0受梁へのかかり寸法および端部処理 19.0 32.0フランジ ウエブ
φ19mm 80,100,130,150符　号 部　　　材

19.0 31.7 9.5梁上通しの場合N1-径 N2-径PL-(1) PL-(2) PL-(3)
折曲加工既製品面戸（鉄板）

22.0 35.0 10.0
φ22mm 100,130,150

22.2 34.9 9.5

e
e≧35mm e

e (10)  梁貫通補強

計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける

梁上切断の場合 あて板（鉄板） あて板（非金属）
φ≦0.4D 

①
50-400

（６）　　鉄筋ブレース 2φ
10 10ee e ①e（a）羽子板ボルト

ねじの呼び （d） M12 M14 M16 M18 M20 M22 M24

最　　　大 補足受材
スラブ端部の補足材軸径d1

φ
 

φ
 

最　　　小 2
φ

①
①

S 50-200調整ねじの長さ
①50

取付ボルト穴径
R

許容差＋０．－０．５mm

L　形鋼（2）e1はしあき（最小）
プレート補強（片面又は両面） パイプとプレート補強（片面）

へりあき （1） e2
⑥（最小） ① 3050切板製 10 1050-400

t板　　厚

へりあき PL -1.6e2（1）
（最小）

平鋼製 ①
t板　　厚

e 
ボルト端から取付ボルト e3
穴心のあき（最小） PL50×6

φ
 

Dl溶接長さ（最小）
①①

50-400 50-400 ①① ①JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T）又は
種　　類

PL3.2(2) JIS B 1180 中8g10.9 PL -1.6
取付ボルト L-50×50×6＠≦600

ねじの呼び M12 M16 M16 M20 M20 M22 M20 パイプ補強（小径の場合）①e
リブプレート補強

本　　数 1 1 1 1 1 1 2 (11)　その他

600以下

注　（１）e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい
300以下

（２）羽子板とガゼットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

（8） ＡＬＣ板取付要領

（SCSS-H97による）
PL-(1)

厚さ×必要幅

必要溶接長 L（㎜）

TYPE① TYPE② TYPE③

L L L＝ｌ1＋ｌ2

符　号 部　　　材 N-径

注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％を行う

e p
5

e pe e PL-(1)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)N2（片側）

PL-(2)

PL-(1)N1（片側）PL-(3)

e
p

p
e

e e e e
5

Ft2

Ft2

Wt2Wt1

ハンチ起点は避けた方がよい

Ft1

Ft1

リブプレート

呼　び
穴　径

ボルト 最小縁端距離（e）

（１） （２） （３）

ピッチ（P）

最　小 標　準

ウエブ

PL-(3) N2-径

フランジ

N1-径PL-(2)PL-(1)

部　　　材符　号

(両面)

(2)(3)の標準

（４）ハンチ部の継手 フランジ及ウエブ厚の差のある場合

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による
フィラプレ－ト併用のこと1ｍｍ

縦壁構法

鉄筋　9φ l=1000 鉄筋　9φ l=500ALC 壁パネル ALC 壁パネル

タテカベプレート ア 6

受け金物 ア 6

L-65×65× 6 以上L-65×65× 6 以上
　　

シーリング材

シーリング材

スライドハタ金物

鉄骨梁 鉄骨梁

挿入筋構法 スライド構法

鉄骨柱鉄骨柱

フックボルト　12φ フックボルト　12φ 

シーリング材 シーリング材
ALC 壁パネル

カバープレート ア 2.3ALC 壁パネル

カバープレート構法ボルト止め構法

縦壁ロッキング工法（CDR工法、又は、同等の変形追従性の構法）によること

[注]（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　

（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上げ縁の場合の縁端距離

e
p

e
N

ee10

1

N

e10

1

P e

e
e

e
p
 
p
 
e

e

1

1

e ee
10

PL-(2) 

N

（片側）

1

10e e

N
e

e
p

H-100×50及びH-150×75の場合

鉄骨部材リストによる

鉄骨継手リストによる

JIS規格品とする…（JIS　A5540…1982／5541・5542…1993）

１０．８１ １２．６５ １４．６５ １６．３３ １８．３３ ２０．３３

１０．６４ １２．４６ １４．４６ １６．１１ １８．１１ ２０．１１

１００ １１５ １２５ １４０ １５０ １６５ １７５

１３ １７ １７ ２１．５ ２１．５ ２３．５ ２１．５

３５ ４０ ４５ ５０ ５０ ５５ ５０

２２ ２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８

４．５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

１９ ２５ ２５ ３２．５ ３２．５ ３７．５ ３７．５

４．５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

４７ ５２ ５９ ６６ ６６ ７３ ７０

４０ ５０ ５５ ６０ ７５ ８５ ８５

２１．９９

２１．７７

鉄　骨　構　造　標　準　図　（２）

＊リストに特記なき場合、縁端距離、ピッチは、上表の標準による

符　号 タイプ PL-(1)部　　　材 PL-(2) N-径

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４ ２６

２４

２２

１８ ４０

５０

５５

６０ ４４

３８

３４

２８ ２２

２６

２８

３２ ４５

４０

４０

４０ ４０

５０

５５

６０ ７０

６０

６０

６０

（２）ピン接合梁継手リスト

PL-(1) 
PL-(1) PL-(1) PL-(1) 

TYPE-1 TYPE-2 TYPE-2A TYPE-3

（１）ボルトピッチ（P）

（mm）ボルト穴径・最小緑端距離

（３）剛接合継手リスト
（SCSS-H97による）

注）端部をBHとする場合の部材は設計図による

Ft1-Ft2
Wt1-Wt2

＞
＝

原則、既製品を使用する

（b）　形鋼ブレース他

鉄骨構造標準図（2）

1－M20 9× 80 1-M20 97 65 81

S-03
芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO

N

X

(GL-1,350)
Ｆ１

(GL-2,200)

Ｆ１Ａ
(GL-1,350)
Ｆ１

(GL-1,350)
Ｆ１

Y

(GL-＊＊）は、フーチング下面を示す

15,000

▽▽

X1 X2

剛接

剛接

剛接

1
0,
50
0

V
V

V
V

V
V

V
V

V
V

V
V

V
V

V
V

V
V

V
V

V
V

V
V

1
,5
50

G
1

CG1

G1

G1

C
G1

C
G1

B1

B1

11,050

15,000

X1 X2

B1

CB1

CB1

CB1

CG1

B1

2,4001,550

1,
55
0

G
1P

CG
1A

C
G1
A

800

6
0
0

8
0
0

6
0
0

6
0
0

J

J

J

800 800
JJ

B1A

B1A

B1A

B
2

B
2

B2
B2

B2
B2

下
部
:
G2

ピン接

ピン接

ピン接

剛接

J

剛接

B
1A

1,300

JJ

800 800

弱軸：HTB接合

弱軸：HTB接合

ピン接合

ピン接合

ピン接合

弱軸：剛接合（F.P）

弱軸：剛接合（F.P）

1
0,
50
0

Y1

Y2 ▽

▽

基礎芯

基礎芯

基礎芯 基礎芯

モヤ：C－100×50×20×2.3@600

基礎伏図・屋根梁伏図 1：100
S-04

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO基礎リスト

2
,
4
0
0

2,400

1
4
－

D
1
3

14－D13

F1・（F1A）

7
0
0

(　)内寸法は、F1A（フーチング下面＝S.GL-2,200）を示す。

A.Bolt

830

必要な対策を講じることとする。

フーチング下面から支持層までを地盤改良層とする等、

にて、80KN/㎡以上とする。

支持層がフーチング下面より深い場合、監理者と協議の上、

共通事項

長期設計地盤支持力度は、フーチング地業下面

ボーリング調査にて支持層を確認すること。

1：40
S-05

7
0
0

830

50

D13＠100（SD295）
16-D22（SD345） 立上り筋

フープ筋 D13＠100（SD295）
立上り筋
フープ筋

8-D13（SD295） 

柱脚保護根巻コンクリート部　補強配筋

4
5
0

4
2
0

4
8
0

1
,
3
5
0

捨てコンt50、砕石t150

(
2
,
2
0
0
)

(
1
,
2
7
0
)

5
0

1
5
0

＊

＊

＊フーチング下面より支持層までを地盤改良層の対策とする場合、不要とする。

1
5
0

▼GL
▼FL

D10@200　タテヨコシングル

1
5
0

(既存土間天)

下部:既存土間

新設土間配筋

4
0
0

400

830

1-D13

柱型：ベースパック仕様(H4040-21V2T）

(C1柱 共通)

保護根巻コンクリート

補強配筋

FC1

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO軸組図

G1

7.0ｍR

P1

Ｆ１
(GL-1,350)

10,500

Ｆ１
(GL-1,350)

G梁端部

G梁端部

2,
20
0

7
,6
0
0

弱軸：剛接合(F.P）

弱軸：剛接合(F.P）

G2

8.0ｍR

WB1

WB1 WB1

WB
1

WB1

CG1 CG1

4
50
15
0

9,
80
0

斜
長

▲BPL下端3
0

▼FL
▼GL

1,
35
0

7.0ｍR

8.0ｍR

Ｆ１
(GL-1,350)

Ｆ１
(GL-1,350)

10,500

G梁端部

瓦棒下地鉄骨：

G梁端部

P1 2,
20
0

7
,6
0
0

P2P2

150

J J

弱軸：剛接合(F.P）

弱軸：剛接合(F.P）

G1

G2

CG2 CG2

WB
1

WB1

WB1

WB1 WB1

CG1 CG1

1,175 8,150 1,175

4
50
15
0

9,
80
0

斜
長

▲BPL下端

▼FL
▼GL

1,
35
0

Ｆ１
(GL-1,350)

1,
3
50

▼GL15
0

6
,6
7
0

4
50

▲BPL下端

▼FL

90
0

4
50

1,
75
0

2
,2
0
0

窯業系サイディング下地：タテ胴縁
C-100×50×20×2.3@600

C1 C1

(GL-2,200)
Ｆ１Ａ

10,500

斜
長

(GL-＊＊）は、フーチング下面を示す

X1～X1+1,550

内側 外側B－B　矢視 A－A　矢視

600 800 600 800

C1 C1C1C1

G1PCG1A

H.T.B接合 H.T.B接合

CG1A

(詳細図)

J J J J

Y2 Y1

Y2 Y1

C-100×50×20×2.3@600
窯業系サイディング下地：タテ胴縁

600

CG2 CG2
P2

1,550 1,550

(GL-＊＊）は、フーチング下面を示す

1,550 1,550

垂木C-100×50×20×2.3@600（ヨコ）

内側と外側で下地方向が異なる Y1 Y2

意匠開口 意匠開口

1：100
S-06

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）



単位.　ｍｍ

ボルト PL寸法

厚×幅×長さnF×mF Pc

60

ウェブ

3×2-M20 9×200×290

ITEM

TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：50

高力ボルトの配置
＊継手は、SCSS-97「鉄骨構造標準接合部」H形鋼編に従う

高力ボルト配列

ボルト径 P1 P2 e

１列 チドリ

B=300

１列

100＜ B＜ 300

フランジ

１列

ウェブ

B

B

g
2

g
1

g
2

P2 P2 e10

e P2 P2
第1ボルトの位置
（外側にする）

g
1

P1 e10

e P1

g
2

g
1

g
2

e10

e

2列 

300＜B

P1 P1

B

e

P
c

P
c

e

10 e

e２列

e
P
c

e

10 P1 e

e

＊付は、ウェブの材軸方向のボルト並びをフランジのボルト並びに対して
半ピッチ（30mm）外側にずらすことを表す

フランジ幅

M20・M22

M16

100

125

150

175

200

250

300

350

400

40

40

備　考

フランジの高力
ボルトは千鳥打ち

フランジの高力
ボルトは2列打ち

60

60

g1

56

75

90

105

120

150

150

140

140

45

g2

40

70

90

片フランジカット

7
5

1
50

75

3
30

9
0

9
0

90 4545

180

4545

符　号

１　　階

柱　　脚

Y

X

ベースプレート

アンカーボルト

RC柱型

柱型立上り断面

立上り配筋

フープ筋 D13＠100（SD295） 

主柱リスト

間柱リスト
特記なき限り下記による

2.　高力ボルト：S10T、F10T（トルシア形ボルト締付けが困難な個所に限る)

符　号

接合部

主　材

BASE.PL

C1

H -400×400 ×13 ×21

ベースパック：H4040-21V2

8
0

2
0
0

65 540 65
8
0

5
6
0

4
8

?6
5

2
0
0

830

670

70
0

6-D41(BPM-SD390)

FC1

830×700

16-D22（SD345） 

H-250×125×6×9

PL-9、2-M20

P1 P2

H-300×150×6.5×9

断　面

PL-9、3-M20

B.PL-12×330×180　（SS400）

H.T.B H.T.B　4-M20

CG1 上フランジ
接合部　H.T.B

1.　鉄骨材質　SS400

(SN400B)

ガセットプレート取合い標準図

Ｌ≧　　＋２Ｓ
Ｌｅ

L

S

Ｓ

２Ｓ以上

２Ｓ以上

L

Ｌ≧Ｌｅ

２ＴＹＰＥ1ＴＹＰＥ S

L2

３

L1

母材面を示す

ＴＹＰＥ

Ｌｅ
L1,L2≧　　　＋2Ｓ

４２
・TYPE①は、母材（柱梁）への偏心曲げを考慮して採用すること。

・必要溶接長（Ｌ＝溶接長，Ｌｅ＝有効溶接長）

溶接長さは、必要溶接長さ(最小値)以上を確保すること。

B
Be

30゜

・G.PL必要幅: B

無効とする。

Be：有効幅最大範囲を示す
　　ボルト列より30度以内

（左図ハッチング部分が無効）

ただしＢはＢeの範囲内とし、

Bは耐力に必要な
G.PL幅を示す。 

これを越える部分は構造計算上、

＊GPL必要幅、必要溶接長さ（最小値）は、鉄骨構造標準図(2）に記載

（　）内、ボルト配列：行×列（ｍw×ｎw）
鉄骨二次部材リスト

符　号 鉄骨主材 備　考

Z付きは、溶融亜鉛めっき処理を示す

ピン継手は、ボルト穴径、最小縁端距離、ボルトピッチ(標準）は構造標準図に倣う。GPL形状はTYPE-2を原則とする。
特記外、鉄骨材質：SS400、H.T.B：S10T　　G.PL　SS400　　軽量溝形鋼：SSC400　

縦胴縁

横胴縁

@600　中ボルト

@600　中ボルト

仕上げ材Joint部は2丁とする

仕上げ材Joint部は2丁とする

TYPE-2A

H-340×250×9×14

WB1 H-340×250×9×14

C-100×50×20×2.3

(3×1)

継　手

(1×2）

GPL-9　、3-M20

ﾋﾟｰｽ：PL-4.5加工相当品、2-M12

C-100×50×20×2.3 ﾋﾟｰｽ：PL-4.5加工相当品、2-M12

V ［-125×65×6×8 天端：G梁天端－50

B2 H-250×125×6×9 GPL-9　、2-M20 (2×1)

GPL - 6 , 2 - M16

H-340×250×9×14

CB1 H-244×175×7×11

H-340×250×9×14CG1A 片持ち梁　柱接合は、H,T,B接合による

CG1

B1

H-340×250×9×14 GPL-9　、3-M20 (3×1)B1A

SN400　片持ち梁　柱接合は、剛接合

SN400　片持ち梁　梁接合は、剛接合

SN400 　片端部剛接合

屋根・庇ブレース ターンバックル付1－M20(JIS仕様品）

GPL　必要幅B≧80mm　　溶接サイズ　8㎜

GPL - 9 , 1 - M20

鉄骨大梁リスト

階 位　　置 主　　材符　号 備　　考

全断面

3．G.PL・S.Pの材質は、母材と同じとする

4.剛接継手は「SCSS-H97　鉄骨構造標準接合部」H形鋼編に準拠すること。　

2．H:JISｰH形鋼　1．鉄骨材質　SS400　,　高力ボルト：S10T

G1 H －340×250×9×14
柱強軸方向、柱弱軸方向へ共に剛接合(F.P）とする

RSL

全断面G1P
柱弱軸方向との接合はピン接合とする

H －340×250×9×14（SM490A）

全断面
柱強軸方向、柱弱軸方向へ共に剛接合(F.P）とする

G2 H －300×300×10×15

GPL-16、9-M22（3行×3列）　@80

鉄骨継手リスト

ボルト

nF×mF

鉄骨主材

H - 340×250×9×14 4×2-M20

外PL 内PLゲージ

g1 g2 厚×幅厚×長さ

フランジ

12×530 12×100150

GPL-9　、3-M20 (3×1)

GPL-16　9-M22（3×3）@80

S-07
鉄骨部材リスト

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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TITLE MEMO

SCALE

DATE

CHECK NO1：50

FLとの交点

鉄骨芯とFL交点間の距離

9
,5
00

外側

14,90050 50

H-34
0×2

50×
9×1

4G1

H-34
0×2

50×
9×1

4CG1

F.Pl
-16

F.PL-16

C1 C1

G1
P

CG
1

40 10
40
80
80

80
4
0

4
0

80

CG1

C1

PL-16
PL-16

PL-16

G1P

800
10

800
10 B1

10
800

800
10

CB1

PL-1
2

GPL-
9　2

-M20

H-24
4×1

75×
7×1

1

3,050

H-34
0×2

50×
9×1

4

基礎芯間距離
15,000

H-400×400×13×21 H-400×400×13×21

40
6

＊

▲BPL下端

6,
50
0

15
0

3
,0
00

4
50

▼FL(土間天端)
▼GL ▼GL

1,550 11,050 2,350 50

12,600 2,400

15,000

50 1,500

B

B A

A

PL-9

内側

900

△基礎芯

200 200

（SM490A）

GPL-16、9-M22（
SM
49
0A
）

16,150150

15,400

1,300

A矢視、B矢視は、軸組図とする

＊付寸法は、施工図確認の上、決定とする

鉄骨架構詳細図（1）

19
0

8
,0
00

▲BPL下端

▼アンカーボルト天端

42
2

＊

▼FL 10
0

50
0

60
0

4
50
15
0

7,
5
50

S-08

(既存土間天)

共通事項

1．大梁：SN400B、　小梁：SS400

特記なき限り下記による

2．水平スチフナ：SN鋼材B種以上とし、強度は取合う梁フランジ

　の最上位以上とする

3．水平スチフナ板厚は、取合う梁フランジ最大板厚の1サイズ

アップ以上とする。

4．その他、鉄骨材質は部材リストによる

5．継手、仕口：高力ボルト　S10T

詳細図(1)、(2)

X1

X1

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）
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SCALE

DATE

CHECK NO1：50鉄骨架構詳細図（2）
S-09

＊

800 10

PL-16

PL-9

7
5

1
5
0

7
5 3
3
0

9
0

90

90 4545

180

4545

SS400B.PL-12x330x180

H.T.B  4-M20
CG2

F.PL-16×300～358

H-300×300×10×15

GPL-9　3-M20

GPL-9　3-M20

1,175

3,
00
0

WB
1

95

4,200

WB1

WB1

WB1

GPL-9　3-M20

WB1

H-340×250×9×14G1

G2 H-300×300×10×15

P1

H-250×125×6×9

△

△

CL

H-340×250×9×14B1

P1

R=
7,
00

0

F.PL-16
フィラ－ PL-2

フィラ－ PL-2

F.PL-16

F.PL-16×300～358PL-12

F.P

C1柱脚：ベースパック仕様H4040-21V2Tによる

1
50

4
50

▼FL
▼GL

▼BPL下端

PL-12

H-
30

0×
15

0×
6
.5

×
9

H-
30
0×

15
0×

6.
5×

9

H-3
00×

150
×6.5

×9

GPL-9　3-M20

60010

F.P

F.P

F.P

F.P

PL-12
F.PL-16×300～358

G1

G2

柱弱軸とG梁仕口は、剛接合（F.P）

CG1

X2～X2＋2,400　鉄骨架構詳細図

2
,2

5
0

C

C

PL-16

WB1GPL-9　3-M20

4
50

15
0

2
,2

00
7
,6

00

9,
80

0

斜
長

WB1

WB1

G1

G2

CG2

600 1010 800

67
5

▲BPL下端

▼GL
▼FL

25
0

2,080

P2 P2

2,080

1,175

R=
8,

00
0

6
00

PL-12

GPL-9　2-M20

PL-6

PL-6

C1 C1

H-400×400×13×21

CG1 CG1
B

A－矢視

A

D

E

C-sec

D-sec

E-矢視

B-sec

H-400×400×13×21

ベースパック仕様H4040-21V2Tによる

Y1 Y2

芦川グリーンロッジ改修工事（建築主体）（債務）


